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国立民族学博物館研究報告　 5巻1号

中央 アンデスの民話 とアマゾンの神話

栽培植物 ・労働 ・死の起源

友 枝 啓 泰*

Central Andean Folktales and Amzonian  Myths  : The Origin of 

          Cultivated Plants, Labor and Death

Hiroyasu TOMOEDA

   In the southern part of the Central Andes there are numerous 
versions of a popular fox-tale, in which the fox hero travels to the 
heavens and crashes to the ground on his return. Some versions 
end with the origin of cultivated plants which spill from the stomach 
of the gluttonous hero who devoured them at a celestial banquet. 

   Dispersion after disjunction (high/low) is an invariant feature 
which characterizes story-formation (combination and functioning 
of tale elements) of all the versions. And this pattern recurs in 
the cortamonte, one of the popular carnival activities in the northern 

part of the Central Andes. In this activity numerous participants 
in the festival fell a tall tree erected in an open square (dis-

junction) and rush to possess the objects with which it was decorated 
 (dispersion). 

   Although information on the magico-religious motive or symbo-
lic meaning of the Andean cortamonte is lacking, its formation is quasi-
identical with the story of some upper Amazonian (montana) myths, 

which relate that humans obtained various cultivated plants from 
the fruits of an original tree which they had felled.  Andean 
fox-tales and the Amazonian myths thus coincide in their message 
and pattern. 

   The Amazonian myths treat not only cultivated plants but also 
human mortality, which originates as if it were forced on those who 
felled the miraculous tree. In the Central Andes the message of 
this simultaneous origin of cultivated plants and man's mortality is 
transmitted in a more attenuated form by another popular tale,

*国 立民族学博物館第2研 究部
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"Chiwaco the Liar
," a transformation of the fox-tale. 

   In these versions the thrush hero, acting as spiteful mediator 
between the celestial God and terrestial humans, is the source of 
various aspects of human life, such as agriculture, herding, or 
cooking and eating. Here, man's mortality is treated indirectly 
or in a reduce of form because human beings are forced to labor 
hard to obtain foodstuffs and their teeth, which wear-out, represent 
man's mortality. 

   When man participates actively in the origin process of cul-
tivated plants, as in the Amazonian cases, he experiences death 
simultaneously. Participating passively in the same process only as 
the recipient of messages from the God, as in the chiwaco-tale, 
lessens his mortal experiences to a degree of labor and pains, which 

gives a certain negative value to the plants derived. When he does 
not participate in the process, as in the fox-tale, only the dispersive 
aspect of the origin process remains constant and seems to be 
stressed. 
   Our final observation on an Andean children's play, sachatiray 

(cutting tree), validates these arguments.

は じめに

1.大 食キツネの墜落死

ロ.木 を切 り倒す罪

皿.嘘 つ き チ ワ コの証 言

IV.子 供 の遊 び一 ま とめ一

は じ め に

　中央アンデスを西から東へ自動車を使 って旅行 した人は,た った一日のうちに海岸,

高地,熱 帯雨林と激 しく変化する自然環境 とそこに生活する人々のi著しい相違を印象

づけられる。反対に海岸,高 地,あ るいは上流アマゾン沿いに南北に長旅をした人は,

む しろ相似たような景観の連続を経験する。むろん二人の旅行家の観察は単純にすぎ,

実際は東西の環境変化はもっと連続的なものだし,異 なる地域間の社会的,経 済的交

流は頻繁で,人 々の生活様式の共通性は見かけ以上に大 きい。また似たような山地農

民の生活にも相違があ り,・たとえば南部高地で沢山飼育されているリャマ,ア ルパカ

は北へ行 くにつれて数を減じ,北 部高地でそれを見るのは稀である。中央アンデスを

一つの文化的まとまりを有 した統一体と見徹す場合,そ の内部における類似性と多様

性は当然の前提 となる。ペルーのポピュラー ・ソングの中でもコスタcosta,シ エラ
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sierra,モ ンターニャmontafiaの 鮮やかな対照とそれを統一する"わ がペルー"が 讃

美される。

　 ここでは中央アンデスに広 く共有されている二つの民話グループ,カ ーニバルの行

事,子 供の遊び,お よび中央アンデスに接するモンターニャ(上 流アマゾン)に 住む

諸族の神話や儀礼を考察の対象とする。そ して,そ の内容が相互にどの点で一致し,

どの点で相違するかを明 らかにする過程を通 じて,こ れ らの事象が,考 察の対象とな

った限りにおいて,一 つのまとまりをなしていることが強調される。地域性を明 らか

にすることは必ず しも本稿の主たる関心ではないが,結 果的には扱う事象間の一致や

相違には大まかな地域差 との相関がみられる。

　 特に本稿では中央アンデスの諸事象を上流アマゾン地域の神話や儀礼との関連で扱

っている。Steward等 による南アメ リカ文化領域の設定以来,中 央アンデスとアマ

ゾン地域は,決 して両者間の関連が無視されたわけではないが,と かく異なる文化領

域として別個に扱われる研究上の傾向を生んでいる。 しか し場合によっては両地域を

一体として扱 うことも,今 後の研究にとって有効であろう。特に上流アマゾヒと中央

アンデスのように,過 去現在にわたって不断の交流を繰 り返 してきた隣…接地帯につい

ては,そ れがいえる。本稿の試みは,あ る意味では,上 流アマゾンの神話に中央アン

デスの民話を解釈させることである。

　 上に述べた理由か ら,本 稿では一つの民話の数多いヴァーション間の比較,あ るい

はタイプの異なる民話や神話間の比較をしていくことになるので,そ の記述操作の便

宜上,民 話や神話を,1.話 によって意味されるものとしてのテーマあるいはメ ッセ

ージ,2.話 を形づ くる諸要素の組合わせと機能としての構成,3.そ の具体的構成

の基本にある原理としてのパターンあるいは形式,と いう三つの局面に分けておく。

　 ここで扱 う中央アンデスの民話や行事の資料はすでに出版されたものが殆どで,ど

ちらかといえぱ フォークロアに興味を抱 く入々によって発表されている。その大半は

非専門的立場で書かれ,部 数の少ない地方の郷土誌として出版されたり,学 術的性格

のうすい定期刊行物に掲載されたものが多い。1930年 以後発表されてきたこうした記

録は,こ れまでに相当の量に及んでいるが,今 日に至るまで研究資料として殆ど利用

されないままに,散 逸してしまう傾向にある。この時点でこうした断片的な記録を一

つにまとめ整理 してお くことは,分 析の成果いかんにかかわらず,今 後のアンデス社

会の研究にとって役立つものと考える。

　 本研究は1978年 に認められた文部省在外研究(長 期)の 成果の一部であり,ま たそ

の大要は研究ノー トとしてすでに発表 した[友 枝　1979:46-55]。 本館の共同研究会
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(中央アンデス農牧社会の民族学的研究)に おいて,共 同研究員の諸氏から本稿の内容

についての貴重な示唆を得たことを記 し,こ こに感謝の意を表する。

1.大 食 キツネの墜落死

　 中 央 ア ンデ ス高 地 の農 民 社 会 に伝 わ る伝 説1eyenda,寓 話 倣bula,民 話cuentoの

類は,こ れまでに数多 く採録されているが,若 干の研究を別にすれば,分 析の対象と

して取 り上げられることがなかった。同じ南アメ リカでも,熱 帯低地に住む諸部族の

神話の分析が,Levi-Straussを はじめとして多くの人々の関心を集めているのに対 し,

この事実は対照的である。

　ここでは,そ うしたアンデス民話のうちか ら,栽 培植物の起源を扱っている神話的

性格を有するもの,お よびそれと関係する一連の民話を取 り上げて,分 析を試みる。

これ らの民話が,そ れ自体で意味のある全体を形成するばかりでな く,ア ンデス高地

農民の思考様式や観念体系にそれが深いかかわりをもち,ま た熱帯低地の神話群 とも

充分に意味上の関連を有 し,全 体構造の一環であることを明らかにするのが本稿の目

的である6

　まず分析の出発点として取 り上げるのは,キ ッネの行為によって天界から栽培植物

が人間界にもた らされたという,ボ リビア領アンデス高地の民話で,目 下手 もとにあ

る資料のうちでは,栽 培起源を扱 った話として一番早い時期に採録されている。

　民話1-一 大昔キツネの 口は小さくてe一鳥は今 と同じく木を住み家としていたが,天

　界で食事をしていた。ある日コンドルに出会ったキッネは,地 上の動物が噂にだけ

　聞 く天上の宴会に招待して くれと頼む。天上では腐 った肉を食べず,旨 い食物,と

　 りわけ砂のように見える物を食べているということであった。コンドルは不作法な

　振舞い,特 に骨をかじる不作法をせぬことを条件に,天 界にキッネをつかんで連れ

　て行 く。天界で催 された宴会には,沢 山の トウモロコシ,キ ヌア,カ ニャワ,食 肉

　鳥のための肉があり,宴 会のあともキツネはぐずぐず していて,コ ンドルが食べた

　あとの骨をかじっているのを見つかり,コ ンドルは罰としてキッネを置き去 りにす

　 る。歎いているキツネは,ロ ープを持 って来たパパチウチという鳥1)の 助けを得て,

　天界から降りて来るが,途 中で出会 ったインコの群れを,下 痢のインコ,汚 れたイ

1)ボ リビアでパパチ ウチpapachiuchiと 呼んでい るのは,高 地で はご く普通 に見か ける小鳥

(Elena・FortUn前 ボ リビア文化庁長官 による教示1979)。 種類などについて詳 しいことは解 ら

なか った。papa-chiuchiだ とすればpapa一 ジ ャガ イモ,　chiuchi一小鳥のひな。
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　 ンコ,役 立 た ず2)と 三 度 に わ た って 侮 辱 し,最 後 に ロー プ を 噛 み切 られ て 落 下 す る。

　 マ ン トを広 げて くれ と助 けを求 め た が,誰 もそれ が 聞 こえ な か った か,聞 こう と し

　 な か った かで,地 上 に衝 突 し,熟 れ た オ レ ンジ の よ う に破 裂 し,そ の腹 か ら天 上 で

食 べ た物 が 飛 び散 った の で,地 上 に は トウモ ロコ シ,キ ヌ ア,カ ニ ャ ワが あ る よ う

　 に な った[PAREDEs　 1953:23-25,　 repr.1973:57-56]。

　 この 話 はParedesが ボ リビア 領 ポ トシPotosi県,ノ ル ・チ チ ャスNor　 Chichas地

方 の ケ チ ス ラQuechisla村 でDominga　 Titizanoか ら聞 い た もの で,再 録(1973)

の資 料 か ら判 断 して,1949年 当時 の もの で あ る。 同 じボ リビア領 の ス ク レSucre県 で,

ご く最 近Anibarroも ケ チ ュ ア語 で 語 られ た もの を採 録 して い る 。Aarne-Thompson

に従 った 民話 の形 式 分 類 を 目的 と して,Anibarroは ボ リビア高 地 の数 多 い民 話 を 直

接 に採 集 して い るが,下 記 の 民話 はそ の一 つ で あ る。Anibarroに よ る と,こ の 話 は

ボ リビア領 の,特 にケ チ ュ ア語 農 民 の 間 に広 く伝 わ って い る よ うで,彼 女 自身 で 六 つ

の ヴ ァー シ ョ ンを集 め て い る[ANIBARRo　 l　976:361]。 た だ し他 の五 つ が栽 培 植 物

起 源 を 扱 って い る か否 か はわ か らな い。

　 民話2　 コ ン ドル が キ ッ ネを 天 上 の 宴会 に誘 い,背 中 に乗 せ て 連 れ て行 く。 酒 に酔

　 った キ ツネ と喧 嘩 を した コ ン ドル は,寝 込 ん だ キ ッネ を 置 き去 りに して,地 上 に帰

　 って しま う。 自分 で 編 ん だ ロ ー プを 伝 って 降 りて 来 た キ ツ ネ は,途 中 で 出会 った イ

　 ンコの 群 れ を 侮 辱 し,仕 返 しに ロ ー プを 切 られ る 。 キ ッネ は敷 物 を 広 げ て くれ と助

　 けを 求 めた が,人 々が か わ りに大 き な石 を 据 え た の で,そ れ に衝 突 して 死 に,胃 袋

　 か ら天 界 で 食 べ た キ ヌア,ク イ ミ,ト ウモ ロ コ シ(二 種 類)が 飛 び散 り,人 々 はそ

　 れ を 畑 に蒔 い た[ANIBARRo　 1976:360-361]。

　 二 つ の民 話 に出 て くる起 源 植物 の うち,ト ウ モ ロ コ シ,キ ヌ ア は ア ンデ ス高 地 で ご

く一 般 的 な栽 培 作 物 とな って い る 。 カ ニ ャワkafiahuaは キ ヌ ア と同 じ 仲間 の 植 物

でChenopodiecm　 Pandicaale　 Acllen[CARDENAs　 l969:116],ク イ ミcoimiは ミユ ミ

millmiと もい わ れAmaranthus　 caudatus　L.で あ る[CARDENAs　 1969:119]。 　Oblites

に よ る と ク イ ミはChenopodium　 millmiま た はChenopodium montanum[1969:215],

キ ヌ ア と同 じ仲 間 とい う こと に な る。 な おSoukupの 分 類 で はAmaranthzts　 caudatus

L.と な って い る[1970:18]。 分 類 学 上 い ず れ を とるべ き か解 らな い が,同 じ名称 で

地 域 に よ って違 った 植 物 を 呼 ん で い る可 能 性 もあ る3)。 いず れ に して もア ンデ ス高 地

2)三 回 にわ た る侮 辱 のケ チ ュア語 表 現 とParedesの ス ペ イ ン語 訳 は,10ros　 kkecha　 siquis(loros

c◎ndiarrea),　 ioros　klgechi　michis(loros　 trapos　sucios),　loros　kkechichis(10rgs　 insigni丘cantes)。

3)Cardenasは ボ リビア領 に関 す る有 用 植物 の分 類,　Oblitesの はボ リビア領 テ ィテ ィカ カ 高原

のCallahuaya農 民 の 薬 用植 物 の 分 類,　Soukupの はペ ル ー領 の植 物 俗 名 の分 類 で あ る。
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の 一 部 で は 現在 栽培 され て い る。

　 数 多 くの ボ リビア民 話 を 比 較 検 討 したAnibarroは,結 論 と して,殆 どの話 が植 民

地 期 に スペ イ ン人 に よ って もた らされ た もの の残 存 で あ り,純 粋 に イ ンデ ィオ伝 統 で

あ る民 話 は見 当 らな か った と述 べ て い る。 した が って民 話2も そ の 例 外 で は な く,

Anibarroの 分 析 に よれ ば,ス ペ イ ンか ら持 ち込 まれ た 動物 民話 に組 み 込 まれ て神 話

的要 素 が 残 って い る とい う こ と に な る[ANIBARRo　 l976:42]。 民 話 の タイ プや モ チ

ー フの 分 類 だ け で 起源 を同 定 す る こ とに は無 理 が あ る と して も,一 般 的 にい って ,今

日 の ア ンデ ス民 話 の 多 くが ス ペ イ ンに 由来 して い るの は確 実 で あ ろ う。

　 キ ッ ネが もた らした栽 培 植 物 の テー マ は,ペ ル ー領 ア ンデ ス で もい くつ か 採 録 され

て い る。Moroteが ク ス コCuzco県 で 集 め た"天 界 へ の旅"を 扱 った十 三 の 民 話 の う

ちで,三 つ は明 らか に栽 培 植 物 の 起源 に触 れ た もの で,民 話 の 内容 は上 記 二 例 とあ ま

り違 わ ない 。

　 民 話3　 コ ン ドル が 夜明 けを 待 って い る所 へ 食 物 を あ さる キ ツ ネ が来 て,挨 拶 を 交

　 した あ と,コ ン ドル が天 上 の宴 会 へ 行 くと知 る。 キ ッ ネの 願 い を 聞 いて,行 儀 よ く

　 す る ととを 条 件 に,コ ン ドル は キ ツ ネを 背 中 に乗 せ て 連 れ て行 く。 チ チ ャ酒 を 飲 み,

　 た らふ く食 べ た キ ツネ は,他 の鳥 た ち と喧 嘩 を し,そ れ を 恥 じた コ ン ドル は,酔 っ

　 て寝 込 ん だ キ ッ ネを 置 き去 りにす る。 天 か ら降 りる途 中で イ ンコを鼻 曲 り,お い ぼ

　 れ ニ ワ ト リと侮 辱 す る。 キ ツネ が ふ とん,わ らを 広 げ て くれ と空 か ら叫 ぶ の を 聞 い

　 た ネズ ミが,棘,押 しピ ン,割 れ た び ん の破 片 を ま い た ので,墜 落 した キ ツネ は破

一 一裂 し,一そ の 腹 か ら天 界 で嫁 まの ま ま 食 べ た ジ ャーガ イ モ1一トゥモ ロ コ シ,オ ユ コ4)∫『

　 大 麦 が 散 り,今 あ る地 上 の人 間 の 食 糧 とな った5)[MOROTE　 1958:8]。

　 民 話4　 山 の上 で会 った コ ン ドル が"以 前 に行 った 所"へ 行 くと知 った キ ッ ネは,

　 連 れ て行 く よ う頼 む 。"そ の 時不 作 法 を した か ら"と コ ン ドル は拒 絶 した が,結 局

　 承 知 す る。 唯 一 の獣 の 出現 は他 の 招 待 客 を 驚 か し,キ ツ ネ は宴席 で む さ ぼ り食 い,

　 酔 って寝 込 ん で しま う。 天 の木 に縛 った ロー プ を伝 って 降 りるキ ッネ は,途 中で 大

　 きい くち ば し,役 立 たず とイ ンコを 侮 辱 す る。墜 落 して 腹 が破 裂 し,空 腹 で な ま の

　 ま ま食 べ た トウモ ロ コ シ,小 麦,ジ ャガ イ モ が散 り,こ の最 初 の種 か ら作 物 が全 世

　 界 に 広 ま った[MOROTE　 l　958:8-9]。

　 民話5　 キ ツ ネ を宴 会 に 連 れ て行 くの はハ ゲ タカ で,キ ッ ネ は行 儀 良 くす る と約 束

4)オ ユ コ011coは ア ンデ ス高地 の根 茎 類 の一 つで,　Ullucu　tubercurosus　Lozano[SouKuP　 1970:

358]。

5)採 録 した民 俗 学 者 のMoroteは 後 出の 民 話9の ケ チ ュア語 テキ ス トを記 述 した あ と,他 の ヴ

ァー シ ョ ンの重 複 部分 を省略 して い る場合 が あ るの で,記 述 の 一部 に欠 け た と こ ろが あ る。
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　 した が,天 界 の もの を許 しな く食 べ る。天 界 か ら降 りる途 中 で イ ンコを 腹 す か しと

　 呼 ん で侮 辱 す る。 ネズ ミが キ ッ ネの 落下 を 知 って棘 の 毛 布 を 広 げ,そ の 上 に 落 ち た

　 キ ッネ の腹 が 破 裂 し,天 界 で食 べ た トウモ ロ コ シ,小 麦,ジ ャガ イ モが 散 り,そ れ

　 を 人 々が植 え た[MOROTE　 l　958:8]。'

　 Anibarroが 指摘 す る よ う に,か りに これ らの民 話 の 起 源 が ス ペ イ ンにあ るに して

も,そ の 構成 に は ア ンデ ス的特 徴 が あ り,か つ そ れ が話 の展 開 に きわ め て重 要 で あ る

こ とを,こ こで 指 摘 して お か ね ば な らな い 。主 人公 で あ る キ ッ ネ と コ ン ドル の 対 立 的

関 係 は,こ の話 の 大 事 な ポイ ン トで あ るが,そ の 原 因 は前 者 の 不 作 法 に あ り,ま た そ

の不 作 法 はキ ッ ネ の空 腹 あ るい は負 欲 に 由来 す る。 この場 合 に限 らず,ア ンデ ス民 話

の キ ッ ネ は しば しば空 腹 あ るい は貧 欲 な主 人 公 と して 登場 し,し か も獲 物 で あ る相 手

の 計 略 にか か って,所 期 の 目的 を果 せ ない 。 一 般 的 に い って,ア ンデ ス の民 話 で は,

キ ッ ネ は最 終 的 に は か らかわ れ た り騙 され る存 在 で あ って,自 分 の計 略 や企 て は失 敗

して しま う。 ア ンデ ス の農 民 に と って,キ ツ ネ は トウモ ロ コ シ畑 を荒 らし,家 畜 を 襲

う害 獣 で あ り,キ ッネ に 出会 うの は何 か に つ け て悪 い しる しだ と され る6)。

　 一 方 人 々 は コ ン ドル を尊 敬 の 態度 で扱 い,空 に飛 ん で い る の を見 か け る と,そ の方

向 に む けて コカ 入 れ袋 を振 った り,コ カ の葉 を 口で 吹 い て,一 種 の捧 げ物 とす る。 コ

ン ドル は 山の ス ピ リ ッ ト(ア ブapu,ア ウ キauquiな ど と呼 ば れ,非 常 に 重要 な神

格 で あ る)の 使 い,あ る い は そ の直 接 の体 現 者 と考 え られ て い る 。世 界 最 大 の猛 きん

で あ る コ ン ドル は,食 物 習性 の点 で は腐 肉 食 で,し た が って 生 きた動 物 を襲 うの はま

れ で あ る 。

　 民話5で は キ ツ ネを天 界 に連 れ て 行 くの がハ ゲ タ カ にな って い る が,腐 肉食 の 鳥 で

あ る こ とで は コ ン ドル と性 質 を 同 じ く して い る。Moroteの テ キ ス トで はbuitreと

な って お り,こ れ は腐 肉食 の 鳥一 般 を さす 。 筆 者 が ア プ リマ クApurimac県 で コ ン ド

ル ・ラチ7)に 関 して得 た資 料 で は,buitreはc6ndorと 殆 ど区 別 す る こと な く用 い ら

れ て い る 。 いず れ に して も,キ ッ ネ と対 立 関係 に お かれ る存 在 が 腐 肉 食性 の鳥 で あ る

の は明 らかで,肉 食 に 関 して は キ ツ ネ は生 肉 食 で あ る。

　 この腐 肉食 の コ ン ドル は良 い食 事 マ ナ ーの 代 表 で,人 々 が集 ま って 静 か に行儀 良 く

食 べ る有 様を,コ ン ドル の よ うに食 事 を す る とい い表 す こ とが あ る 。 ま た コ タバ ンバ

スCotabambas村(ア プ リマ ク県)で は,12月8日 の祭 りで,主 催 者 の提 供 す る骨 つ

6)キ ッネの否定的価値は人 々の日常的態度や民話 の内容に限 られ るもので,呪 術的局面で の価

値等はまた別の問題であ る。た とえばキッネの尾 の先を所有 してい ると幸運に恵 まれるという

考え は広 く認め られ る。

7)捕 獲 した コン ドルを牛の背 中に結 びつ けて行な う闘牛の一種[c£ 友枝　1978b:62-63]。
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きの 肉 料理 を きれ い に食 べ る こ とが要 求 され るが,そ の 行 為 は コ ン ドル の 口で 食 べ る

と形 容 され て い る[ANoNIMo　 1971:200,　 c£ 友 枝 　 1978b:66]。

　 ク ス コ県 チ ュ ンビ ビル カ スChumbivilcas地 方 で,カ ー ニバル の 頃行 なわ れ る家 畜

の増 殖 儀 礼 で も,コ ン ドル の食 事 行 為 が表 現 され て い る。 殺 した犠 牲 動 物 の 肉を 塩 な

しで 料 理 し,コ ン ドル の大 将 に な って い る 呪術 師 が 目 と舌 を 食 べ,残 りを コ ン ドル そ

の他 の食 肉鳥 に な って い る参 加 者 が食 べ る。 そ の あ と主 催 者 の義 理 の 息 子(DH)が,

骨 を 一 本 残 らず集 め,二 本 ず つ 揃 え て 数 え,最 後 に一 本 残 る と良 い しる しだ と され る。

骨 は儀 礼 を 行 な う場 所 の近 くに穴 を 掘 って埋 め る[ROEL　 1966:32]。 した が っ て,

民 話1の キ ッネ が 骨 を か じる不 作 法 は,空 腹 あ る い は食 欲 ゆ えの 過 剰 な行 為 で あ り,

コ ン ドル に対 す る一 種 の冒?と な る。

　 民話1は 唯 一一の 例 外 だ が,そ の他 の 話 の 中で は コ ン ドル は キ ツ ネを 背 中 に 乗 せ て い

る。 これ もコ ン ドル の 食物 習 性 と関連 が あ り,生 きた動 物 を め った に襲 わ な い とい う

コ ン ドル の爪 は,あ ま り発 達 して お らず,獲 物 を持 ち上 げ た りす るの に 適 して い な い。

ア プ リマ ク県 の 農 民 は コ ン ドル の足 は ニ ワ トリの よ うだ とい って い る。 コ ン ドル と キ

ツ ネに は空(鳥)/地(獣),腐 肉/生 肉の 対 比 が あ り,農 民 た ち はそ れ ぞ れ を尊 敬/

軽 蔑 の 態度 で扱 い,行 儀 の 良 さ/悪 さ の代 表 と して い る。

　 キ ツ ネの 墜落 は侮 辱 した 相 手 の イ ンコ に仕 返 し と して ロ ープ を切 られ るた め に生 じ

る。 イ ン コは民 話 の 中 に あ ま り登 場 して い な い の で,そ の性 格 が は っき り しな い が,

トウモ ロ コ シ畑 を荒 らす 害 鳥 と して人 に嫌 わ れ て い る8)。 この鳥 は群 れ にな って 集 中

的 に畑 を 襲 う こ とが あ り,ア ヤク チ ョ県 の一 部 で は こ う しだ こ と が お き る と,農 民

た ち は畑 の 所有 者 に不 幸 があ る前 兆 だ と い う(Pascual　 Castroア ヤ クチ ョ大 学人 類

学 専 攻 生 に よ る教 示1978)。 イ ン コ に与 え られ た こ う した 否定 的 価 値 は む し ろ キ ツ

ネ と の共 通 点 で あ る 。Moroteに よれ ば イ ンコ は民 話 の 中 で はお し ゃべ り,噂 好 き と

して登 場 す る よ うで[MOROTE　 1958:30],キ ッ ネ も好 奇 心 の 強 い存 在 で あ って,こ

の民 話 的 性 質 の 面 で も一 致 して い る。

　 ま た イ ンコ に対 す る"汚 れ た 尻"と い うキ ッ ネ の侮 辱 は,大 食 を い い表 して い る と

解 され(cf.　 P.284),大 き な くちば しに対 す る侮 辱 は キ ツ ネ の大 口に 通 じる。 コ ン ド

ル と違 って,む しろイ ン コ とキ ツ ネ は性質 を 同 じ く し,天/地 で 両 者 の対 比 が され て

い る ので あ ろ う。 ペ ル ー領 中部 の ワ ロチ リHuarochiri地 方 で採 られ たi6世 紀 末 の

古 い 神話 の記 録 に も,コ ン ドル,キ ッ ネ,イ ン コの対 照 的 扱 い が見 られ るの は興 味深

8)中 央 ア ンデ スに は少 くと も三 種 の イ ン コが棲 息 す る よ うで,Bo1borhynchus a.aurifrons(Psilo-

pisiagon a. aurifrons),　Bolborhynchus andicolus(B.・orbygnesius),　 Aratinga　zvagteri　frontata[KOEPCKE

1970:74]。 高 地 で 普 通 に見 か け るの は二 番 目の もの ら し く,小 形 で 尾 が短 い。
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い9)。 栽培 植 物 の 起 源 を 扱 った キ ツネ民 話 は,ペ ル ー南 部 の プ ノPuno県 に もあ り,

この話 で は キ ッ ネ の大 食 が別 の 形 で 強 調 され,民 話1-5に はな い星 の女 の エ ピソ ー

ドが加 わ って い る。

　民 話6　 キ ッネ の 頼 み を 聞 き入 れ,コ ン ドル が天 界 の祭 に連 れ て 行 く。 た らふ く食

　べ た あ と も帰 りた が らな い キ ツ ネ を残 して,コ ン ドル は行 って しま う。 キ ツ ネ はそ

　 の あ と星 の 女 に会 い,家 に泊 めて も らう。 次 の 日女 が一 粒 の カ ニ ャ ワを煮 る よ うい

　 い つ け る と,大 食 の キ ッネ は勝 手 に十 粒 を 料 理 す る 。煮 え た カ ニ ャ ワは 量 が増 えて

　 ふ き こぼれ,キ ツ ネ は食 べ き れず,家 の 中 に あふ れ る。 そ れ を見 た星 の女 は大 喰 い

　trag6nと 非 難 す る。 悲 観 した キ ッネ はu・・一プを 編 ん で 腰 に巻 き,星 の 女 に手 伝 っ

　 て も らい,下 界 へ 降 りるが,途 中 で イ ンコを 見 か け,ジ ャガ イ モの 舌,チ ュー ニ ョ

　 の 舌,お 前 を 殺 す と侮 辱 した の で,仕 返 しに ロー プを 切 られ る。 ふ とん を 広 げ て く

　 れ とキ ッネ は助 け を求 め るが,誰 もそ れ を 聞 かず,岩 の 上 に墜 落 し,腹 が 破 裂 して

　 沢 山 の カ ニ ャ ワが散 り,人 々 はそ れ を 植 え た[RAMIREz　 1955:235r236]。

　 厳 密 にい え ば この話 は果 して プ ノ県 で採 られ た か ど うか は っ き り しな い し,民 俗 学

者 の記 録 で もな い 。 しか し,民 話1の パ パ チ ウ チ と同 じに,キ ッ ネの 助 力者 で もあ る

星 の女 の エ ピ ソー ドは,次 の ヴ ァー シ ョンを 導 く上 で重 要 な意 味 を有 して い る。 これ

は星 の女 を 妻 に した 男 の 話 で,"天 界 へ昇 った若 者"と 題 され て い る 。Liraに よ って

ケ チ ュ ア語 で 採 録 され,彼 とArguedasの 共 訳 に よ って,1949年 にス ペ イ ン語 で発 表

され て い る。 採 録 地 は ク ス コ県 の マ ラ ンガ ニMarangani地 方 で あ る。

　 民話7　 夫 婦 者 が 一 人 息 子 に 畑 の不 寝 番 を い いつ けた が,若 者 は 明 け方 に眠 って し

　 ま い,ジ ャガ イ モを 盗 まれ る。次 の 日 もほん の ち ょ っ と眠 ったす き に盗 まれ,三 日

　 目の番 を して い る と,多 勢 の美 しい女 が ジ ャガ イモ を掘 る の を見 る。 自分 の妻 に と

　 望 ん で一 人 を 捕 えた が,他 の女 は天 へ 昇 って しま う。両 親 に秘 密 で二 人 の生 活 を始

　 め,そ の あ と女 の反 対 を 押 し切 って,若 者 は両 親 の 家 へ 連 れ帰 り,一 緒 に生 活す る

　 が,そ れ で も家 の外 へ 出 さず 他 の人 に は秘 密 に して お く。二 人 の間 に生 れ た子 供 が

　 死 ん だ あ と,男 の留 守 中 に女 は天 界 へ戻 って しま う。 妻 を 探 しま わ る若 者 か ら事 情

　 を 聞 い た コ ン ドル は 同情 して,二 匹 の リャマを 提 供 す る こ とを条 件 に,若 者 を天 界

9)ク ニ ラヤCun五rayaの 神 は自分 が生 ませた娘 を連れて逃げ る女神 のカ ビヤカCavillacaを 追

い,途 中で 出会 う動物に女 の居場所を訊ね,近 くにいると答えたコン ドルには長命 と死んだ獣

肉を食 うことを認め,プ ーマには敬愛 され悪人 の飼 うリャマを食 う権利 と大祭で踊 り手の頭に

飾 られ る名誉 を与え,タ カを幸運の鳥 とし,他 の鳥を食 う権利 と頭飾 りの名誉を与える。一方

遠 くて追いつ けないと答えた スカ ンクには日中の出歩 きを禁 じ,臭 気を放 って嫌われるとし,

キッネには憎 しみを抱 く人 間に追われ,殺 され皮 をふみつ けにされ ると し,イ ンコには騒が し

い叫び声で人 に気付かれおどか され畑か ら追われる鳥 とする[AVILA　 l966;25-27]。
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　へ連れて行 く。一匹の リャマを食べてしまってか ら,コ ンドルは若者を乗せて飛び

　立ち,途 中で肉を要求するたびに,若 者はもう一匹の リャマの肉を切 って与え,そ

　れがな くなると,落 とされるのを恐れて,自 分の尻の肉を切 り与える10)。一年がか

　 りで旅をして天界の海へ着き,そ こで水浴してコンドルも男も若返る。コンドルは

　女に会う方法を教え,男 は祭で教会へ集まった女たちのうち,一 番後にいるのを捕

　える　(星の女は見た目にどれ も同じで見分けがつかない)。 女は若者を家に案内し,

　腹をすか し寒がっている男に,キ ヌアを少量渡 して,料 理をいいつける。空腹の男

　が勝手に量を増やして煮ると,出 来上ったキヌアは量が増えて家の中にあふれてし

　まう。それを見た女は男の勝手な行為を叱責し,両 親にも会わせず,一 年後には若

　者から遠ざかり,姿 を見せなくなる。悲 しんでいる男に会 ったコンドルは,二 匹の

　 リャマの提供を条件に,男 を地上に連れ帰ることを承知する。途中の海で再び若返

　 り,天 界か ら無事に両親のもとへ帰 った男は,す でに年老いた二人と一緒に,悲 し

　みのままに再婚することもなく生涯を過 した 〔ARGuEDAs　 1949:105-114,　 LIRA

　 l965:127--14011),　 repr・LARA　 　1973:311-320]。

　天界 と地上界の上下移動を軸に展開する民話6と7は,そ の構成が全 く同じである。

両者間に生 じる変化は,民 話の構成要素間の関係のあり方あるいは機能に関 したもの

である。まず民話6は 天/地 において地上界を栽培植物(カ ニャワ)前 としているの

に対し,民 話7は 栽培植物後を扱 っている(夫 婦は特別立派なジャガイモ畑を所有 し

ていたとある)。 栽培植物起源では,コ ンドルはキツネと対立的関係丑ζおかれるが,

若者に一は友好的であり助力者である。

　結果的に主人公のキツネは墜落死するが,若 者 は無事地上に生還する。つまり,民

話7は 栽培植物起源のキツネ民話の構成を踏襲 しながら,あ たかも時代を起源後に移

行させてしまったようで,栽 培植物起源のテーマに変えて,若 返り(永 生き)を 扱っ

ている。ただし,現 実に存在する栽培植物を起源論的に説明するのと違 って,現 実に

存在しない若返 りはエピソード的に扱われている。コンドルが永生きであるとか若返

りの秘密を知っているという考え方は,ア ンデスの農民の間に広 く認められる12)。

10)つ まり若者 の尻の肉はコン ドル の食 う死肉の一部である。 《腐肉化す る主入公》 はアマゾン

　 の火の起源神話の中に もあり,こ の一致は興味深い。
11)Liraの 採録 したケチ ュア語民話のい くつかが,　Arguedasと の共訳で1949に 発表され,後 に

　 ケチュア語 のテキス トと一緒 に学 術研究誌のFolklore　Americanoに 発表 された。
12)コ ン ドル は老 いることもない し自然 に死ぬこともない。 自分の老 いを知 り,く ちば しが摩粍

　 し,脚 にふ るえをおぽえ,羽 毛の輝 きを失い,目 がおとろえると,サ ルカ ンタイ山の近 くのワ

　 イナコチ ャ湖 に行 って,水 浴を して若返 る。 コン ドルが自分の命を絶つ ときは,高 い所 か ら落

　 下 して自殺する[PAcHEco　 1967:185-186]。
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　上述の同一構成の二つの民話間に生 じたメッセージの変形(栽 培植物起源→若返 り)

と全く同じ現象が,熱 帯低地アマゾンの神話にも指摘できることは,注 目を要する。

中央アンデスに接するペルー領東部熱帯低地(い わゆるモンターニャmontafia地 帯)

の,マ チゲ ンガMachiguenga族 とピーロPiro族 の神話間に生じているのがそれで,

両部族はともにアラワク語系で,隣 接 し合 った地域に居住 している。

　マチゲンガ族の栽培植物の起源神話の要約はほぼ次の通りである:昔 人間が土だけ

を食べていた時代,天 界か ら人間の姿で降 りて来た月が,あ る娘 と結婚 し,人 間界に

マニオックや他の栽培植物 と料理の仕方を教える。その後出産が原因で女が死に(以

前に生れた子供たちが太陽や星 になる),娘 を死なせたと怒る義母は月に女の死体を

食べるように強い,月 はやむなく実行する。天界へ戻った月はそれ以来食人者となっ

て,人 間が死ぬと,そ の魂を捕え,料 理 して食べる[PEREIRA　 I942:240-244]。

　一方永遠の生命を扱うピーロ族の神話の要約は次の通りである:突 然死んで しまっ

たピーロの若者が,月 とともに天界からやって来て,生 前の婚約者 との結婚の祭が催

される。月はその席で天界か ら持参した若返 りのマサ トmasato酒(マ ニオックの発

酵酒)を 提供するが,見 かけが異様だったので人々に拒絶される。夜明けに月と若者

は天界に戻 ってしまい,一 年後に若者が妻 と母親(テ キス トから月の酒を飲んだと判

断できる)を 天界に連れ去り,そ こからは誰 も戻 って来ない[ALvAREz　 l960:76-

79]。

　 ピーロ族は何故人間は若返りを手に入れそこなったかという観点でテーマを扱 うが,

それは栽培植物以後の出来事である(神 話に畑や人間の作る マサ ト酒がでて くる)。

また民話7の 主人公と同じに,月 のマサ トを飲んだ娘と母親は永遠の生命を得て,別

の世界に住んでいるから,獲 得した若返りがやはりエピソー ド的にも扱われているこ

とになる。

　 マチゲンガ族の栽培植物起源のテーマは,ピ ーロ神話の若返 りのテーマに移行する

が,両 神話の基本構成は同じである。また,天/地 の上下軸を移動するコスモロジカ

ルな神話構成は,民 話6-7に も共通する。 すなわち,ア ンデス高地農民の栽培植物

起源の民話と,熱 帯低地モンターニャのマチゲンガ族の栽培植物起源の神話は,話 の

基本形式が同じである。それだけにとどまらず,そ の変形として若返りのテーマを有

する話を,そ れぞれが導いている点まで,一 つのセットになって一致 している13)。

　 目下のところ,数 多いキッネ民話の中で,栽 培植物の起源を扱ったのは,上 記の六

13)Pereira,　 Alvarez採 録 に よ る神 話 の詳 しい内 容,お よ び それ を含 む モ ン ター ニ ャ諸 族 の神 話

　 の 分析 結 果 につ い て は友 枝[1976:159-184]参 照 。
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例 に限 られ る。 以 下 にあ げ る の は,テ ー マが 無 数 の キ ツ ネの 発生 に変 形 して い る ヴ ァ

ー シ ョンで,そ の一 つ は言 語 学 者 のFar飴nに よ りク ス コ地 方 で ケ チ ュア語 で 採 録 さ

れ,厳 密 に ス ペ イ ン語 と英 語 に訳 さ れ て い る。

　 民話8　 キ ッネ が コ ン ドル に会 い,天 界 の 祭 に連 れ て行 くよ う頼 み,コ ン ドル は背

　 中 に乗 せ て 運 ぶ 。 小人 た ち14》が祭 を 催 して い て,主 催者 は 肉入 りの ス ー プを ひ っ

　 き りな しに提 供 す る。 祭 が 済 ん で コ ン ドル が帰 りを 誘 って も,も っ と食 べ た い キ ッ

　 ネ は拒 絶 し,主 催 者 もい な くな って一 入 取 り残 され る。 そ の あ と キ ツ ネ は星 の 女 に

　 会 い宿 泊 を許 され る。 あ る 日星 の女 に一 粒 の カ ニ ャワ を料 理 す る よ うい いつ か った

　 キ ッネ は,量 が 少 な い と思 った ので,勝 手 に十 粒 を取 り出 して 料 理 す る。煮 えた カ

　 ニ ャ ワは あふ れ だ し,キ ッ ネ が い く ら食 べ て も減 らず,そ れ を 見 た星 の女 は,自 分

　 た ちの カ ニ ャ ワを食 い つ ぶ す大 食 とい って,キ ッネ を非 難 す る。 悲 観 した キ ッ ネ は

　 ロ ープ を 編 み,女 に手 伝 って も らい,そ れ を伝 って 降 りる が,途 中で 見 か け た イ ン

　 コを い わ れ な しに,ジ ャガ イモ の舌,チ ュ ー ニ ョの舌,お 前 を殺 す と侮 辱 し,イ ン

　 コ に ロ ー プを 切 られ る。 墜 落 す るキ ッネ は 助 け を求 めた が,誰 も聞 かず,地 面 に衝

　 突 して破 裂 し,そ の 腹 か ら何 千 何 百 とい う キ ツネ が生 れ た[FARFAN　 1943:119-

　 122]。

　 Farfan採 録 の 話 は星 の 女 の エ ピ ソー ドを 含 み,プ ノ県 の 民 話6と 全 く同 じで,結 末

の 起 源 物 が植 物 の カ ニ ャ ワか ら無 数 の キ ツネ に変 わ って い る。 大 食 の キ ツネ が食 べ た

神 秘 的 カニ ャ ワが地 上 に散 って,現 実 の カ ニ ャ ワに な る か,現 実 の害 獣 の起 源 と な る 一

一かで
,一粒 の 小 さ い穀 物 の力 三 ヤ ワや キ ヌ ア は,し ば しば無 数 性 の シ ンボル と して,増

i殖儀 礼 で も用 い られ て い る[友 枝 　 1978a:36-37]。 無 数 の キ ツネ の発 生 はMorote

も同 じ クス コ地 方 で 採 録 して い る。

　 民話9　 コ ン ドル が キ ッ ネを 背 中 に乗せ て 一 緒 に天 界 の ミサ を 聞 き に行 く。 キ ッ ネ

　 が 悪 さ を したの で,コ ン ドル に 置 き去 りに され る。 キ ッ ネ は ロー プ を 自分 で 編 み,

　 そ れ を伝 って降 りる途 中 で,通 りか か った イ ン コを鼻 曲 りと侮 辱 し,ロ ー プ を切 る

　 な と警 告 して 噛 み切 られ て しま う。墜 落 す るキ ッ ネは毛 布 を 広 げ て くれ と助 け を求

　 めた が,ネ ズ ミが 尖 った石 ころ を 置 い たの で,衝 突 して くだ け,七 つ の 谷 に散 った

　 破 片 か ら沢 山 の キ ツネ が増 え た[MOROTE　 1958:6-7]。

　 Moroteは この 話 を ケ チ ュ ア語 で 記 録 し,十 一 の モ チー フに分 けた 上 で,他 の ヴ ァ

ー シ ョ ン との比 較 を 行 って い る。 民 話8の 場 合 は天 界 の カニ ャ ワの粒 が無 数 の キ ツネ

14)ケ チ ュア語テキス トでrunachakunaと あ り,　runa　=人 間,　cha一 縮小辞,　kuna・=複数で

　 Farfanの 訳 はenanitos(小 人た ち)。
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を 生 ん で い るよ うだ が,天 界 で 食 事 を して い な い この 話 で は,キ ッ ネ の破 片 が キツ ネ

にな って い る。 キ ッネ の天 界 へ の 旅 は ミサ を 聞 きに行 くた め で,食 物 の動 機 はな い が,

そ の 不 作 法 な 振 舞iいは依 然 と して 同 じで あ る。

　 民 話10　 コ ン ドル が キ ッ ネを 天 界 に連 れ て行 く。 コ ン ドル は天 界 で は"紳 士caba-

11ero"に な って,白 い え り巻 き を し黒 服 を着 て い る。 キ ツネ は た らふ く食 べ,料 理

　 場 へ 入 って 肉 を 盗 み,テ ー ブル の 下 に も ぐって骨 を 探 し,天 界 の犬 と争 い,テ ー ブ

　 ル を ひ っ くり返 し,コ ン ドル の え り巻 きを ワイ ンで 汚 して しま う。酔 って地 上 へ 帰

　 る のを 拒 絶 し,コ ン ドル を嚇 かす 。 置 き去 り に され て か ら,三 カ月 か け て ロー プを

　 編 み,地 上 へ と ど くか ど うか を先 端 に取 りつ け た空 缶 の 音 で 確 か め て,ロ ー プを 伝

　 って 降 り,途 中 で イ ンコ を侮 辱 して,最 後 に ロー プを 切 られ る。 は じめ は 早 く降 り

　 て い る と感 違 い す るが,途 中 で気 付 いて 毛 布,わ ら,ふ とん を 広 げ て くれ と助 けを

　 求 め,そ れ を 聞 い た ネ ズ ミが 固 い棘 を 置 いた の で,そ の上 に衝 突 し,破 片 が大 きい

　 の や小 さい の や,雄 や雌 や の沢 山 の キ ツ ネに な った[MOROTE　 l958:9]。

　 民 話11天 界 で 宴 会 が あ り,キ ツ ネ は不 作 法 に振舞 い,宴 会 の テー ブ ル を ひ っ く り

　 返 し,小 さ い コ ン ドル と肉 片 を 争 う。見 捨 て られ て か ら,誰 かの 助 けを か りて ロー

　 プ を編 み,そ の ロ　一一プ が イ ン コに切 られ た[MOROTE　 l958:8]。

Moroteが 記 述 を 省 略 して い る の で,こ の 話 の 細部 は不 明 だ が,モ チ ー フの 比較 を

した 表[MOROTE　 l　958:18]か ら判 断 して,少 くと も無 数 の キ ツ ネの 発 生 だ とい う

こ と はわ か る 。民 話1-6の 栽 培 植 物 起 源 を 扱 うグル ー プ と民 話8-11の グル ー プ を比

較 して み る と,起 源 物 以 外 に は,そ の構 成,内 容 に明 らか な違 い と い った もの は認 め

られ な い 。民 話8は 天 界 の カ ニ ャ ワが キ ッ ネ に変 じて い る か ら,栽 培 植 物 起 源 とキ ツ

ネ起 源 の 中 間 に位 置 して い る とい え る。

　 民 話10は コ ン ドル を紳 士 と表 現 して お り,不 作 法 な キ ツネ に対 置 さ れ る コ ン ドル の

行 儀 の 良 さが,民 話 の表 現 内 容 か ら直 接 に確 認 で き るで あ ろ う。 キ ッ ネ の発 生 に関 し

て,民 話8は カ ニ ャ ワか ら生 れ た 無 数 の キ ツネ,民 話9は 七 つ の谷 に分 け られ た 無 数

の キ ッ ネ,民 話10は 大 小,雌 雄 に分 け られ た無 数 の キ ッ ネで,同 じ く無 数 のキ ッネ で

あ って も,分 類 の 仕方 が 異 な って い る。Moroteが 集 めた クス コの ヴ ァー シ ョンの う

ち,結 末 につ い て 数 の上 で 一 番 多 い の は,単 に キ ツ ネの 死 に終 る もの で,他 地 域 の話

を含 め る と この 数 は も っ と多 くな る。 資 料 の 上 か らは,何 らか の起 源 を扱 うヴ ァー シ

ョ ンは 中央 ア ンデ ス南 部 に 限 られ る。

　 民 話12　 キ ッ ネが コ ン ドル に招 待 され て 天 界 へ行 き,コ ン ドル は立 派 な紳 士 に姿 を

　 変 え る。 動 物 の キ ツ ネは テ ー ブル につ けず,調 理 場 を駈 け まわ り,骨 か じ りを し,
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棒 で 叩 かれ て 逃 げ て い る間 に,コ ン ドル に取 り残 され る 。 キ ツ ネ は イ ン コに 出 口 を

　 訊 ね,イ ン コは ロ ープ を 編 む こ とを教 え,下 界 へ 降 りる キ ツ ネ の ロ ープ を支 え て 助

　 け る。途 中 イ ンコ に会 った キ ツネ は鼻 曲 りと侮 辱 し,ロ ー プ を切 られ て 墜落 す る。

　 助 けを求 め られた 精 霊 はキ ッネ の い う通 り羽 根 を 広 げ た が,キ ッ ネ は別 の 方 角 に落

　 ちた[MoRoTE　 1958:10ユ 。

　 行 儀 の 良 い 紳 士 の コン ドル に 対 す る動物 の キ ッ ネ の食 物 を め ぐる不 作 法 が 顕 著 で あ

る が,結 末 はキ ッネ の死 だ けで あ る。 民 話1-6か ら判 断 して,こ の キ ツ ネ は栽 培 植

物 を もた らす 条件 を 充分 に備 え て い る。精 霊 の 助 け は これ まで にな い新 しい 要 素 だ が,

カ ト リック要素 は以 下 の い くつ か に も見 られ る し,す で に民 話9の キ ッネの 動 機 は天

界 の ミサ を 聞 きに行 くこ とで あ った 。

　 民話13　 コ ン ドル は天界 で悪 さをせ ぬ よ う忠 告 して お い た が,酔 った キ ツネ は約 束

　 を 守 らず,怒 った コ ン ドル は眠 って い る キ ツ ネ を 置 き去 りにす る。 イ ン コ に会 っ

　 て 侮辱 す る。 墜落 しなが らわ らを 広 げ て くれ と叫 ぶ が,地 面 に衝 突 して 破裂 し た

　 [MOROTE　 1958:10]。

　 民話14　 ハ トの結 婚 式 が 天 界 で あ り,他 の鳥 た ちが 祭 を し,そ れ を 知 った 蛙 が ひ そ

　 か に 自分 の 体 を コ ン ドル の脚 に縛 りつ け,天 界 へ 行 く。 ワイ ンを沢 山飲 ん で 酔 って

　 寝 て しま い,取 り残 され た蛙 は チ フ ワchijwaの 繊 維 でu一 プ を編 み,一 端 を 木 に

　 結 ん で 伝 って 降 りて来 るが,途 中 で イ ン コを トウ モ ロ コ シ泥棒 との の し り,ロ ー プ

　 を切 られ て 墜 落 した[MoRoTE　 1958:10]。

　 チ フ ワ とい う植 物 が何 で あ る か は っき り しな い が,テ ィ テ ィ カカ 湖 周 辺 の ア イ マ ラ

語 農 民 が チ ジ ワchilliwaと 呼 ん で い る植 物 と同 じか も知れ ない 。 これ は高 原 に生 育

す る禾 本 科 の茎 の 細 い 草 で,丈 が30セ ンチ位 あ り,ト トラ舟 を 作 る と きな どの丈 夫 な

ロー プを 編 む の に利 用 して い る(山 本 紀夫 　国 立 民族 学 博 物 館 助 手 に よ る教 示1979)。

民 話14の 主 人 公 は キ ツ ネで は な く,カ エ ルで,目 下 の と ころ 中央 ア ンデ スの キ ツ ネ 民

話 の 唯一 の例 外 で あ る。話 の構 成 に は殆 ど変 化 が ない とい え る が,先 に指 摘 した コ ン

ドル とキ ツネ の対 立 性 につ い て は,民 話14に は そ の要 素 が な い。 カ エル は コ ン ドル に

そ れ と知 られ ず に天 界へ 自分 を運 ばせ て い る。

　 民 話15　 キ ッ ネ と コ ン ドル が い て,キ ッ ネ が ワ シ6guilaに 召 使 い と して で もい い

　 か ら天界 へ 連 れ て行 くよ う頼 み,コ ン ドル の 脚 に つ か ま って行 く。他 の鳥 た ち は キ

　 ツネ が ひ なを 喰 わ な い よ うに,キ ッ ネの ロを 縫 い つ け る よ う にい うが,キ ツ ネ は忠

　 告 を忘 れて ワ シの ひな を 喰 って しま う。 ワ シ はキ ッネを 喰 う こ とに す る[MOROTE

　 1958:8]。
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　 採 録 者 が 指摘 す る よ うに,こ の話 の 中で は コ ン ドル と ワ シが 混 同 して 使 わ れ て い る。

先 に コ ン ドル が ハ ゲ タ カ に変 わ って い る話(民 話5)を あ げ た が,そ れ と違 って,民

話15で は栽 培 植物 起 源 へ の言 及 はお ろか,話 の構 成 自体 が くず れ て お り,Moroteが

十 一 に分 けた モ チ ー フ の う ち四 つ しか含 ん で い な い。 コ ン ドル と ワ シの食 物 習 性 の違

い を 無 視 した 混 同 は,民 話 の構 成 自体 を弱 化 して い る。 カエ ル が 主人 公 に な った場 合

と あわ せ て 考 慮 され る べ き点 で あ ろ う。

　 民話16　 コ ン ドル がハ ゲ タ カ との 争 い に勝 ち,コ ン ドル の 友 人 が天 界 で祝 宴 を 開 く。

　 コ ン ドル に連 れ て行 って も らった キ ッネ は,行 儀 良 くす る と約 束 した に も かか わ ら

　 ず,不 作 法 に 振舞 い,そ れ を 恥 じた コ ン ドル は キ ッ ネを 置 き去 りにす る。 ロ ープ を

　 切 断 す るの は イ ン コで,コ ン ドル が キ ッネ の死 体 を 川 に投 げ 捨 て,そ れ が割 れ た ガ

　 ラス びん の 上 に落 ちた の で,死 体 が 切 れ ぎれ に な った[MOROTE　 1958:8]。

　 民 話12以 後 こ こで扱 って い る キ ツ ネ民話 の結 末 は,主 人 公 の 単 な る 墜 落死 で,民 話

16も そ の一 つ で あ る。 た だ単 な る墜 落 死 と若 干 違 って い るの は,死 体 の再 処 理(コ ン

ドル が死 体 を 川 に投 げ 捨 て る)の 結 果 と して,キ ツネ の死 体 が 破 片 化 して い る。 死 体

の破 片 化 の特 別 な強 調 は,地 上 界 で わ ざ と仕 掛 け た 固 い物 や 尖 った 物 の 上 に落 下 す る

とい う点 に も見 られ る(民 話2-3,5,9-10)。 また全 体 的 に い って,表 現 内容 と し

て主 人 公 の衝 突 と破 裂 が 強 調 さ れ る傾 向 に あ り,た とえ ば柔 らか い 物 の 上 に落 ち るの

を 期 待す る が実 現 しな い 。 あ るい は破 裂reventar,こ な ご な に な るdespedazarと い

った表 現 が用 い られ て い る。栽 培植 物 がそ う した 過程 と して 発 生 す る とい う こ とは,

注 目 して お かね ば な らな い 。民 話16の 死 体再 処理 と破 片 化 は単 純 死 を 扱 う話 と無 数 の

キ ッ ネの発 生 を 扱 う話(民 話8-11)の 中 間 に位 置 して い る。

　 民話17　 コ ン ドル が キ ツ ネを天 上 の祭 に招 待 し,キ ツ ネは角 笛 と太 鼓 を 持 って,コ

　 ン ドル の 背 に また が って 行 く。 コ ン ドル は宴 席 に着 くが,キ ツ ネ のた めの 席 は な く,

　 テ ーブ ル の下 に這 い込 ん で 不 作 法 を働 き,怒 った コ ン ドル に 置 き去 りに され ジ編 ん

　 だ ロ ープ を伝 って 降 りる途 中 で イ ン コを侮 辱 し,地 面 に落下 し破 裂 した[MOROTE

　 l958:8-9]。

　 こ の話 にあ る楽 士 と して の キ ッネ の 参加 は,他 の地 域 の民 話 に もあ り,次 の は リマ

Lima県 ヤ ウ ヨYauyo地 方 の もので あ る。

　 民 話18数 羽 の コ ン ドル が 種 々の楽 器 の演 奏 者 と して祭 に行 く と知 った キ ツネ は,

　 一 番 後 ろの コ ン ドル に,リ ャ マ肉 の提 供 を 申 し出て 連 れ て行 って も ら う。 宴 会,踊

　 りの祭 が 一週 間続 き,帰 りた が らな い キ ツ ネ を無 理 や り乗 せ て,コ ン ドル は地上 へ

　 帰 る。 酔 った キ ツネ は コ ン ドル が 旋 回 した と き に振 り落 され,大 声 で 助 けを 求 めて
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　 も聞 か れ ず,岩 の上 に落 ちて くだ け散 った[VARILLAs　 1965:52--54]。

　 キ ツ ネの 単純 な 破裂 死 に終 って い る この話 の 中で は,コ ン ドル とキ ッ ネ の対 立 関 係

が弱 め られ て い る。 この点 で はむ し ろ両 者 の 関係 は民 話7の コ ン・ドル と若 者 の 関係 に

近 く,要 素 的 に も リャマ 肉の 提 供 は共 通 して い る。 キ ッ ネ は コ ン ドル の背 に乗 って 生

還 しか け,酔 って い たた め に振 り落 とさ れ る。 民 話 はキ ツ ネの死 を意 図 さ れ た もの と

して 扱 わ ず,ロ ー プ切 断 の モ チ ー フを欠 い て い る。 コ ン ドル は 笛 の演 奏 者 で あ るが,

実 際 に も コ ン ドル の骨 で 作 った 笛 が ア ンデ ス の一 部 で は使 用 され て お り,特 別 な楽 器

と して 扱 わ れ る 。 た だ し現 実 の コ ン ドル は 鳴 き袋 がな い の で,鳴 鳥で は な い。 トウモ

ロ コ シ畑 で や か ま し くさえ ず って 作物 を荒 らす イ ンコ と,人 里 離 れ た高 原 で 腐 肉を 静

か に喰 う コ ン ドル を,ア ンデ スの 農 民 は対 照 的 に見 て い る よ うで あ る。 キ ツ ネの 墜 落

死 に終 る話 は他 に も数 多 く採 録 され て い る。

　 民 話19天 上 の栄 光 につ い て 知 りた が る キ ッネ を コ ン ドル が連 れ て行 くが,天 界 に

　 残 して 帰 って しま う。 ロ ープ を 編 んで,伝 って降 り る途 中 で コ ン ドル に会 い,ロ

　 ー プを 切 らぬ よ う警 告 し,口 だ しに 怒 った コ ン ドル に切 られ,ベ ッ ド の上 に落 ち

　 る よ う に と叫 び な が ら墜 落 し,鼻 の 先 か ら突 っ込 ん で,脳 と腹 が 破 裂 して 死 ん だ

　 [MOROTE　 1958:7]。

　 これ は ア ヤ ク チ ョ県 の ヴ ァー シ ョ ン で あ るが,同 じ地 方 でBustamanteも 採 録 し

て お り,キ ツネ の天 上 へ の旅 の 動 機 は や は りカ トリ ック的 で あ る 。

　 民話20天 界 で 日曜 の ミサ が あ り,地 上 で 食 事 を と もに して 友達 に な った キツ ネが,

　 肉の 提 供 を 条 件 に コ ンードル に連 れて一行 って も ら う。 ミサ の あ とキ ツ ネ は 自分 が サ ン

　 ・ペ ドロか ら昼 食 に招 待 され た とい い,空 腹 に な った コ ン ドル は辛 抱 しきれ ず に帰

　 って しま う。残 さ れ た キ ツ ネ はサ ン ・ペ ドロが 提 供 した ロー プ を伝 って 降 りる途 中

　 で イ ン コを 侮辱 し,ロ ー プを 切 られ て,地 上 へ み じめ に も衝 突 した[BUSTAMANTE

　 1943:　 171]。

　 栽 培 植 物 起 源 を 扱 う話 で は キ ッネ の大 食 も し くは空 腹 が 強 調 され るが,こ の 話 で は

空 腹 な状 態 にあ る の は む しろ コ ン ドル で あ る(サ ン ・ペ ドロの食 事 が本 当か ど うか は

は っ き り しな い)。 こ う した 部分 の変 換 が 生 じ る と,民 話 の起 源 神話 的性 格 が 失 な わ

れ て しま う よ うで あ る。 次 の プ ノ県 の民 話 も主 人 公 の 墜 落死 に終 る ものだ が,こ こで

は民 話1と 反 対 に,キ ツ ネ は骨 を か じる こ とで 満 足 す るよ う要 求 さ れて い る。

　 民 話21地 上生 活 に飽 きた キ ツ ネが,し もべ と して 仕 え る か らと い って コ ン ドル に

　 天 界 へ 連 れ て 行 くよ う頼 む 。 コ ン ドル は キ ツ ネ に骨 や パ ン くず や 肉 の残 りで 満足 す

　 る よ う条 件 を だ し,宴 席 で 約 束 を 守 らされ て い る キ ツネ は不 満 で,地 上 の 生 活 を な
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　 つ か しむ15)。 キ ッ ネの 悪 さに 怒 った コ ン ドル に置 き去 りに さ れ,自 分 で編 ん だ ロ ー

　 プ を伝 い,神 に 愛 され る子 よ敷 布 を広 げ よ と叫 ん で 降 り,途 中 で お前 だ け が飛 べ る

　 と思 って い るの か とイ ンコ を侮 辱 し,ロ ープ を切 られ,ア ンデ ス に衝 突 して死 ん で

　 しま った[B肌TRAN　 l　94・1:120-121]。

　 話 の 中 に・カ トリ ック要素 が あ る例 はす で にい くつ か あ った(民 話9,12,19-20)。

この話 で は その 要 素 はキ ッ ネ の叫 び の 中 にあ り,次 の ボ リビアの 例 や 民 話29(後 出)

と同 じで あ る。 い ず れ に して もカ ト リック要素 を 含 む民 話 は栽 培 植 物 の 起源 を テ ー マ

と して い な い。

　 民 話22　 コ ン ドル が美 しい娘 の参 加 す る天 界 の祭 が あ る と教 え,キ ツネ は連 れて 行

　 って も ら うが,帰 りた が らな い キ ツ ネを残 して コ ン ドル は去 る。地 上 へ と ど く長 さ

　 を は か りなが ら16)編 ん だ ロー プ を 伝 って 降 りる途 中,お しゃべ りに夢 中 の イ ンコ に

　 無 視 され た キ ツ ネは,侮 辱 を感 じ,く ちば しに つ いて の の しる。 ロー プ を イ ンコ に

　 切 られ,落 下 す るキ ツネ は農 夫 を見 て,毛 布 を 広 げ よ,キ リス トの 降 臨 だ と叫 ぶ が,

　 キ ツネ と知 った 人 々に無 視 さ れ,岩 に衝 突 して破 裂 して しま った[PAREDES　 1973:

　 60-61]。

　 この話 で はキ ッネ の動 機 は食 物 よ りもむ し ろ美 しい娘 に あ るま うで,キ ツネ の大 食

と好 色 は無 関 係 で は な い。 ア ンデ ス のキ ッ ネ民話 に は,キ ッ ネが 好 色 の ゆ え に捕 え た

獲 物 に騙 され 取 り逃 が す話 が あ る 。 ペル ー領 フニ ンJunin県 ワ ンカ ヨHuancayo地

方 で は楽 士 と して の キ ッ ネ が登 場 し,殆 ど地 上 に生 還 しか け るが,結 局農 夫 に棒 で 叩

か れ て死 ぬ。

　 民 話23　 コ ン ドル が キ ッネ を祭 に誘 い,背 に乗せ て運 ぶ 。 天 上 で全 て の 鳥 が集 ま っ

　 て,ト ゥキ ト鳥 の 結 婚 の祭 が あ り,ワ イチ ャオ鳥 は笛,ガ ビオ タは 太 鼓 を奏 し,ハ

　 ゲ タ カ は床 を掃 除 す る 。 四 つ足 の キ ッ ネ は皆 の注 目を集 め,一 本 足 で 踊 り太 鼓 を 叩

　 く。 皆 が 帰 った あ と寝 込 ん だ キ ッ ネ に コ ン ドル は怒 り,置 き去 り にす る 。 マゲ イ の

　 繊維 で ロー プを 編 み,キ シ ュ ワル の木 に結 ん で伝 い 降 り,途 中 で ガ ビ ラ ンに ロ ー プ

　 を か じる な と警 告 し,反 対 に切 られ る。 最初 は早 く降 りて い る と感違 い す る が,気

　 付 い て マ ン トを 広 げ よ と 叫 び,農 夫 が マ ン トや ポ ンチ ョで 受 け止 め た が,ク イ を盗

　 み 畑 を荒 らす キ ツネ とわ か り,皆 で叩 き殺 した[JIMENEz　 1940:7-8]。 　 　 　 　 ..

　 記 録 の うちで 最 も古 く,1900年 前 後 に ワ ンカ ヨ に隣…接 す る タル マTarma地 方 で

15)こ のキツネは,民 話1と はむ しろ反対 に,骨 をか じること(骨やパ ンくずや肉の残 り)で満足

　 す るよ うコン ドル に要求 されている。ただ し,キ ッネはその要求に不満であ るか ら,条 件(約

　 束)を め ぐる対立は同 じである。

16)地 上 にとどく長 さのはか り方 は,民 話10と 全 く同 じで,空 缶の音でた しかめる。
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Vienrichに よ り採 録 され た,二 つ の ヴ ァー シ ョ ン もキ ツ ネの 単純 死 で終 って い る。

古 い話 で も起 源 に何 ら言 及 して い な い もの が あ る こと は,キ ツ ネの 単純 死 の ヴ ァー シ

ョ ンが,栽 培 植 物 起 源民 話 か ら発 生 の モ チ ー フが 脱 落 した のだ,と 単 純 に歴 史 的 に解

す るわ け に いか ない こ とを示 して い る。

　 民 話24　 キ ツ ネは 天 界 あ祭 が あ る と知 り,チ ャ ラ ンゴ を演 奏 す る よ う招 待 され た と

　 い って,リ ャ マニ 頭 の支 払 い を条 件 に し,コ ン ドル に連 れ て行 って も らう。天 界 の

　 門番 は キ ツ ネ の到 着 に 驚 くが,秀 れ た楽 士 だ とい って 入 れ て も らい,立 派 に ワ イ ラ

　 シ ュを 演 じて皆 を喜 ば せ る。 コ ン ドル が帰 りを 誘 って も拒 ん だ の で取 り残 され,自

　 分 で ロー プ を編 み,一 方 を 門 扉 の か ん ぬ き に結 び つ け伝 って 降 りる途 中,セ ル ニ カ

　 ロ鳥 を 侮辱 し,ロ ー プを 切 られ て,わ らや マ ン トを 広 げ て くれ と頼 むが,誰 もそ

　 れを 聞 か ず,地 上 に 落 ちて ば らば らにな った[VIENRIcH　 l906:3241,　 repr・

　 EsplNozA　 1967:278-282,　 c£　MoRoTE　 1958:13-14,　 METREAux　 1935:407

　 -408,HoussE　 　1946:394-395]。

　 民 話25　 キ ツ ネが月 を知 りたが り,コ ン ドル に ロー プを た ら して くれ る よ う頼 み,

　 そ れ を伝 って 天 界 へ昇 り,途 中 で イ ンコ にか らか わ れ,怒 って 嚇 した の で,仕 返 し

　 に ロー プ を切 られ,助 けを求 め た が聞 か れ ず,地 面 に衝 突 した[VIENRIcH　 1906:

　 62--65,cf.　 METREAux　 l　935:408-409,　 MoRoTE　 1958:14]。

　 民話24の キ ツ ネ は楽士 で,民 話17-18,23と 共 通 す る要 素 で,採 録 地 が リマ,ワ ン

カ ヨ,タ ル マで あ る の は,ペ ル ー領 中 部 に限 られ た 要 素 と い うこ と に な る。 楽 士 と し

て の キ ッーネは大 食で 不 作 法 な キ ツネ ーの 性格 が弱 め られ て い る よ うで,二 例 で はキ ッ ネ

が 生 還 しか け る の も,こ れ と関 連 が あ るか も知 れ ない 。 天 上世 界 に つ いて 知 りた が る

点 で は他 の と同 じだ が,民 話25の キ ツ ネは月 を知 りた が り とあ り,唯 一一で あ る。 月 を

知 りたが る キ ツ ネの モ チ ー フ は,お そ ら く最 も早 い時 期 に記 録 され た ア ンデ ス民 話 と

い え る話 と同 じで あ るの は 興 味 深 い 。有 名な ク ロ ニ ス タのInca　 Garcilasoの 記 録 の

中 に 月 の しみの 起 源 に触 れ た の が あ る。

　 民話26　 キ ッ ネが 美 しい 月 に 恋 を して,天 上 に 昇 って 月 を 抱 擁 す る。 月 が キ ツ ネを

　 抱 き締 め 自分 に押 しつ けた の で,そ の あ と が 月 の し み に な っ た1?)[GARCILAso

　 l967:122]。

　 これ まで に検 討 して きた キ ッ ネ民 話 は栽 培 植 物 起 源(民 話1-6),無 数 の キ ツ ネ起 源

17)Garcilasoは 自分が子供 の頃に聞いた馬鹿げた話 と してこれを紹介 しているが,月 の しみの

　 起源 は,ア マゾ ン神話の中で はしば しばインセス トと結びつ く。ペルー領アマゾンのカシナ ワ

　 族の神話ではインセス トを犯 した男の頭(顔 にウイ トの液を塗 られてい る)が,し みの ある月

　 になるが,月 の起源 と共 に人間の死が始 まる[D'ANS　 1975:113-122】 。
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(民 話8-11),キ ツ ネの 単純 死(民 話12-25)で あ るが,他 に類例 を見 な い起 源 物 を扱

った 若 干 の話 が あ る。 そ の一 つ はプ ノ県 の ア イ マ ラ語 農 民 の もの で,構 成 は これ まで

の と類 似 して い る が,火 の起 源 を 扱 う。

　 民話27キ ッネ が,自 身 の 言 に よれ ば創 造 主 に呼 ばれ て 天 界 へ行 くが,翼 の ない キ

　 ツ ネが ど う旅 を した か誰 も知 らな い 。天 上 で の仕 事 が 済 ん で,創 造 主 も姿 を消 し,

　 一 人 取 り残 され た キ ッ ネ は下 界 へ 降 り られ な い。 白 い雲 に下 界 へ 連 れ て行 くよ う頼

　 み,創 造 主 に呼 ば れ て来 た が,家 族 を残 して い る と同情 を か い,白 雲 は途 中 の黒 雲

　 の所 まで 運 ん で 行 く。黒 雲 は乗 せ た キ ツネ を あ られ と一 緒 に放 り出 し,キ ツ ネ は乾

　 い た サ ボ テ ンの 上 に落 ち,そ こか ら火 が 立 ち昇 った。 以 来 地 上 に 火 が 存在 す る よ う

　 に な った[FRANco　 1975:149-150]。

　 コ ン ドル が 登 場 せ ず,ま た天 界 へ の 旅 の手 段 は不 明 とな って い る。 ロー プ切 断 の墜

落 に か わ って,白 雲 と黒雲 に キ ツ ネ は乗 って下 降 す る 。要 素 は異 な って い る が,ロ ー

プ切 断 と白雲/黒 雲 の 上下 切 断 の構 成 は変 わ らな い 。 きつ ね に同 情 す る 白雲 と そ れ を

放 り出 す黒 雲 は,上 下 関係 に あ り,異 な った キ ッ ネの扱 いを す る。 民 話12で は ロー プ

編 み を助 け た イ ンコ と,そ れ を切 断す る イ ン コが い た 。 イ ン コ以 外 に も キ ッネ の下 降

を 助 け る存 在 はす で にい くつ か あ った(民 話1,6,8,11,18,20)。 つ ま り これ まで の

話 と同一 構 成 で,要 素 的 に若 干異 な った だ け の 民 話 が火 の起 源 を 扱 う こと に な る。

　 起 源 に 関 して いえ ば 民 話1-6は 栽 培植 物 で,民 話27は 火 で あ って,両 者 の構 成 は

同一 とい う こ とに な る。Lcvi-Straussは ア マ ゾ ン神 話 の 分 析 を通 じて,火 の起 源 神

話 → 栽 培植 物起 源 神 話 の変 形 を 明 らか に して い る[LEvl-SfRAuss　 1964:169]。 ア

ンデ ス民話 で は同一 構 成 の 話 が火 と栽 培 植 物 起 源 を 扱 い,メ ッセ ニ ジ と して の両 起 源

物 の きわ め て近 い関 係 を 示 し,Levi-Straussの 検 討結 果 を,簡 明 な 形 で 支 持 して い る。

と こ ろで,こ の話 で はサ ボ テ ンの上 に墜 落 した キ ッ ネか ら火 が発 生 して い る 。 尖 った

もの あ るい は棘 の上 に落 ち るキ ツネ はす で に い くつ か 登場 して い るか ら(民 話3,5,

9-10,16),要 素 的 に は これ らと も共 通 して い る。 ク ス コの ヴ ァー シ ョンに は サ ボ テ ン

の起 源 を扱 った もの が あ る。

　 民 話28　 地面 に衝 突 した キ ッ ネの 脳 が高 原 に 飛 び散 り,そ れ か ら ワ ラホwar綾ioと

　 い う山 に沢 山生 えて い る 白い サ ボ テ ンが生 じた[MOROTE　 l958:9]。

　 採 録 者 のMoroteが 資 料 を 省 略 して い るの で,詳 しい 内容 は不 明 だ が,彼 の 記述 の

仕 方 か ら判 断 して,民 話9と 同 じ内容 で結 末 部 分 だ けが 異 な って い る と見 倣 して 良 い 。

上 記 の 内容 か ら判 断す る と,ワ ラホ は ア ンデ ス高 原 に あ る丈 の短 いサ ボ テ ンで,直 径

1メ ー トル 内外 の範 囲 に密 集 して 生 え,そ れ が あ ち こ ちに 点 在 して い る(中 央 が や や
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盛 り上 った様 子 は脳 の形 に も 似 て い る)。 高 原 で は ご く普 通 に 見 か け る もので あ る。

ア イマ ラの 民話27の サ ボ テ ンが 何 か は民 話 の記 述 か らは解 らな い が,ア イ マ ラ農 民 の

居 住 地 が3,800メ ー トル の テ ィ テ ィカ カ高 原 で あ る こ とか らして,ワ ラホ と同 じ種 類

だ とい うの は確 実 で あ る。 ア イ マ ラ と同地 域 に住 む カヤ ワヤCallawayaの 間 で も

warakkoと 呼 ば れ る サ ボ テ ンが 知 られ て い る[OBLITEs　 1969:369]。 火 の起 源 を テ

ー マ とす る民 話27は 白雲/黒 雲 に よ る キ ツ ネの 墜 落死 だ が
,ア イ マ ラ農 民 は天 界 と地

上 界 を つ な ぐロ ープ の 切 断 や コ ン ドル/キ ツ ネの モ チ ー フを知 らな い わ け で は な い よ

うで,以 下 の 二 つ は民 話27と 同 じ採 録 者 に よ って い る。

　 民話29昔 は天 界 と地 上 界 を 結 ぶ 二本 の ロー プが あ り,そ れ を伝 って 上 下 で きた 。

　 あ る 日キ ツネ は天 界 へ 昇 り,仕 事 を済 ませ,地 上 へ の 大事 な 知 らせ を 叫 び な が ら降

　 りて 来 る 。途 中 で イ ン コを 侮 辱 し,任 務 を帯 びて い る 自分 の ロー プ に触 れ るな と警

　 告 し,反 対 に切 られ墜 落 す る。 イモ ム シに い いつ けて,聖 な る任 務 で 降 りるの だ と

　 騙 し,下 に カ ー ペ ッ トを敷 か せ よ う と した[FRANco　 l　975:171-172]。

　 テ キ ス トに は な い が,脚 注 と して キ ッ ネは 墜 落 して ば らば らにな った とあ り,そ れ

か ら判 断す れ ば キ ツ ネの 単純 死 に終 る。 キ ッ ネの 叫 び に あ る聖 な る任務 は民 話21-22

に共 通 して い る。 キ ッネ の聖 な る役 割 は後 に検 討 す るで あ ろ う。 上 記 に は コ ン ドル が

登 場 せ ず,昔 は天 地 を つ な ぐ ロー プが あ った と して い る が,こ の モ チ ー フ は先 述 の マ

チ ゲ ンガ族 に もあ り,そ の 切 断 に よ り天 と地 の 分 離状 態 が起 源 し,そ の原 因 とな った

の は酒 に酔 った悪 い男 で,そ れ が墜 落 死 して 棘 の あ る ハ リネ ズ ミの起 源 とな り,天 地

の 分 離 の 際 に良 い人 間 だ けが 天界 に残 っ一た一こ と一にな って い る[ALVA】IEZ　 1'940:22」

24]。 次 の話 に よ り,ア イ マ ラ民話 に もコ ン ドル/キ ッネ の対 立 関係 が あ る こ とが確

認 で き る。

　 民 話30キ ッ ネ が 自分 の幸 運 な生 活 を 自慢 し吹 聴 して い るの を 聞 いて,コ ン ドル が　 ・

　 懲 しめに キ ツ ネ の妻 を連 れ去 る。 妻 を 探 し求 め歎 い て い るキ ツネ の所 ヘ コ ン ドル が

　 現 れ,高 い 所 へ連 れ て い くと 申 し出,背 中 に乗 せ て 崖 の 上 へ 運 ぶ。 深 い 谷 底 に妻 が

　 つ なが れ て い る と教 え られ た キ ツ ネ は,ロ ー プを 伝 って 降 りるが,途 中で イ ン コを 見

　 つ け,ロ ー プ に 触 れ るな と警 告 して 切 られ,谷 底 に墜落 して くだ け散 った[FRANCO

　 l975:97-100]。

　 妻 を探 す キ ツ ネ は民 話7の 主 人公 と共 通 す るが,コ ン ドル と対 立 的 に扱 わ れ た この

キ ツ ネの場 合 は墜 落 死 す る。 また これ ま で の民 話 が 全 て天 界 と地 上 界 を 扱 って い た の

に 対 し,同 じ く上 下 軸 で 展 開 す るが,こ の話 で は谷 の 上下 の 関係 で,い わ ば地 上 界 の

出来 事 で あ る 。 キ ツ ネ の天 界 旅 行 が,こ こで は地 上 界 で 生 じ,空 間 的 に縮 少 され て 反
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覆する。構成には変りがなく,内 容は世俗的教訓を含んだものとなっている。

　これまでに検討 してきた約三十の民話は,天 界へ旅 したキッネが墜落死するという

単純な話で,そ の構成は全てに共通する。そればかりでなく,要 素的に見ても民話は

相互に重複 し,あ る民話に登場する要素はたいてい別の民話のどれかにも見 られる。

またその分布は中央アンデスの南,中 部に限られる(図1)。 上述の事例が現在まで

に採録されたものの全てであるとはいえないにしても,そ の殆 どであるといって良い

であろう。話を構成する要素か らいっても限定され,地 域的分布 も限られているこれ

らの民話は,一 つのまとまりを有しており,そ の全体については次のように指摘をす

ることができる。

　 1.要 素が限定され構成が単純なこの民話は,数 多いヴァーションの間に変異をあ

まり生みだ していない。つまりこの民話のグループは一つのまとまりとして比較的安

定している。2.全 体としての変異が小さいながらも結末の部分には変異が顕著で,

まずキッネの単純死に終るものと何 らかの起源に言及するものと,二 つのグループに

分けられる。起源論的民話のグループはさらにい くつかに分類が可能で,次 表のよう

に示すことができる。

　 この変異の小さいまとまりの中で生 じている変異は,あ る程度そのまとまりの内部

において,お よその傾向としてなら説明が可能である。たとえば,栽 培植物の起源民

話では,キ ッネの大食と不作法や,コ ンドルとの対立が強調される傾向があり,単 純

死に終る話には必ず しもそうでないのがある。またこの点では,結 局は単純死に終る

が,楽 士 として登場するキツネの二例では(民 話18,23),主 人公が生還しかけるの

表1　 キツネの墜落死と起源物

0(破裂死)

(民話12-25,29-30)

天界へ旅 し
たキツネ

起源
民 話1-6,8-

11,　 27-28

動物起源(何 千 とい うキッネ)
(民話8-11)

植物紀源
民 言舌1-6,27
-28

野生 植 物(サ ボテン)一 火

(民話27)　 　　　　　 (民話28)

栽培植物
民 話1-6:

一一種tsの 栽 培 植 物1

民話6
カニ ャワ

一 クラスの栽培植物

(穀類)(民 話1-2)

複数種の栽培
植物
民 話1-5

複数 クラスの栽培植物
(穀類 と根茎類)(民話

3-5)
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も興味深い。大食 と音楽の対極性がアンデス農民の観念体系の中にあるように思われ

るが,こ れを明 らかにするには未だ資料が不充分である18)。なお上記二例は中部地方

のものであり,楽 士としてのキッネは同地方にもう一つある(民 話24)。 これを含め

て中部地方には四つのヴァーションがあり,い ずれも単純死に終る。栽培植物 もしく

は何 らかの起源に触れる民話は南部に限 られている。

　またこの何 らかの起源を扱う話と単純死の話の間にも,あ る傾向としての相違が認

められる。すでに指摘 したようにキッネの破裂死は共通 した要素だが,前 者にはこれ

をことさらに強調 したものがある。わざと仕掛けられた固い物や尖った物の上に落ち

るキッネは,民 話2-3,5,9-10に だけあり,い ずれも起源を扱っている。 しかし

上に指摘 した点はあくまで傾向であって,栽 培植物(あ るいは何 らかの起源)を 扱う

話 と単純死の話を明確に区分する原則 とまではいえない。それを認め孝上でなら,前

者の民話構成においては主人公キツネが他の構成要素との間に有する関係の緊張度が

比較的高いということができる。起源をもた らすキッネは,い わば 《激しく地上に打

ちつけられる》のである。

　起源民話に限ってみると,栽 培植物(民 話1-6)の ほかに,無 数のキツネ(民 話

8　-11),火(民 話27),サ ボテンのワラボ(民 話28)が ある。 このうち栽培植物と火

が,ア ンデス農民の少なくとも日常的価値判断においては,有 用な事物であり,肯 定

的価値を有することは疑い得ない。またアマゾン神話との照合の限りでは栽培植物と

火は起源論的には一体をなしている。それに対してキツネは畑や家畜を襲 う害獣であ

り,否 定的価値を与えられ,民 話的性格において失敗者である。サボテンのワラホも

有害無益である。Oblitesの 記述によれば,綿 毛に覆われたこのサボテンには鋭い棘

がかくされており,知 らずにその上に腰をおろしたり踏みつけたりすると,激 しい痛

みに襲われる19)[OBLITEs　 l969:369]。

　 筆者の関心はアンデス栽培植物の民話的起源にあるが,こ こでそれだけを取 り出し

てしまえば,栽 培植物起源民話が他のヴァーションとの間に保つ関係,つ まり一つの

まとまりとしての民話の性質は失なわれる。次章以下には栽培植物の起源というメッ

18)こ こで扱 ってい るキッネと関係 の深い ものと して次の民話がある。キッネが鳴き声 の良い ワ

　 ィチ ャオ鳥 に歌 と飛 び方 の秘訣を聞 く。頼 みを聞いてワイチ ャオは笛を貸 し,そ れが吹 けるよ

　 うにキ ツネの口を縫いつけ,人 工の羽をつけてや る。笛が気に入 ったキッネはワイチャオ に返

　 さず,飛 んで い くが,途 中で墜落 し,縫 い糸は切れて しまう。なお,不 完全 なが らキツネの大

　 口とその縫 いつ けは民話15に もあ る。

19)キ ッネの否定的価値が 日常的判断においてであるの と同様,ワ ラホもときとして肯定的価値

　 を もつ可能性 がある。干 ばつがひど くて高地の牧草が枯 れて しま うと,ア ヤクチ ョ県ル カナス

　 Lucanas地 方の人 々は,ワ ラホの棘 を焼 いて しまってか ら,家 畜の飼料 にする(Pascual　Castro

　 による教示1978)。
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セージを検討 していくが,そ の際に留意するのは,こ れと他のメ ッセージ(キ ツネと

ワラホの起源,あ るいは民話7の 若返り)を 有する話,あ るいはメ ッセージ0(単 純

死)の 話 との関連を保たせておくことである。論旨を明 らかにするために結論を先に

いえば,起 源する栽培植物は,否 定的価値の側面を有することで他の起源物と共通し,

それと関連して,栽 培植物は四散した状態で発生するということである。そこで,以

下の検討の前提 となるのは,ユ.上下間の切断とそれによる四散状態の発生という形式

に従って,2.天 界に昇ったキッネが墜落死するという構成を通 じて,3.栽 培植物

の起源というメッセージを有する民話が,中 央アンデスの南部にいくつかある,と い

うことである。ここでいう形式,構 成,メ ッセージは,あ くまで他の現象との照合を

行ない,一 致や相違を明 らかにしていくための記述操作上の便宜的な設定にすぎない。

皿.木 を切 り倒す 罪

　 これ ま で に検 討 して きた こ とか ら,中 央 ア ンデ ス の キ ッ ネ 民 話 の全 て に 共 通 す る

(メ ッセ ー ジが 変化 して い る民 話7,民 話26を 除 く)不 変 の様 相 は,上 下 間 の切 断 とそ

れ に よ る墜 落物 の破 片 化 と四 散 の現 象で あ る。 栽 培 植物,キ ッネ,火,サ ボテ ンの ワ

ラホの 起 源 を 扱 う民 話 は,そ れ が起 源 論 的 で あ るか ら,単 な る キ ッ ネ の死 に終 る民 話

の グル ープ と区別 で き るが,上 記 の基 本 的 パ ター ンに従 って い る点 で は,同 じで あ る。

い いか え る と,民 話 的 表 現 に よれ ば,ア ンデ スの 栽 培 植 物 は分 裂 四散 の現 象 を 通 じて

起 源 す る とい う こと に な る。 単 に栽 培 植物 の起 源 で はな く,コ ンテ ク ス トか ら明 らか

な分 裂 四 散 を 含 め た栽 培 植 物 起 源 を,民 話 の メ ッセ ー ジ と して理 解 しよ う とす るの が

本 稿 の 基 本 的 な 目的 で あ る。 そ の た め に は まず 分 裂 四 散 の パ ター ンを取 りあげ て お く

必要 が あ る。

　 こ れ か ら検 討 す る の は,中 央 ア ンデ ス の カ ー ニバ ル の 祭 で 催 され る 多彩 な行 事 の一

つで,そ こ に はキ ッネ民 話 の切 断 と分 裂 四散 のパ タ ー ンが 反 覆 され て い る。 しか し同

一 パ タ ー ンに従 って い て も,行 事 の 構 成 は民 話 の それ と は別 の 内 容 とな って い る 。 こ

の 行 事 は コル タ モ ンテcortamontc,ユ ンサyunsa,シ ル ロcilulo,ウ ミシ ャhumisha,

そ の ほ か地 方 に よ って様 々 な呼 び 方 が あ るが(以 下 で 一 般 的 にい う場合 は コ ル タ モ ン

テ とす る),内 容 の面 で は地 方 的 な 変 異 に 乏 し く,こ の点 で はお そ ら くキ ッネ 民話 に

比 べ て も っ と一 様 で あ ろ う。

　 行 事 が さか ん なの はペ ル ー領 の 中,北 部 で,南 部 お よ び ボ リビ ア領(つ ま り中 央 ア

ンデ ス 南 部)に つ い て の 報 告事 例 は,目 下 の と こ ろ非 常 に 限 られ て い る。 この 分 布 の

262



友枝　 中央 アンデ スの民話とアマゾ ンの神話

か た よ り は文 献 記 録 の 上 だ け の 検 討 で あ る か ら,そ れ に つ い て 断定 的 な こ とは い え な

い。 しか し文献 例 か ら判 断 す る限 りで は,先 に検 討 した キ ッネ民 話 が 中央 ア ンデ スの

南,中 部 に か た よ って い るの と対 照 的 で あ る こ と は,注 目 して お かね ば な らな い(図

1)。 い い か え れ ば切 断 と分 裂 四 散 の パ タ ー ンは,南 部 で はキ ツネ 民話 構 成 に,北 部

で は コル タ モ ンテ の行 事 構 成 に,そ れ ぞ れ の 内容 を伴 って 表 現 され て い る とい う こ と

で あ る20)。

　 行 事 の 具 体 例 と して,比 較 的 記 述 内 容 が豊 富 な ペル ー領 中部 フニ ン県 ハ ウハJauja

地 方 の コル タモ ンテ を,ま ず 取 り上 げ る。ハ ウハ 市 の一 部 で あ る ワク リャスHuacllas

の コル タ モ ンテ は二 日間 の行 事 で,第 一 日の ヒー ロ ・ワ ンタ イjhilo　huantay(木 を運

ぶ)と 第 二 日の ヒー ロ ・サ ク タイjhilo　 saqtay(木 を切 る)か ら成 る 。行 事 を 主 催 す

る の は一 組 の男 女 で,そ れ ぞ れパ ドリー ノpadrino,マ ドリーナmadrinaと 呼 ばれ

る 。

　 行 事1　 第 一 日の 朝,角 笛waqraと 小 太 鼓tinyaの 演 奏 を 合 図 に,多 勢 の男 た ち

　 が パ ド リー ノの 家 に,斧,ロ ー プ,山 刀 を 持 って集 ま り,一 方 女 た ちは チ チ ャ酒 の

　 壺 を携 えて マ ドリー ナ の家 に集 ま る。 男 た ちは暫 く酒 を 飲 み 交 した あ と郊 外 へ 出か

　 け,幹 が真 直 で 枝 葉 の茂 った木 を選 び,に ぎや か に騒 ぎ なが らそ れ を 切 り倒 し,何

　 人 か の男 が肩 にか つ い で 町 へ戻 って 来 る。 一 方 マ ド リー ナの 家 にい た 女 た ち は 頃合

　 い を み て,用 意 した 食 物 や 酒 を運 んで,戻 って 来 る 男 た ち を途 中 で 出迎 え る 。 男女

　 が 出会 うと互 い に メ リケ ン粉,パ ウダ ー,ペ ンキ を ひ っか け合 った り,棘 の草 を こ

　 す りつ け合 っだ り して,び と しき り カ ーニ バ ル の遊 び をす る21)。 そ の あ とで 食 物 と

　 酒 が 皆 に提 供 され る。 再 び木 を かつ いで 町 へ 戻 った 男 た ち は,そ れ を 教 会 堂 の 前 に

　 運 ぶ 。 マ ド リー ナ と女 た ちが,こ の木 に紙 テ ー プ,旗,果 実,パ ンの一 種 の ロ スカ,

　 チ チ ャ酒 や ア グ アル デ ィエ ンテ酒 入 りの びん な どを 枝 に 吊 して,飾 りつ け る。 飾 り

　 つ けた 木 の 根 元 を深 い穴 に さ し込 ん で真 直 に立 て 固 定 させ る 。二 日 目 の午 後 二 時 頃

　 に な って,楽 隊 が カ ー ニバ ル の 音 楽 を演 奏 して い るパ ド リー ノ の家 へ,着 飾 った 男

20)こ のことは切断 と四散の形式が この局面 にだ け限 られ るとい うことではない。筆老 の関心 は

　む しろここでい う分裂四散 の形式にアンデス社会 の思考が どのよ うな意味を盛 るか にあ り,栽

　培植物起源を扱 うのはその一部である。民話 の局面に限って も,北 部 にはアチカイAchicay民

　話があり,こ の有名な民話 も切断 と四散の形式を有するだけでな く,構 成において先述 のキツ

　 ネ民話 と一致 する。数多いヴァー ションの中には墜落死 した人喰い老女の破片か ら棘 あるいは

　山び こが発生 したとい う起源を扱 ったのがある。 もしキッネ民話 か らこのアチカイ民話 に分析

　を続 けて いけば,民 話の短か いサイクルの閉 じた体系を扱 うことにな る。棘 の発生はすで にキ

　 ッネ民話28に ある。

21)水,粉,ペ ンキの類を互 いにか け合 った り,果 物や卵を投 げつけ合 うのは,ア ンデスのどこ

　 の村や町で もみかけるカーニバル の遊びで,コ ルタモ ンテの場面に限 らない。
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女 が そ れ ぞ れ に組 をつ くって 集 ま る。 パ ドリー ノ は彼 等 を 連 れ て マ ド リー ナの 家 を

訪 問 し,そ こに も組 に な って 男 女 が 多勢 集 ま って い る。 合 流 した 多 勢 の男 女 はハ ゥ

、ハ の 町 を ひ とま わ り踊 り歩 いた あ と,飾 った木 の所 へ や って 来 る。 組 に な った 男女

　 が全 員 で 木 の まわ りで 輪 を か いて 踊 り,輪 の 中 に 入 ったパ ドリー ノ とマ ド リー ナ が

　最 初 に木 の 幹 に 斧 を 入 れ る。 そ のあ と踊 って い る 男女 を 一 組 ず つ 招 い て,同 じよ う

　 に木 を切 る よ う依 頼 す る。 斧 入 れ を済 ませ た 男女 は次 の組 と交 替 し,こ れ を何 度 も

　繰 り返 しな が ら,歌 と踊 りを続 け る。 次 の 年 に この行 事 を 引 き受 け る意 志 の あ る 男

　女 の 組 が,最 後 の斧 を 入 れ て 木 を切 り倒 す 。 行 事 を 引 き受 け た ら必 ず 実 行 しな け れ

　 ば な らな い 。 そ うで な い と人 々 は不 恰 好 な 人形 をつ く り,そ れ を 火 に くべ て しま う

　 [EsPINozA　 l　958・39-43]。

　 記 述 が 短 い た め に は っき り しない が,人 形 を 火 に くべ るの は約 束 不履 行 に対 す る非

難,制 裁 の表 現 で,い わ ば 木 の再 生 を 不 可 能 に した 人 物 を処 刑 す る表 象 的 行 為 と思 わ

れ る 。行 事 の主 催 者 はパ ド リー ノ,マ ドリー ナで あ るか ら,こ の カ トリ ックの擬i制親

族 用語 か らす れ ば,木 が 洗 礼 子 の ア イハ ー ドahij　adoに 見 た て られ る こ と にな ろ う。

実 際 に同 じハ ウハ のバ カPaca村 で は,パ ド リー ノ ス ・デ ・モ ンテ と主 催 者 を 呼 ん で

い る し,男 が木 を提 供 し,女 が 飾 りを 提供 す る と記 述 され て い る[SALGUERO　 1939:

92-93]。 同 じハ ウハ の マス マMasmaの 村 の例 を み る と,こ こで は コル タ モ ンテ は

カ ー ニバ ル の水 曜,木 曜,金 曜,土 曜 の 四 日間 に わ た り,も う一 つ の 行事 バ ラ ・バ ト・

jala　pato(ア ヒル を 引 き ち ぎ る)と 交 互 に催 され る。

　 行 事2　 女 た ちが 手 を つ な いで 輪 にな って 踊 って い る広 場 に,楽 隊 を 伴 った 男 た ち

　 が切 った木 を 運 ん で来 る と,女 た ちが 木 の枝 にパ ン,果 実,飲 み 物 や 酒 入 りの び ん,

　 紙 テ ー プ の セル ペ ン テ ィ ーナ,旗 を 飾 り,広 場 に これ を立 て る。 飾 った 木 の ま わ り

　 を 輪 に な って踊 り,パ ド リー ノス が ひ と組 の 男 女 を招 い て木 を切 らせ,斧 入 れ が 済

　 ん だ 男 女 は 酒 を振 舞 わ れ て 輪 の 中 に戻 る。 最 後 に木 が 倒 れ る と,見 物 の 子 供 た ちが

　 押 し寄 せ て,飾 りの 品を 奪 い 合 う。最 後 の斧 を 入 れ て 次年 の主 催 を 引 き受 け る こ と

　 に な ゐた 男 女 を,皆 で か かえ あ げて祝 福 す る。 役 を 引 き受 け た約 束 の しる し に,切

　 り倒 した 木 の 下 半分 を女 が,上 半 分 を男 が取 る[MATEu　 1942:52-53]。

　 ハ ウハ 地 方 の コル タモ ンテ の記 述 は数 多 い の で,全 て を あ げ るわ け には い か な い が,

Divila[1952:864-865],　 Bonilla[1946:78-82],　 Rodriguez[1953:12,16/17,

36ユ,Vivas[1953:70-71],　 Ordoya[1957:174],　 Adams[1959:194-195],　 Cont-

reras[1972:40-49ユ が あ り,い ず れ もに ぎ や かで 楽 しい行 事 で,こ の地 方 に テ ィ ピ

カル な催 し と して記 述 して い る。 単 に そ の存 在 を 確 認 す るだ け な ら,資 料 は も っ と多
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くなる。これまでに得ている資料から判断すると,コ ルタモンテは殆ど例外な くカー

ニバルの祭の一部として催される。カーニバルはペルー,ボ リビアを通 じて中央アン

デスに広 く行なわれているが,コ ルタモンテに関しては南部の事例は少ない。次のは

南海岸イカIca地 方のもので,こ こではユンサと呼ばれている。 構成内容は先述の

ハ ウハの二例と同 じであるが,他 には報告されていない若干の興味ある記述がある。

　行事3　 ユンサの催 しを引き受けた人は数日前に木の用意をする。人々は枝の茂っ

　た幹の太い木(一 般にはヤナギを使うが,と きにシナモンその他の木を利用する)

　を選び,根 ごと引き抜いて,そ れを二頭の牛にひかせて主催者の家へ運ぶ。木の枝

　 にキタスエニョ,提 灯,花,旗,果 実,パ ン,魚 のイワシなどを吊し,そ れを主催

　者の家の前に立てる。木の傍にテーブルを据え,そ の上に刃の欠けた斧,ワ イン,

　 ピスコ酒が置かれている。夜十時頃ユンサの楽隊演奏(ギ タ「と太鼓)が 始 まり,

　 "結婚"し た男女が組になって集まり,木 のまわりで全員が踊る。踊 りの輪の中に見

　 張りというのがいて,順 番に男女の組を招き,斧 を手渡して,き められた回数だけ

　 斧を入れるよう指示する。斧を渡 された男女は暫 く輪の中で踊り,斧 をとぐ真似を

　 した り,斧 を首にかけたりして,こ っけいな仕草で見物人を笑わせる。最初に女,

　 次いで男が斧を入れる。見張 りの役目は,男 女が指示通 り斧入れをしたかどうかを

　 監視することで,斧 入れが済むと急いで二人から斧を取 りあげる。また木の"傷 口"

　 に砂をぬ りこんで,ユ ンサがあまり早 く切 り倒されないよう注意する。男女の組が

　 順番に斧入れを繰 り返 し,木 が倒れると一同が歓声をあげ,見 物の子供たちは木に

　 むらがって飾り物を奪い取る。これが危険なので,あ る時期から食物類は飾 らず,.

　 別にざるの中に用意 し,最 後に木を倒した男女が皆に分配するようになった。木を

　 倒 した男女が次のユンサの主催を引き受ける[DoNAIRE　 1959:37-43]。

　 いずれの行事でも例外なく一対の男女が組になって参加 し,踊 りや斧入れをしてい

る。イカの事例からこの男女の組が結婚の意味を包含 し得ることが確認できる。一般

的にいって,コ ルタモンテは未婚の若い男女に人気のある催 しだが,既 婚者が参加し

ている場合でも夫婦が組をつ くることはなく,こ の催 しに限って男女の組ができる。

先述のハウハ地方の記述内容か らもそれは明らかである。男女のカテゴリカルな区分

はこの行事の中に良く組み込まれているといえる。

　 もう一点イカの記述で興味をひくのは,刃 の欠けた斧の使用と切り口に砂をぬりこ

むことである。これはユンサがあまり早 く切り倒 されないための配慮と説明されてい

るが,刃 の欠けた斧はともかくとして,切 り口に砂をぬりこむ効果は殆どないであろ

う。おそらくこれは何 らかの表象的行為であろうが,そ れはただちに,《容易に切 り倒
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せ な い木》 とい うモ チ ー フを有 した い くつ か の ア マ ゾ ン低 地 諸 族 の 神話 を想 起 させ る。

　 ペル ー 領 上 流 ア マ ゾ ン(モ ンター ニ ャ)の カ シ ナ ワCashinahua族 の 神話 に よ る

と,天 と地 を 分 け て支 え て い る大 木 が あ り,そ れ を 切 り倒 そ う と して い る人 々 が い る。

しか し夜 にな る と切 り 口が ひ と りで にふ さが って しま う ので,天 と地 はい つ も分 かれ

て い る[D'ANs　 1975:93-94]。 また ブ ラ ジル領 の ジ ェ語 族 の栽 培 植 物 起 源神 話 に も

容 易 に 倒れ な い木 の 話 が あ る。 た と えば ア ピナ エApinaye族 の はそ の 一 つ で,人 間

の 男 と結 婚 した 星 の 女 が,有 袋 類 の オ ポ ッサ ムに姿 を変 えて,義 理 の 母 に トウモ ロコ

シの 実 が な った大 きな 木 の 所 在 を教 え る。 人 々は これ を 知 って大 喜 びを し,斧 で木 を

倒 しに か か る が,一 休 み す る う ちに切 り口が ふ さ が って しま う。 人 々 は使 い を や って

別 の 斧 を取 り寄せ,や っと の ことで 木 を 倒 した[NIMuENDAJu　 l　939:165--167,　 c£

1、Evl・STRAuss　 1964:165-166]。

　 容 易 に 倒 れ な い木 を 扱 って い る上 記 二 つの 神 話 の い ず れ もが,天 と地 の 関 係 に 触 れ

て い るの は 興 味深 い。 前 者 は天 と地 の分 離 を テー マ と し,後 者 は天 界 の星 の 女 が地 上

の人 間 に教 え た 栽 培植 物 の起 源 を テー マ と してい る。 天 と地 の分 離(ロ ー プの 切 断)

に よ って 生 じ る地 上 の栽 培 植 物 は,ア ンデ ス のキ ツ ネ民 話 の 基本 構 成 で あ り,要 素 的

に みて も星 の 女 はア ンデ ス民 話 に登 場 して い る(民 話6-8)。 な お,別 の ア マ ゾ ン栽

培 植 物 起 源 神 話 と コル タ モ ンテ の 関係 につ い て は,の ち にあ らた め て 詳 し く検 討 す る

こと に な る。

　 同 じイ カ地 方 の ユ ンサ に つ い てHousseも 記 述 して お り,記 録 と して は こち らの 方

が 早 い が,内 容 は全 く同 じ とい って良 い ほ どで あ る。 飾 り物 の 記 述 は この方 が豪 華 で,

パ ン,イ ワ シ,果 実,生 きた ま ま の ニ ワ トリや ク イ(モ ル モ ッ ト)・ハ ム,肉 の かた ま

り,種 々 の作 物 とあ るが,観 察 した機 会 が農 園主 の催 す ユ ンサで あ った か らか も知 れ

な い[HoussE　 l946:128--130]。 つ い で に もう ひ とつ 南 部 か ら 報 告 されて い る事 例

だ が,ア プ リマ ク県 の ソ ラヤSoraya村 の場 合 を あ げ て お く。 これ は最 近 の記 録 で あ

る。

　 行 事4　 ソ ラヤで は ユ ンサ はカ ー ニ バ ルの 灰 の水 曜 日に行 な い,広 場 に立 て た モ イ

　 エの 木 に は果実,セ ル ペ ンテ ィー ナ,風 船,玩 具 を飾 りつ け て あ る[FLORES　 1978:

　 45-46]。

　 確 か な こ と はい え な い が,筆 者 が 調査 した同 じ ア イ マ ラ エスAymaraes地 方 の 資

料 か らす る と,ア プ リマ ク県 のユ ンサ は,比 較 的 最 近 に な って外 部 か らカ ーニ バ ル 行

事 と して 持 ち込 まれ た可 能 性 が 高 い 。ペル ー領 北端 の 海岸 部 ピウ ラ県 の タ ラ ラTalara

の 町 で も,こ の行 事 は ユ ンサ といわ れ,TauroやCaminoの 辞 典 的解 説 に よ る と・
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北部 の ラ ンバ イ ェケLambayeque県 で もユ ンサで あ る[TAuRo　 1967:401]。

　行 事5　 タ ララの ユ ンサ は カ ー ニバ ル の月 曜 に あ り,木 は アル ガ ロ ー ボか ヤ ナ ギ を

　 用 い,種 々の 果 実,ワ イ ン,シ ャ ンパ ン,ジ ュ ー ス,干 し魚,そ の他 を 枝 に飾 り,

　木 の頂 点 に は緑 と赤 の 旗 を結 び つ け る[CARRION　 1978:24]。

　 行 事6　 ラ ンバ イ ェケ の ユ ンサ の飾 りつ け は見 事 で,ブ ラ ウス,ハ ンカ チ,香 水,

　石 けん,小 山羊,ニ ワ トリ,貨 幣 な ど を 吊 し,カ ー ニバ ル の 最終 日に切 り倒 す 。 リ

　 ベル タ ーLibertad県 の山 岳 地 帯 で は 木 に ハ ンカ チ,果 実 の メ ンブ リヨ,パ ンの一

　 種 ロ ス カ,酒 入 りの び ん を 吊 す 。 北 海 岸 の トル ヒ リ ョTrujilloの 町 で は単 に この

　 木 の こ とをパ ー一・upalo(木 柱)と 呼 ん で い る[CAMINo　 1945:67-68]。

　 お そ ら くユ ンサ と同一 語 源 と思 わ れ るが,カ ハ マル カCajamarca県 の セ レ ンデ ィ

ンCelendinで は ウ ンシ ャhunshaと 呼 ば れ,カ ーニ バ ル行 事 の一 つ とな って い る。

　 行 事7　 ウ ンシ ャの 祭 は町 の バ リオbarrio毎 に組 織 され,種 々 の品 で 飾 った 木 を

　 道 路 の 真 中 に立 て る。 夕刻 に な って 人 々 が歌 い踊 りなが ら木 を切 り倒 す 。 木 が 倒 れ

　 る と子 供 た ち が歓 声 を あ げ る。最 後 の斧 入 れ を した人 は,次 年 の役 を 引 き受 け るだ

　 けで な く,そ の と きか ら次 の 日まで 祭 の 飲 食 物 の 提 供 もす る[MARINAs　 1978:

　 16-19]。

　 リベル タ ー県 もそ うだ が,ア ンカ シ ュ県 の ポ マバ ンバPomabamba地 方 の キ チ ェ

スQuichesで は,木 の こと を モ ンテmonteあ るい は シル ロciluloと 称 し,カ ー ニ

バ ル の最 終 日 にす る。

　 行 事8一 カー ニ バル の 最 終 日はpallapacuy(残 り物 の 仕 末)で 大宴 会 が 行 な われ

　 る。 シル ロの 木 を 提 供 す る 人 が き ま って お り,木 にセ ル ペ ンテ ィー ナ,風 船 な どを

　 飾 る。 木 の傍 に タ ブ ラオtablaoと い う即 席 の テ ー ブル を設 け,肉 料 理,果 実 そ の

　 他 が 盛 られ る。 参 加 者 は音 楽 に合 わせ て木 の ま わ りで踊 り,組 に な った男 女 が順 に

　 山刀 で 木 を切 る。 同時 に粉 や セ ル ペ ンテ ィー ナ を投 げ合 って 遊 ぶ 。参 加 者 た ち は,

　 木 を切 り倒す と次 年 に同 じ よ うな あ る い は そ れ以 上 に立 派 に飾 った 木 を 用意 しな け

　 れ ば な らな い か ら,注 意 して 切 りつ け る。主 催 を 引 き受 けた ら食 物 の提 供 も義務 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 前 回 に劣 らぬ もの を用 意 せ ね ば な らな い 。 木 が 倒 れ る と子 供 た ちが 寄 って た か って

　 飾 りの 品を 奪 い合 う。 とき に変 装 した 男 が い て,ふ ざ け た仕 草 を す る[NORIEGA

　 1977:14-16]。

　 ウ ン シ ャを催 す セ レンデ ィ ン と シル ロを 催 す キチ ェ は,と もに 中央 ア ンデ ス北 部 の

東 斜 面 に あ り,い わ ゆ るセ ハ ・デ ・モ ンタ ー ニ ャ に位 置 して い る。 キ チ ェ と同 じ くア

ン カ シ ュ県 で も,高 地 部 カル ワ スCarhuas地 方 の マ ル カ ラMarcara村 で は,先 述
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のハ ウハ 地 方 と同 じに コル タ モ ンテ,コ ル タ アル ボ ル と この行 事 を 呼 ん で い る が,ワ

チ ワ リッ トwachiwalitoと もい う。 ま た カル ワス 地 方 に接 した ワ イ ラス 地方 の 山地

で は モ ンテ ィ ・ワ リmonti　 hualliと い うい い 方 が あ る が[ANoNIMo　 l945/6:117,

ARIAS　 1954:2],こ れ は コル タ モ ンテ のケ チ ュア 語 表 現 で あ る。

　 行 事9　 マル カ ラの 村 で は行 事 を ワチ ワ リ トとい うが,木 を 切 る こと は ラ ン ラ ・ホ

　 テ ィrangra　 qotiで あ る。 カ プ リの 木 を 使用 す るが,提 供 す るの は前 年 に木 を 倒 し

　 た 男女 で,木 の頂 上 にペ ル ー国旗 を 飾 り,ハ ンカ チ,果 実,セ ル ペ ンテ ィ ー ナ,ち

　 ょ っ と した小 物 を飾 る。 木 を 立 て るの は男 の役 で,ロ ー プを 使 って 引 き起 こ して 立

　 て る。女 の役 は この 木 を"着 飾 らせ るvestir"こ とで あ る。 参 加者 は それ ぞ れ 自分

　 の 相 手 を見 つ けて 組 にな って 踊 り,木 を 切 る とき に は,次 の 年 に や らせ た い人 物 に

　 倒 させ よ うとす る。 三 十 年 前 まで は,木 を 倒 した あ と,参 加 者 の何 人 か を一 人 ず つ

　 幹 に 縛 りつ け鞭 で 叩 く習 慣 が あ った[GHERsI　 1960:114卜 一117]。

　 ペ ル ー 領 北東 部 熱帯 低 地 の町 や 村 に も この 行事 は さ かん で,比 較 的 内容 の詳 しい も

の が,ロ レ トLoreto県 マ イ ナMayna地 方 の タ ミシ ャ クTamishiacuの 町 か ら報 告 さ

れ て い る。 こ こで 呼 ば れて い る ウ ミシ ャhumishaと ユ ンサyunsa,ウ ン シ ャhunsha

は 同一 語 源 で あ ろ う。

　 行 事10　 ウ ミシ ャに用 い る の は ヤ シの 木 で,人 々 は森 へ 行 って 良 く茂 った丈 の高 い

　 木 を 選 ん で 切 り倒す 。 町 の広 場 に運 ん だ ヤ シの木 を,顔 に種 々の 顔 料 を 塗 りた く っ

　 た人 達 が,カ ー ニバ ル の歌 を うた い な が ら立 て る。幹 の先 端 か らの び て い る ヤ シの

　 葉 を 左 右 に 分 け,そ れ ぞ れ ま とめて ね じ った 束 に し,そ の端 を 結 ん で 輪状 に し,そ

　 こ に ピフ ァヨ,サ ポ テ,パ イ ナ ップル,コ コナ,グ ァヤバ な どの 果 実,衣 類,靴,

　 旗,セ ル ペ ンテ ィー ナ,風 船,缶 入 り ミル ク,貨 幣,び っ く り箱(中 に蜂,蛙 な ど

　 を 入 れ る)な どを飾 りつ け る 。木 を立 て た次 の 日,主 催者 の提 供 す る食 事 を 済 ま せ

　 て か ら,木 の ま わ りで笛 の ケ ー ナ,太 鼓,小 太 鼓 の タ ンボ ル,マ ラカ な どの 楽器 演

　 奏 に合 わ せ,歌 い 踊 り,木 を 切 り倒 す[CAsTILLo　 1978:35-39]。

　 ウ ミ シャ と この 行 事 を 呼 ぶ の はペ ル ー領 北 東 部 低 地 に一般 的 で,ウ カ ヤ リ川 下 流 の

プ カル パPucallpaの 町 を は じめ流 域一 帯 に 広 く行 なわ れ て い る よ うで あ る[ORTIz

1974:795-796]。TovARの ペ ル ー東 部 語 彙 集 に よ る と,ウ ミシャhumishaは サ ン・

マル テ ィ ンSan　 Martfn県 に ポ ピュ ラー な行 事 と あ り,丈 の 高 い木 を立 て,そ の 先 に

食 物,酒,旗 を飾 り,男 女 が 組 に な って 木 の ま わ りで踊 りつ つ斧 を入 れ,最 後 に男 の

一 人 が 切 り倒す と,子 供 た ちが 飾 りつ けの 品 を奪 い合 う[TOVAR　 l966:107]。 ウ ミ

シ ャ は東 部 低地 の 町 や村 だ けで な く,全 く同 じ行 事 が上 流 ア マゾ ンの い くつ か の部 族
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の 間 で も現 在 行 なわ れ て い る。

　行 事11オ マ グ ァOmagua族 は マ ニ オ ックい もの収 穫 期 にあ た るカ ー ニバ ル に ウ

　 ミシ ャの祭 をす る。 これ は収穫 祭 の性 格 を 有 し,人 々 は シ ナ ミ リャsinamillaと い

　 うヤ シの木 を切 り,幹 の 先 か ら出 た葉 を そ の ま ま束 ね て編 み,二 つ の ア ー チ にす る。

　 これ に パ ン,果 実,旗 を 飾 りつ け,ヤ シの木 を 主 催者 の家 の前 に立 て る。 参 加者 が

　 踊 りな が ら,リ ボ ンと花 で 飾 った斧 で幹 の根 元 に切 りつ け る。 最 初 の 斧 入 れ は主 催

　 者 が や り,順 に 参加 者 が これ に な らう。木 が倒 れ る と皆 で飾 りを奪 い合 う。 最 後 の

　 斧 入 れ を した 人 が次 年 の主 催 者 とな るが,そ の人 には 飾 りの旗 の一 番 大 きい の が 与

　 え られ る。 木 を切 る最 中 に,サ ル,野 豚 な ど に変 装 した 十 数 人 の 男 が棒 を 手 に し

　 て乱 入 し騒 ぎ まわ るが,斧 入 れ に は加 わ らな い 。 祭 が済 む と参 加 者 は水 浴 を す る

　 [GIRARD　 1958:183-184]。

　 行事12　 ヤ ー グ ァYagua族 は カー ニ バ ル の時 期 に村 の 広 場 の 中 心 に レタ ナセre-

　 tanac6と い うあ を立 て る。 木 は チ ャボ ナchapona侮 α7磁 麟077忽Mart・)で,

　 笛 と太 鼓 の演 奏 を伴 って 森 か ら多勢 で切 り出 して くる。 木 に は飾 り物,贈 り物 を 吊

　 す 。 祭 は3日 間続 き,木 の まわ りで に ぎ や か な踊 りを して 楽 し く過 ごす 。三 日 目に

　 木 を斧 で 少 しず つ切 り,騒 ぎ は木 が 倒 れ る とき頂 点 に達 す る 。最 後 の斧 入 れ を した

　 人 が来 年 の主 催 を す る。 シ ャツ,ナ イ フ,菓 子,食 物 な ど倒 れ た木 の飾 り物 を 奪 い

　 合 うfGIRARD　 l958:31-32ユ 。

　 同 じ もの が コ カ マCocama,ウ イ ト トWitoto,ボ ー ラBoraの 諸 族 に もあ り,ウ

ミシ ャumishaが コカ マ語 で あ る との理 由 で,　Girardは 上 述 諸 族 の 類似 の行 事 は コ

カ マ 族 に 由来 す る と して い る[GIRARD　 1958:32]。 彼 は 同 じ地 域 の コ ロニ ー社 会 や

ア ンデ ス 地 帯 で 同 じ行 事 が あ る こ とにつ いて は,何 も指 摘 して いな い 。行 事 が コ カ マ

に 由来 す るか 否 か は,用 語 の 上 だ け で 断定 で きな い が,と もか く,ペ ル ー 領 ア マ ゾ ン

の モ ン ター ニ ャ地 帯 で は,い くつ か の部 族 社 会 お よび コ ロニ ー社 会 の 町 や 村 に,ウ ミ

シ ャと い う行 事 が 広 く行 な わ れて い るの は確 かで あ る。

　 最 初 に述 べ た よ うに,こ れ まで に得 た 文献 資料 に よ る限 り,中 央 ア ンデ スで は コル

タモ ンテ は ペル ー 領 の 北,中 部 に分 布 して い る(図1)。 ま た この地 域 内で は海 岸 部

(行 事3,5),高 地 部(行 事1,2,4,9),東 部 斜 面(行 事7,8)の いず れ に もあ る。

そ して 熱帯 低 地 部 モ ン ター ニ ャに も広 く認 め られ る か ら(行 事10,11,12),中 央 ア ン

デ ス,モ ン ター ニ ャを 通 じて,そ の 北,中 部 で は きわ めて ポ ピュ ラー な行 事 と見 徹 し

て良 い22)。

22)た とえ ば フニ ン県 に近 い ワ ヌ コHu6nuco県 で もコル タモ ンテ は一 般 的 で カ ー ニバ ル の行 事

　 で あ る。Villarealの ワ ヌ コ県 ヘ ス スJes6s村 につ い て短 い記述 が あ る[VILLAREAL　 1959=　94]。
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　 中 央 ア ンデ ス の コル タモ ンテ につ いて は,決 定 的 な証 拠 に は欠 け るが,こ れ が もと

も と この地 域 に あ った もの で な く,モ ンタ ー ニ ャ低地 か ら,そ れ も比 較 的 最 近 に伝 え

られ た もの で あ る可 能 性 が 高 い。 そ の第 一 の 理 由は 名称 か らの推 定 で あ る 。 コル タ モ

ンテ は一 部 で は ユ ンサ と呼 ば れ(行 事3,4,5),ウ ン シ ャ(行 事6)は 多 分 そ れ と

同 じで あ り,そ れ は モ ンタ ーニ ャ地 帯 で一 様 に用 い られ て い る ウ ミシ ャ(行 事10,11)

か らき た もの で あ ろ う。 北,中 部 の ケ チ ュ ア語 の 中に はyunsa,　 hunshaあ るい は そ

れ に類 す る語 は見 つ か らな い。 また,コ ル タ モ ンテcortamonteは ス ペ イ ン語 だ が,

東 部 低 地 の人 々 に はそ の ま ま森 林 を 意 味す るmontc(山)も,森 林 の ない 高 地 や 海岸

部 の人 た ち に はあ ま りな じまな い 。 殆 ど全 て の飾 りの 記述 にで て くる果 実 も,ど ち ら

か と い え ば熱 帯 低地 との結 びつ きの 方 が 強 い 。

　 第 二 の理 由 は,現 在 この行 事 の 他 地 域 へ の伝 播 が,中 央 ア ンデ ス部 で は進 行 して い

る こ とで あ る。 中 央 ア ンデ ス南 部 につ い て 文献 報告 が 殆 どな い こ とは先 に指 摘 した が,

実 際 に は ク ス コ 県 の村 で も 催 され て い る。 た とえば キ ス ピカ ンチ スQuispicanchis

地 方 の マ ル カパ タMarcapata村 で は,数 年 前 の カ ー ニバ ル に この行 事 が始 めて 行 な

わ れ た が(ユ ンサ とい って い る),村 の メ ス テ ィソ の一 人 が 首 都 リマ で見 た もの を持

ち込 ん で い る(山 本 紀 夫 に よ る教 示 　 1979)。 筆 者 も1979年 に ア プ リマ ク県 ア イ マ ラ

エス 地 方 の カ ライバ ンバCaraybamba村 で コル タ モ ンテを 観 察 す る機会 が あ ったが,

これ も十 数年 前 に始 ま った もので あ る。 こ う した 一部 農 村 地 帯 へ の最 近 の 伝 播 に は,

都 市 部 で の他 地 域 出身 者 との接 触 の結 果 とみ られ る もの が あ る。 ペル ーの 首 都 リマで

も,各 地 方 出 身者 が集 ま って い るバ リア ーダbarriadaで は,カ ー ニバ ル の と き に コ

ル タモ ンテ が あ ち こちで 催 され て い る。

　 い つ 頃 か ら中央 ア ンデ ス地 帯 で 行 なわ れ る よ うに な った か は わ か らない が,そ れ ほ

ど古 い と も思 わ れ な い。 ペル ー 中部 のハ ウハ 地 方 は コル タ モ ンテが 非 常 に さか ん な 所

だ が,そ こで も,シ カ ヤSicaya村 を1945年 に調 査 して い るEscobafは,村 で 行 な

わ れ る コル タモ ンテ が ご く最 近 の もの で あ る との 情報 を得 て い る[EscOBAR　 1973:

122]。 ま た ア ヤ ク チ ョ市 お よび そ の 周辺 で は,今 日で は コル タ モ ンテ は非 常 に ポ ピ ュ

ラー な行 事 だ が,1940年 当 時 の カ ー ニバ ル につ い て の か な り詳 しいBustamanteの 記

述[BusTAMANTE　 1943:67-71]の 中 で は触 れ られ て い な い。ボ リビア の民 俗 全 般 に

つ い て書 いて い るParedesの カ ー ニバ ル の 記述[PAREDEs　 l　976:194-203]の 中 に も

この 指摘 は な い23)。

23)ボ リビア高地 の オルvOruro地 方 の カー ニバ ル は非常 に盛 大 で,現 在 で は観 光 産 業 の一 部

　 に もな って い る。 この 様 々の催 しや 踊 りの 中 に も コル タ モ ンテ に 類 す る 記 述 は ない 〔c£且 一t

　 ALcALDIA　 MuNlclPAL　 1971]。 な おParedesの ヵ 一ニ バル の記 述 は1940年 当 時 の もの で あ る 。
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　 第 三 に,コ ル タモ ンテ の行 事 が 単純 なせ い もあ ろ うが,ア ンデ ス,モ ンタ ー ニ ャを

問 わ ず,そ の 内 容 は著 し く共 通 して い るの で,殆 ど地 域 差 とい った もの が見 られ な い。

また この こ とは,モ ン ター ニ ャか らの 伝 播 に よる 中央 ア ンデ ス北,中 部 の コル タ モ ン

テ の成 立 が,比 較 的 最 近 の もの だ とい う推 定 だ け で な く,モ ンタ ー ニ ャの行 事(ウ ミ

シ ャ)自 体 の成 立 が 新 しい の で は な い か と思 わ せ る。

　 コル タ モ ンテ は先 に述 べ た よ うに カ ー ニバ ル の 行事 だ が,若 干 の例 で は別 の機 会 に

催 され る。 ハ ウハ 地 方 は コル タ モ ンテが さか ん な 所 で カ ー ニバ ル に行 な わ れ る が,オ

ル コ トゥナOrcotunaの 村 で は守 護 聖 人Virgen　 de　Cocharcasの 祝祭 の一 部 と し

て9月 に あ る[RoMo　 1957:37-39]。 また シカ ヤ 村 で もク リス マ スに 行 な って い る

[EscoBAR　 l　973:121]。 行 事 の 内容 に は変 りが な いが,こ の よ うに開 催 期 日に つ い て

は っき り した 変 化 が 生 じて い るの も注 目 して お か ね ば な らな い 。 コル タモ ンテ の分 布

と伝 播 の過 程,そ れ に伴 う内容 の変 化 な どは,歴 史 的 変 化 と して具 体 的 に追 跡 で き る可

能 性 を有 し,中 央 ア ンデ ス の文 化 伝 播 の あ る側 面 につ いて 示 唆 を 与 え る もの と な る24)。

　 上 記 三 点 を 考 慮 す る と,比 較 的最 近 の あ る時 期 に,中 央 ア ンデ ス地 域 か ら進 出 した

モ ンタ ー ニ ャへ の入 植 者(白 人,メ ス テ ィソ,イ ンデ ィオ な ど様 々 で あ る)と 原住 民

部族 社 会 と の接 触 過 程 で,こ の地 に現 在 見 られ る行 事 の 形 態 が成 立 した と想 定 で き る。

上記 の オ マ グ ア や ヤ ー グ ア族 の 行事11,12は,い った ん そ う した過 程 を 経 た 上 の もの

と考 え た方 が妥 当 で あ る。 オ マグ ァ もヤ ー グ ア も ロ レ トLoreto県 の首 府 イキ ー トス

Iquitos市 周 辺 に住 む変 容 化 の進 ん だ 部 族 で あ る。 た だ し,こ の 行 事 が 成立 す る に は,

何 らか の モ デ ル に な る もの が部 族 社 会 の祭 や儀 礼 に あ った はず で,事 実 ユル タモ ンテ

に類 す る儀 礼 が ウィ ト ト族 に あ り,1907年 当時 にFarabeeが ジ ャ リコjalikoの 祭 を

観 察 して い る 。

　 儀 礼1　 焼 畑 を始 め る 頃 に,人 々 は森 へ行 って,直 径3フ ィー ト,長 さ50～70フ ィ

　 ー トの 丸 太 を 切 り出 し,村 の首 長 の 家 へ 運 ん で来 る。 村 人 が 畑 仕 事 に従 事 す る間,

　 首 長 は この 丸 太 の先 端 に,胸 の あた りで 腕 を組 ん だ姿 の女 性 の 胸 像 を彫 る。 助 手 の

　 副 首 長(複 数)は,横 た え た丸 太 の 上 部 を平 た くけず り,両 側 面 には赤,黒,黄 の

　 三 色 で ア ナ コ ンダ 蛇 を 表 す 文様 を描 く。 八 カ月 た って最 初 の収 穫 物 が実 る頃 に,ジ

　 ャ リコ とい う盛 大 な祭 を催 す。 祭 の 日,首 長 の 指 示 で 六人 の男 が 食 物 を集 め る。 樹

　 皮 布 の 仮 面 を つ け ジ ャガ ー に変 した 二 人 は,鈎 状 に な った棒 で 副 首 長 の家 の屋 根 を

24)先 史学では,中 央ア ンデス形成期文化 の成立における東部熱帯低地 との関連は,い わゆ るジ

　 ャガー信仰の伝統を はじめ とし,非 常に重視 されている。ペルーの考古学者Telloは チ ャビン

　 文化 のジャガー信仰か らイ ンカのビラコチ ャ神信仰を発展の系列の中で把 え,そ の成立の基盤

　 に熱帯低地の ジャガ ー神話や双子神話を据 えよ うとした[T肌Lo　 1923:93-320]。
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　 ひっかいて壊 し,木 を表す仮面をつけた二人は石斧で家の柱を切 りつける。また鳥

　 の文様を描いた仮面の二人は畑へ行 って荒 らす。こうした乱暴を防 ぐために,村 人

　 は彼等に食物を提供する。乱暴者はそれを首長の家へ持ち帰る。夜に村人が集まり,

　 次の日まで踊 りあかす。女は地面で踊 り,男 は丸太のプラットフォームの上で手に

　 した杖で体を支え,女 と向い合せで踊る。歌は太陽,月,植 物,果 実,動 物を讃え

　 ており,足 を交互に踏みかえ,右 足で強 く踏み鳴らして踊る。踊 りのあと,首 長は

　女性像の部分を小さく切 って,各 家族の長に分け与え,各 人はこれを家に持ち帰っ

　 て火にくべる。首長は像の頭の部分を火にくべる。祭は収穫感謝儀礼と思われるが,

　 内容の正確な意味は解 らない[FARABEE　 l922:139-140]。

　焼畑開始後八カ月 とあるから,こ の祭はカーニバルの時期に一致する。五十年後に

同じウィ トト族の儀礼をGirardも 記述 しており,ヤ ディクyadikと 呼ばれている。

　儀礼2　 焼畑作業の時期に首長が開催を予告 しておいたヤディク儀礼は,マ ニオッ.

　 クの収穫期に行なわれ,前 もって食物,酒 を豊富に用意する。祭の当日森から長さ

　 13メー トル ぐらいの丸太を,祭 の"王"と"王 女"を 先頭に,飾 りをつけ身体に彩

　文 した多勢の人たちが,首 長の家に運んで来る。この行列は村に着 くまで人に見ら

　れてはいけない。丸太は地面に打ち込んだ何本かの杭の上に横たえる。丸太には女

　性の像が彫 られ,蛇 の文様が描かれる。杖を もった男たちがこの上で,地 面で踊る

　女たちに向かい合って踊る。ときに木を切る真似,押 し倒す真似をする。丸太の上

　で踊る男たちと別に,白 い樹皮布の仮面をつけた十人位の男たちが踊 り,種 々のふ

　ざけをして,家 の柱に登ったり,食 物を盗んだ り,斧 で柱に切りつけたり,畑 荒し

　をする。"空腹な"彼 等は踊り手を嚇かし,そ こへ首長が介入して,仮 面をはぎ取り,

　そのあと食物を与え,以 後は人間 として振舞う。収穫,神 話上の人物,月,太 陽を

　讃える歌がある。踊りは夜に始まって翌朝まで続 き,首 長 と老人はそれに参加せず,

　祭が ドラマ化 している神話を朗唱している[GIRARD　 1958:80-83]。

　 Girardの 記述には儀礼の表象的解釈がかなり加わっており,そ れが彼自身のもの

か原住民のものか判然としないので別記すると,1.丸 太の彫像 と蛇は神話的男女の

一対を表 し,丸 太によって生命の木が表される。2.儀 礼は生命の木を切ったあとの

栽培植物の起源やそのとき豊富な収穫を得たという神話の ドラマ化である。3.丸 太

を運ぶ飾 った人たちは天体の神格や神話的英雄を表 す[GIRARD　 l958:80--83]。

ウィトト族のヤデ ィクに相当するi祭は隣接するオカイナOcaina族 ではダヤウィカ

dayawikaと 呼ばれている。

　儀礼3　 祭のひと月前に踊 りのプラットフォームにするため,倒 す木をきめる。当
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　 日飾 りた て た 多勢 の 男女 が,一 対 の男 女 を 先 頭 に森 へ行 き丸 太 を切 り出 して くる。

　 この一 団 は 村 へ丸 太 を 運 び終 るま で人 に見 られ て はい け な い 。丸 太 に は女 性 像 が彫

　 られ,蛇 の 文 様 が描 かれ 神 話 上 の 人 物 が 表 され て い る[GIRARD　 1958:136-137]。

　 この 儀 礼 に つ い て の イ ン フ ォ ー マ ン トの説 明 と して,1.丸 太 の像 は最 初 の女 で,

始 めて 栽 培 植 物 を手 に入 れ た 女 性 で あ るア メナ コ ンAlnenakognを 表 し,文 様 は最

初 の 蛇 を 表 す 。2.歌 の中 で は蛇 が太 陽 あ る い は創 造 主"父"と 一 体 視 さ れて い る。

3.最 初 の 女 は大地 で,蛇 と女 の対 は太 陽 と大 地,祭 の王 と王 女 に相 当 す る[GIRARD

1958:　 136-137]。

　 さ らにGirardは この儀 礼 と 同 じもの が,ヤ リグ ァyariguaと 呼 ば れて,ボ ー ラ族

に もあ る と指 摘 して い る が,内 容 につ い て 詳 し くは 記録 して い ない(儀 礼4)。 儀 礼

2-4は い ず れ も マ ニオ ック の収 穫 期 に あ た って,収 穫 感 謝 あ るい は豊饒 儀 礼 の性 格

を有 し,そ の 内容 は神話 時代 の再 現 あ るい は ドラ マ化 で あ る,とGirardは 見徹 して

い る 。 実 際彼 に よ って 神話 が採 録 され て お り,以 下 の 二神 話 が それ ぞ れ 儀 礼2,3に

対応 して い る 。

　 神 話1　 ア ナ コ ンダ の ブ イ ナ イ メBuinaimeが ア メ ナ ・コ ゴ エ ナAmena・cogoena

　 と い う女 と交 わ り,男 子 を 出 産す る。 四 日後 に赤 ん坊 は沢 山 の栽 培 植 物(有 毒 マ ニ

　 オ ック,無 毒 マ ニ オ ック,ト ウモ ロコ シ,ナ ンキ ンマ メ)を 実 らせ た 木 に 姿 を 変 え,

　 母 親 は そ の た め に豊 富 な 食物 を手 に 入れ た 。 当時 土 だ け を食 べ て いた 人 々 はそ れ を

　 知 り,空 腹 の た め に実 を 手 に 入 れ よ うと して 木 を 倒 した 。木 の幹 か ら水 が あふ れ,

　 枝 か らは 栽培 植物 が生 れ た 。 別 の ヴ デー シ ョ ンで慧 ブ イ ナ イメ が人 間 に食 物 と水 を

　 与 え るた め に 斧 で生 命 の木 を 切 った[GIRARD　 1958:75-76]。

　 神 話2　 ア メナ コ ンAmenacognと い う娘 が,地 底 か ら現 れ人 閲 に 姿 を変 え る蛇

　 ノ ィ ム ラNoimuraと ひ そ か に交 わ り,子 供 を身 ご も る。 秘 密 を 知 った娘 の母 親 が

　 熱 湯 を 注 い で 蛇 を殺 し,娘 は谷 の 上 流 で ひ そ か に男 子 を 出産 す る。 四 日後 に戻 る と

　 今 まで 見 た こ との な い美 しい 木 が 生 え て い た 。木 はた ち ま ち成 長 し,有 毒 と無 毒 の

　 マ ニオ ック,マ カ モ(カ カオ の一 種 か),ト ウ モ ロ コ シな どの 実 を つ け た 。 当時 土 を

　 食 べ て い た 人 々 は,娘 か ら秘 密 を 聞 きだ し,そ の木 を 倒 し,散 らば った果 実 や種 子

　 を 拾 い,畑 に 植 え た 。木 が 倒 れ た あ とに 大 き な泉 が 生 じた 。 木 を 倒 した た め に,そ

　 れ まで 死 ぬ こ との な か った人 間 は死 ぬ よ うに な ったLGIRARD　 1958:133-134]。

　 これ まで に検 討 して きた コ ル タ モ ン テ(中 央 ア ンデ ス),ウ ミシ ャ(モ ンター ニ ャ),

い くつ か の部 族 の収 穫儀 礼 と神 話(モ ン ター ニ ャ)の 資 料 か ら,ま ず次 の よ うに結 論

す る こ とがで き る。1.儀 礼1-4は,そ の観 察 記 録 者 が 指摘 す る よ うに,ア マ ゾ ン
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諸 族 の 作 物 収穫 期 に行 なわ れ る感 謝 儀 礼 も し くは豊 饒 儀 礼 の 性格 を有 し,そ の 内 容 は

栽 培 植 物 の起 源 を含 む 神 話 的 世 界(神 話1-2)を 再 現 あ るい は ドラマ化 して い る。 ま

た儀 礼 の行 為 あ るい は事 物 につ い て の,観 察 者 あ る い は儀 礼 を 行 う人 自身 に よ る表 象

的,観 念 的 解釈 も し くは説 明 が加 え られ て い る。

　 2.　 そ して,儀 礼1-4お よ び神 話1-2の 内容 と行 事1-12の 内容 の 間 に は,非 常

に類 似 した面 が あ る。 あ た か も行 事1-12は 神 話1-2の 内容 を そ の ま ま再 現 して い る

かの ご と くで,両 者 の類 似 は,儀 礼1-4と 神 話1-2間 の 類 似 よ り もむ しろ強 い と見

え る ほ どで あ る(お そ ら く儀 礼1-4の 意 味 内容 は も っ と包 括 的 で あ って,神 話1-2

は そ の一 部 に過 ぎな い た めで あ ろ う)。 そ の 神話 的背 景 や 表 象 的 解 釈 につ い て は 根 拠

を示 して い な い が,Girardは オ マ グ ア とヤ ーグ アの 行事11-12を 豊 饒 儀 礼 と見 徹 して

い る。 行事 と神 話 の 内容 の類 似 を 知 れ ば 当 然 と もい え そ うで あ る。

　 3.　 しか しな が ら,Girardの 記 述 の 中 で 収 穫儀 礼 と され た 行 事11-12を 別 に して,

中央 ア ンデ スお よび モ ンタ ー ニ ャの 行 事1　-10に つ いて は,い ず れ の観 察 記 録 者 もそ

の 内容 を 収 穫儀 礼 に類 す る もの と規 定 して い な い 。 それ ば か りで な く,こ れ まで に 多

数 報 告 され て い るア ンデ ス お よ び モ ンタ ーニ ャの コル タ モ ンテ は,宗 教 呪術 的 な動 機

を欠 いて い る し,そ の観 念 的背 景 とい った もの を有 して いな い 。 これ は行 事 を 行 な う

人 々の レベ ル で 見 て も,観 察 者 の レベ ル で 見 て も同 じで あ る。 これ まで得 た資 料 か ら

判 断す る限 り,コ ル タモ ンテ の記 録 に は,表 象 的 意 味 や背 景,宗 教 呪術 的動 機 の明 ら

か な指 摘 はな い 。 む しろ,そ う した もの を 欠 い た楽 しい に ぎ やか な 催 し と して,人 々

は コル タモ ン テ に参加 して い る。

　 中央 ア ンデ ス の コル タ モ ンテ とモ ンター ニ ャ諸族 の神 話,儀 礼 の 間 に,先 述 の よ う

な歴 史 的 関係 が あ る とす る な ら,こ の 関 係 は 次 の よ うにい え る。 コル タ モ ンテ は,ア

マ ゾ ンの 栽 培 起 源 を 含 む神 話 お よび 関 連 した儀 礼 を コ ピー して,中 央 ア ンデ ス に伝 え

られ た もの だ が,そ れ は形 式 と構 成 の み に 限定 され,オ リジ ナル が そ の形 式 と構 成 に

託 して 表 明 して い た 意 味(メ ッセ ー ジ)は 伝 え られ なか った し,ま た 明 らか な別 の 意

味 が加 え られ る こ と もな か った。

　 中央 ア ンデ スの コル タモ ンテ は,い ず れ の場 合 も,木 を 切 り倒 し,倒 れ た木 の飾 り

物 を 奪 い 合 う行 為 で あ り,モ ンタ ーニ ャの 神話 は,木 を 切 り倒 し,倒 れ た木 に な って

い た果 実 を人 々が手 に入 れ る話 であ る。 両者 の構 成 の 一 致 は も う少 し詳 し く見 る こ と

がで き る。 す なわ ち,〔 蛇(男)と 人 間(女)が 性 的 に交 わ る(神 話2)):〔 主 催 者 は

ss結婚"し て い る(行 事3)〕
,〔 二 人 の 間 に子 供(木)が 生 れ る〕:〔 一 組 の 男女(洗 礼

親)の 間 に洗 礼 子(木)が い る(行 事 ユ,2)),〔 一本 の木 が 種 々の 果 実 を つ け る(神 話
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1,2)〕:〔 木 は種 々の 品 で 飾 られ て い る),〔 木 を人 々 が切 り倒 す(神 話1,2)〕:

〔木 を人 々 が切 り倒 す〕,〔散 った果 実 や種 子 を人 々 は畑 に植 え る(神 話2)〕:〔 倒 れ た

木 の飾 り物 を 奪 い 合 う〕。

　 神 話1-2の ヴ ァー シ ョン で あ る ア ピナ エ の栽 培 植 物 起源 神 話 の仲 々倒 せ な い 木 と

行 事3の 欠 けた 刃 の 対応 は,す で に指 摘 して お いた 。 また 神話 上 起 源 す る栽 培 植 物 は

食 物 で あ るが,コ ル タモ ンテ の飾 りに も食 物 は欠 かせ ない 要素 で あ る。 ア ンデ スの 行

事 とア マ ゾ ンの 神 話 に これ だ け の類 似 す る対 応 が あ りなが ら,コ ル タモ ンテ に一 切 の

神話 的,宗 教 呪 術 的,あ るい は観 念 的 背 景 が欠 け て い る の は,む し ろ不 思 議 な く らい

で あ る。 オ カ イ ナ族 の 誰 か が ア ンデ ス 山 中 で コル タ モ ンテ の情 景 に出 会 った ら,自 分

た ちの 神話 を想 起 す る に違 い ない と思 わ れ るほ どで あ る 。

　 以 上 の三 点 を一 応 の 結 論 と した 上 で な ら,こ こで,中 央 ア ンデ スの コル タモ ンテ が

豊 饒 や再 生 の 観念 と結 びつ き得 るか も しれ ない こ とを,仮 説 と して 提 起 で きる で あ ろ

う。 そ れ は コル タ モ ンテが カ ー ニバ ル 行 事 の 一 部 と して催 され る こ と に関 連 して い る 。

GirardやFarabeeの 記 述 か らす る と,儀 礼1-2は マ ニオ ックの 収 穫 期 に行 な わ れ,

それ は カ ーニ バ ル の 時期 と一 致 す る。 さ らにGirardは オ マ グ アや ヤ ー グ アの ウ ミシ

ャを彼 等 の収 穫 感 謝 あ るい は 豊饒 儀 礼 と見 倣 し,そ れ が カ ーニ バ ル に行 な われ る とい

う書 き方 を して い る。 中 央 ア ンデ ス の カ ー ニバ ル に も,少 くと もそ の一 部 に は,豊 饒

観念 と の結 び つ き が あ る。 ア ンデ ス の カ ー ニ バ ル の祭 は複 雑 な 要 素 か ら成 って い るが,

これ ま で の資 料 を詳 細 に分 析 して い け ば,祭 の 中 に生 と死(再 生),混 乱 と秩 序,豊

饒 とい っ允 様 相 を 明 らか にす る一こ一とが で きそう で あ る。 た とえ ば,家 畜 の 増殖 儀 礼 が

カ ーニ バ ル の一 部 と して行 な われ て い る地 方 は数 多 い25)。 コル タモ ンテそ の もの に は

目下 見 当 らな い が,そ れ が組 み込 まれ て い る カー ニ バ ル を全 体 と して 分 析 す る こ とで,

行 事 の 意 味 を 明 らか にす る こ とがで き るで あ ろ う。

　 さて,こ れ まで に 検討 して き た　1,・2章 か ら,結 局 の と ころ,次 の よ う に要 約 で き

る。 中央 ア ンデ ス 南 部 の 民話 に お いて,栽 培 植 物 の 起 源 とい うメ ッセ ー ジ は,天 と地

の 間 の ロ ー プの 切 断 によ る キ ッネ の死 体 の 四散 と い う構 成 を通 じて伝 え られ る。 切 断

と四散 と い う形 式 は北 部 の コル タモ ンテ に 反覆 され,木 を 切 り(切 断)飾 り物 を 奪 い

合 う(四 散)と い う行 事 を 構 成 す る26)。 この構 成(し たが って形 式 も)は モ ンタ ー 二

25)中 央 アンデスの家畜増殖儀礼 については友枝[1978a:1-39]を 参照。

26)コ ルタモ ンテで木を切 る場合 に,天 地 の上下同様 に木の上下関係が意味を もち得 ることは行

　事2に あ り,次 年の役 を引き受けた組 の女が木の下部を,男 が上部を取 る。飾 りつ け(木 の上　
部)は 女の役 目であ る。木が地面 に倒れた衝激で実際 に飾 り物 は散 るし,見 物人(主 として子

　供)が 「腹 をすかせた小鳥のよ うに」群が るし[DAvlLA　 1952:865],「 ハゲ タカのように食物　

をむさぼ り食 う」[HoussE　 1946:131]。 食物 の奪い合 いが危 険なので,行 事3で はあ る時期

　 か ら食物は飾 りつけない(c£p.265)。
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ヤの 神 話 に反 覆 され,始 源 的 な 木 を切 って(切 断)散 った 果 実 を 拾 って 畑 に 植 え る

(四 散)と い う神 話 構 成 を 通 じて,栽 培 植 物 の 起 源 とい うメ ッセ ー ジ が伝 え られ る2?)。

ア ンデ ス南 部 の民 話 とモ ンタ ーニ ャの 神 話 は,構 成 に お いて は異 るが,形 式 に お いて

一 致 し
,栽 培 植物 の起 源 とい うメ ッセ ー ジに お い て一 致 す る。

　 と こ ろで,モ ンタ ー ニ ャ神 話2の メ ッセ ー ジ は 栽培 植 物 の起 源 だ けで な く,同 時 に

人 間 の 死 の起 源 を扱 って い る。 また ア ピナ エ の 神話(c£P.266)は 栽 培 植 物 の起 源 と

同 時 に人 間 の老 齢 化 を 扱 って い る 。 この 栽培 植 物 と人 間 の死(あ るい は老 齢化)の 起

源 の 同 時性 は,ア マ ゾ ン神 話 に広 く認 め られ る 。 ジ ェ語 系諸 族 の一 連 の 火 の起 源 神 話,

お よび そ の変 形 と して導 かれ る栽 培 植 物 起 源 神 話 を 分 析 した 所 で,Levi-Straussは

「老 齢 化(あ るい は死)は,栽 培 植 物 と交 換 に,人 間 に よ って 支 払 わ れ ね ば な らな か

った 代 償 で もあ るか の よ うに,人 間 に対 して 押 しつ け られ る」[】LEVI-STRAUSs　 1964:

169]と 述 べ て い る。 オ カ イ ナ族 に よれ ば,人 間 は始 源 的 な木 を 切 り倒 して,栽 培 植

物 を 手 に は入 れ た が,そ のた め に死 を 経 験 す る よ うに な った ので あ る。

皿.嘘 つ きチ ワ コの証 言

　少なくとも形式のレベルでは,ア ンデス栽培植物起源の民話1-6は アマゾン栽培

植物起源の神話1-2と 一致 し,か つメッセージを共有 している。 しかしながら後者

の場合には,栽 培植物起源に加えて,人 闘の有限の生命(死 あるいは老齢化)の 起源

がある。アマゾンの栽培植物起源は,あ れこれの起源ではな くて,死 を伴 うものとし

ていわば特定化されている。 もしアンデスのキツネ民話(1-6)に も,何 らかの形

で死の起源が同時に含まれているとしたら,民 話1-6と 神話1-2の 意味上の一体性

は,よ り密度を増すといえるであろう。本章の目的はそれを検証することである。

　すでに指摘 したように,民 話1-6(栽 培植物起源)の 構成のインヴァーションが民

話7で ある。両者の間には次のような相関し合 った変形があった。〔民話1-6〕 →〔民

話7〕:〔 栽培植物前〕→〔栽培植物後〕:〔コン ドル/主 人公(キ ッネ)〕→〔コンドルU

主人公(若 者)〕:〔主人公の死〕→〔主人公の生還〕。そしてメッセージの変化は 〔栽培

植物起源〕→〔若返 り〕であった。構成の局面での転倒が必然的にメッセージの転倒を

意味するという保証はないが,民 話1--6の 栽培植物起源を民話7の 《死を遠ざける若

返り》の逆 と一応想定することはできよう。

27)ア マゾン神話の神秘的な木の上下が天地の上下 と関連す ることは先 に指摘 した(cf・　p・266)。

　神話2の 神秘的な木 に関 しても,天 地の上下関係 と結 びつ く可能 性が残 されている。Girard

　の記述 に混乱があって はっき りしないが,殺 された蛇(木 の父)は 天上存在で もあった ら しい。
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　実際,〔民話1-6〕 →〔民話7〕 への変形に対応 していた 〔マチゲンガ神話(栽 培植

物起源)〕→〔ピーロ神話(若 返 り)〕の間には,そ れが成立 している。マチゲ ンガ神話

では,栽 培植物を天界か ら手に入れた人間は,あ たかもその代償として,死 後に天界

の月に食べ られる運命を辿るようになる。この神話は,他 の栽培植物起源アマゾン神

話のように(た とえば神話2),人 間の死を地上で扱わず,天 界で扱っているだけで

ある28)。以上の指摘を した上で,あ らためて民話1-6お よびその変形としての別の

民話を検討していくことにする。㌧

　民話1-6と 神話1-2は メ ッセージと形式で一致しているものの,両 者は構成のレ

ベルでは相異なっている。そこで注目されるのは,ア ンデス民話の起源の過程には人

間が一切参与していないことである。アマゾン神話では,神 秘的な木を切り倒すこと

によって,人 間は栽培植物の獲得に直接,積 極的に参与する。つまり人間は神話構成

の重要な要素となっている。 民話1-6は,破 裂 したキッネの腹から飛び散ったもの

が地上栽培植物の起源となった,と 語 っているだけで,ど のテキス トを検討しても,

キッネの 《おかげ》で人間が栽培植物を手に入れることができた,と いうニュアンス

さえうかがえない。

　またアマゾン神話は,栽 培植物前の状態を 「土を食べていた」とか 「腐ったものを

食べていた」と特定化 し,栽 培植物の獲得による人間状態の根源的移行を明確にして

いるが,民 話1-6の 栽培植物前は特に規定されていない。 わずかに民話1が,地 上

世界では腐ったものを食い,当 時のキッネの口は小さかったとして,現 実世界 との転

倒状態を暗示している傷現実にはキツネの【ユは大き一くて,生 肉食であ り,民 話の中で

キッネと対立的扱いを受けるコンドルの方が腐肉食である(話 のコンテクストからい

って栽培前のコンドルは腐肉を食べていなかった)。 しかしながら,い ずれにしても,

民話は人間存在について全 く無関心な態度をとることには変りがないといえる。

　 もし民話1-6に 人間を直接に参与させたとしたら,それは新たに構成要素が加わる

ことであり,民 話構成上の変形が生 じるであろう。実際に,ア ンデスの栽培植物起源

を扱いながら,ア マゾン神話と同じくそこに人間存在を参与させている民話が,中 央

アンデス南部にあり,民 話1-6の 変形 として導くことができる。次の民話がそれで,

民話1の 採録者Paredesが ボリビア領高地のポ トシ県の同じ村で得ている。

28)マ チゲ ンガ族には人間の死 の起源を扱 った別 の神話 がある。それによ ると,創 造 の神 は人間

　を柔 らかい木で作 り,そ れに苦情をいった人間に腹をたてて,死 ぬ ように運命づけた。 も し堅

　 い木で作 られていた ら人間は死ぬ ことはなか った[FERRERO　 1966:385]。 これ は後出のチ ワコ

　民話にある柔 らかい歯の起源 と相似の関係 にあ り,マ チゲ ンガ族の神話は人間の死を扱 い,チ

　 ワコ民話は 《人間の歯 の死》つ まり 《部分的な死》の起源 を扱 う。
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　民話31大 地が完全に丸裸で,動 物たちは弱肉強食の争いをしていた。それを憐れ

　んだ神はキツネを呼び,た だ一つの畝にこの全ての種子(複 数)を 蒔 くと一本の木

　が生え,ジ ャガイモ,ト ウモロコシ,キ ヌア,カ ニャワがそれに実 り,必 要な食糧

　が手に入るだろう,と 人間たちに伝えさせた。当時は小さくて美 しい形の口で口笛

　を吹 くような話 し方を していたキッネは,人 間や動物を集め,色,大 きさ,形 に応

　 じてこれ らの種を選び分け,一 つ一つ違 った土地に植えるように,と いった。 人

　々は一生懸命働いて,苦 労のあげくに作物を育てあげた。 あとになって神はキッ

　ネの嘘を知 り,罰 として口を耳の所まで裂いて,嘘 つきにふさわしい大口にした

　 [PAREDEs　 l953:25-26,　 repr・1973:62]。

　 この民話ではキツネは神の指示を伝えるメッセンジャーで,神 と人間の間にあって

悪意を含んだ仲介伝達をし,そ のた めに現実の栽培植物とそれを育てるための労働

(労苦)が 人間世界に起源 したということになる。 テキス トでは神はSer　 Supremo

とあり,こ れはキリス ト教的な至高神である。アンデスの人々は神が天界に存在する

と普通には考えている(こ の点は後の民話32で より明らかになる)。民話1-6の キッ

ネも天界か ら地上界へ栽培植物を運ぶメッセンジャーであった。神がいる天界の栽培

植物は神秘性を帯びていたが,現 実に地上界に起源する栽培植物は,あ り得たかも知

れぬものに比べて,人 間の労苦を必要とするゆえに劣っている。地上に起源する栽培

植物を,そ うした意味で,特 定化していない民話1-6で は,天 界の栽培植物の神秘

性 もはるかに薄れている(民 話6の カニャワだけが神秘性を有 しているが)。

　天 と地の関係をめぐって,地 上に栽培植物が起源する過程に関 しては,民 話31と 民

話1-6の 間には次のような対応がある。〔民話31〕→〔民話1--6〕:〔天の神がキツネに

渡した種 々の栽培植物の種子〕→〔天の宴会でキツネが食べた種々の栽培植物〕:〔種々

の種子が一本の木になる〕→〔種々の栽培植物がキツネの腹に入る〕:〔別々の畑に蒔 く

栽培植物の起源〕→〔四散状態での栽培植物の起源〕。一方民話31と 神話1-2の 対応も

明 らかで,〔民話31〕→〔神話1-2〕:〔 一本の木に種 々の栽培植物がなるはずだ った〕

→〔一本の木に種々の栽培植物がなっていた〕:〔 キツネの嘘により別々の畑に植える

栽培植物の起源〕→〔木を切 り散らばった果実を植える栽培植物の起源〕。

　要素的にみても構成全体からみても,民話31が 同じ中央アンデスの民話1-6に 近い

ことは明らかで,地 上の栽培植物起源の原因者は依然としてキッネだし,そ の仲介者

としての役割は天界 と地上界の関係をめぐっている。 あたかも民話1-6の 構成 に人

間の参与という新しい要素を取り入れたかのごとき民話31は,民 話1-6の 構成 を踏

襲しかつそれを変形して,独 自の構成をなすにいたっている。この観点か らすると,
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神 話1-2の 構 成(異 種 の 栽 培 植物 が な った 一 本 の 木 を 切 り倒 し,散 らば った果 実 を 植

え る)は,民 話31の 部 分構 成(一 本 の 木 にな るは ず だ った異 種 の 栽 培植 物 を 別 々の 畑

に植 え る)と な って い る。 民 話31の 基 本 構 成 が天 と地 の 関 係 を め ぐって い る こ と は,

次 の ク ス コ地 方 の短 い簡 明 な ヴ ァー シ ョ ンが 明 らか にす るで あ ろ う。

　 民 話32　 い つ の 頃だ か はわ か らな い が,タ イ タチ ャTaytachaは 一 本 の植 物 に人 間

の 食 べ る全 て の作 物 が実 る よ う に指示 した。 植 物 のて っぺ ん に小 麦 が,脇 に は五 本,

十 本 の トウモ ロ コ シが,そ して 根 には ジ ャガ イ モ が実 る はず だ った 。 しか しパ チ ャマ

マPachamamaが そん なに 沢 山 の実 りを与 え るわ け には い か な い と怒 って抗 議 した 。

以 来 ジ ャガ イモ,ト ウ モ ロ コ シ,小 麦 は別 々に実 る。 も しパ チ ャマ マの 抗議 が な か っ

た ら,人 間 の 女 も 一 度 に五 人,十 人 の 子 供 を 生 む こ と にな って い た[VALDERRAMA

1977:57]Q

　 民 話31に 比 べ て 断 片 的 で あ る が,天 と地 の 関係 を 明瞭 に扱 って い るの は 興 味 深 い 。

タ ィ タ チ ャは ケ チ ュア 語 で カ トリ ックの 神(キ リス ト)の こ とで あ り,一 般 に は 天 上

の存 在 と され て い る。一 方 パ チ ャマ マは,普 通 に は地 母 神 あ るい は大 地 の 母 と 訳 さ れ

る よ うに,地 上(む し ろ地 下)存 在 で 女性 的 性格 が与 え られ て い る。 民 話32は,仲 介

者 の キ ッ ネ を消 去 し,天/地(む しろ地 下),男/女 の対 立 的 関係 か ら,現 実 の 種 々

の 栽 培 植物 が生 じた と語 って い る。 これ と反 対 に次 の ヴ ァー シ ョ ンは 民話31に 比 べ て

非 常 に詳 し くな って い る。 これ は ボ リビア高 地 ス ク レ県 カ ンチ スCanchis地 方 の ヤ

ンパ ラ エスYamparaezで 民俗 学 者 のCostaに よ り採 集 され て い る。

　 民話33神Diosが 世 界 を 創 造 し,人 間,大 地,動 物,植 物,太 陽,月,星 を 創 っ

　 た 。 これ らに色 や性 質 を 備 え させ る の は後 の仕 事 に残 し,そ の と きに な って,被 創

　 造 物 へ 自分 の意 図 を伝 え るた め に,神 は誤 って キ ッ ネを 仲 介 に選 ん だ ので,創 造 は

　 不 完 全 に な った 。 天 上 か ら 「人 間 は衣 服 な しで 裸 で 暮 らせ る よ う腰 を覆 う羽 毛 を 与

　 え る」 と神 は伝 え た が,人 間 は,何 故 だ か わか らない が,こ の 声 を 聞 か なか った の

　 で,キ ッ ネ に神 が何 とい った か と訊 ね る と,キ ッ ネは 女 た ちが 働 いて衣 服 を作 るか

　 ら,糸 をつ む ぎ,指 の腹 が はれ,胸 が痛 む まで 仕 事 を せ よ と い った,と 教 え た。 神

　 は 畑 に種 を蒔 く必 要 は な く,木 や 草 が容 易 に実 をつ け,ト ウ モ ロ コ シの 果穂 の先 に

　 小 麦 が実 る とい うが,人 間 に 問わ れ た キ ッ ネ は,大 地 に種 を ま き,労 働 を して暮 ら

　 し,植 物 は神 の 真 実 の子 で あ る動 物 の た め に と って お か れ る,と 教 え る。神 は人 間

　 は 一 日に一 度 食 事 を す れ ば良 い とい うが,キ ツネ は 日 に三 度 食 事 をせ よ,特 に 怠 け

　 者 の女 た ち は この 掟 を し っか り守 れ とい った 。 羊 は青,赤,緑,白,黒,黄 の虹 色

　 を 備 え,着 飾 る の に糸 を 染 め る ことは な い と神 は い うが,キ ッ ネ が羊 の 色 は 白,黒,
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　 茶 の 三 色 限 りで,ほ か の色 に染 めた けれ ば金 を払 って アニ リンを買 い 求 あ よ と伝 え

　 る。 キ ツネ が 指示 す るた び に,事 態 は そ の通 りに定 ま り,創 造 主 の 指 示 に 不 満 だ っ

　 た 人 間 が,キ ッネ を介 して 衣 服 の作 り方 を 神 に 問 うと,壺 の 中 に少 し羊 毛 を 用 意 す

　 れ ば,全 て を 美 しい糸 に変 えて や る と神 は い った が,女 た ちは生 涯 糸 つ む ぎ と機織

　 りで 暮 ら し,望 み は 叶 え られ ぬ,と キ ッネ は 神 の返 答 を 伝 え た。 キ ツネの 気 ま ぐれ

　 で 世 界 が創 られ,人 間 は 神 の 意 図 を 暗 めて 受 け 入 れた[CosTA　 1950:166-168,

　 repr・PAREDEs　 1953:21-23,1973:62-65]。

　 創 世 記 の ア ンデ ス 版 と もい え る この長 い 民 話 は,栽 培 植 物 だ けで な く,そ れ を含 め

た 人 間 文 化 の 起 源 とい った もの を扱 って い る。 しか しそ の構 成 は 民話31と 全 く同 じで,

そ れ を繰 り返 し話 を つ な げ て,種 々の起 源(衣 服,栽 培植 物,食 事 習慣,染 色 の発 生

で,い ず れ も人 間 の 労 苦 を と もな う)を 語 って い る。 天 上 の神 と人 間 を 仲介 す る キ ツ

ネ は,物 を運 ぶ 民 話1-6の 主 人 公 と違 って,神 の伝 言 を 運 ぶ メ ッセ ンジ ャーで あ り,

この点 で 民 話31の キ ツ ネは両 方 を 運 ん で い る。 民 話33に は人 間 が神 の 声 を 聞 か な か っ

た の で とあ り,天 と地 の 通 信 にお け る切 断 を明 らか にす る 。 そ の結 果 と して 人 間界 に

労 苦 を と もな う栽 培 植 物(あ るい は 種 々の文 化)が 起 源す るの だ が,民 話1-6で は,天

と地 をつ な ぐ ロー プ の切 断 の 結 果 と して,地 上 界 に栽 培 植 物 が 四 散 して 起 源 して い る。

　 民話31-33で は,現 実 の 栽培 植物 や文 化 は,あ り得 た か も知 れ ぬ 理 想(神 秘 的)状 態

に比 べ て,は るか に 劣 った もの と して 規 定 さ れ て い る。 この悲 観論 的起 源 に よれ ば,

人 間 は い わ ば 嘘 つ きキ ツ ネ の 《せ いで 》 栽 培 植物 を手 に入 れ させ られ た ので あ る。 民

話1-6が 起 源 す る栽 培 植 物 に ポ ジテ ィヴ な価 値 を 与 え ず,キ ツ ネの 《お か げ》を感 じ

させ ない の は,民 話31-33の 悲 観 論 的起 源 と関 連 した もの に な る。 また この 点 で,ク ス

コ地 方 の 村 で は,栽 培 植 物 に 形 態 が 似通 った あ る種 の 野生 植 物 を ア トフ ・・Neパatoq

papa(キ ッ ネ ・ジ ャガ イ モ),ア トフ ・サ ラatoq　 sara(キ ツ ネ ・トウモ ロコ シ)と

呼 ん で い る こ と も[MEJIA　 1931:23-24],あ わせ て考 慮 す べ きで あ ろ う。

　 と こ ろで,民 話1-6と 民 話31-33は いず れ も中 央 ア ンデ ス南 部 で 採 録 され た もの ば

か りで,特 に 民話1と 民話31はParedesに よ り同一 村 か ら採 集 され て い る。一 定 範 囲

に あ る二 つ の民 話 グル ー プに は歴 史 的 な関 係 が あ る と考 え るべ きで あ る。 この 場合 可

能 性 が高 い の は,数 多 い ヴ ァー シ ョンが中 央 ア ンデ ス の南 部 一 帯 に伝 わ って い る キ ッ

ネ の墜 落 死 の話(栽 培 起 源)に,ボ リビアで 新 しい 要素 が 加 え られ て,嘘 つ き キ ッ ネ

の 民話 が成 立 した とい う こ とで,そ の反 対 は想 定 し難 い 。 実 際,中 央 ア ンデ ス ー 帯 に

嘘 つ き キ ッ ネ の モ デ ル と な り得 る民 話 が あ る。 次 の 二 つ の 民話 が それ で,ペ ル ー 領 中

部 の ア ヤ クチ ョ県 の パ リナ コ チ ャスParinacochas地 方 で採 録 され て い る。主 人公 は
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チ ワ コchihuacoと い う鳥 で,大 き さは 山鳩 ぐ らい で,ア ンデ ス高 地 で は ど こで で も

見 か け るツ グ ミの一 種 で あ る。

　 民話34昔 の こと父 な る太 陽 は チ ワ コに命 じて,何 か を作 る と き に は材 料 を ア リ ・

　 マ ンカ チ ャAri-Mancachaと い う壺 に入 れ,望 み事 は この壺 に頼 めば 良 い,と 人

　 間 に伝 え させ た 。実 や 葉 を 壼 に入 れ るだ けで 望 む 食 物 が す ぐに 出 来,マ ゲ イで も綿

　 で も毛 糸 で も,そ れ を壺 に入 れ るだ けで布 が 出来 る はず だ った 。 しか しチ ワ コ は,

　 食 物 を と るた め に は土 地 を耕 や し,種 を蒔 き,収 穫 し,大 い に 働 き,な ま物 を 食 べ

　 ず,種 々の 材 料 を使 って料 理 し,衣 服 を着 る の に は,ア ル パ カ を 飼 い,糸 を染 め,

　 織 り物 に し,や っか い な仕 事 を しな けれ ば な らな い,と い った 。 あ とに な って 太 陽

　 は人 間 が休 み な く働 き苦 労 して い るの を 知 り,チ ワ コを 罰 し,腸 が 一 本 しか な い よ

　 うに した ので,チ ワ コは い つ も空 腹で 食 物 を 探 して ま わ る[SALAs　 1944:98-99]。

　 民 話35　 世 界 の 始 ま りに,人 間 が苦 労 せ ず に済 む よ う望 ん だ 神 は,チ ワ コに命 じて,

　 ア リ ・マ ンカ チ ャの 壺 に入 紅 て 衣服 や食 物 を作 る よ うに,と 人 間 に伝 え させ た 。 し

　 か しチ ワ コは火 を 使 って 料 理 し,一 日に三 度 食 事 を し,衣 服 の た め に糸 を つ む ぎ,

　 仕 立 て ね ば な らない と伝 え,人 間 は神 の掟 だ と思 って チ ワ コの い う通 りに した 。 嘘

　 を 知 った 神 は怒 り,こ れ か らは お 前 の 胃袋 に は何 も残 るま い,腸 が一 本 だ けで 食 物

　 がす ぐに 出て しまい,空 腹 に悩 ま され る とい った[MARTINEz　 l951:503-504]。

　 二 つ の 民 話 は 同一 地 方 か ら採 られ た もの で あ り,内 容 は 同 じで あ る。両 方 を 重 ね る

こと に よ り,チ ワ コが もた ら した事 物 の起 源 は次 の よ うにな る。 栽 培植 物 とそ れ に伴

う農 耕 労 働 の起 源,衣 服 とそ のた めの や うか い な仕 事 の起 源,火 を 使 用 し料 理 す る食

物(栽 培 植物)の 起 源,一 日に三 度 の 食 事 習 慣 の 起 源 。嘘 つ きチ ワ コは民 話33の キ ッ

ネ と全 く同 じで あ る。 した が って民 話31,33(嘘 つ きキ ツ ネ)は,起 源 にか か わ る人

間 の 参与 とい う新 しい 要素 が加 わ る もの と して,民 話1-6(墜 落 死 キ ツネ)の 構 成 変

化 で あ るが,上 記 民話(嘘 つ きチ ワ コ)に 関 して は 単 に 主人 公 が チ ワ コか らキ ッ ネ に

な った だ けの ヴ ァー シ ョン とい う こ とに な る。 チ ワ コの 話 は ア ヤ ク チ ョ県 で は ラ ・マ

ルLa　 Mar地 方 の チ ユ カ スChillcasに もあ る。

　 民 話36　 神 は 人 間 の歯 を鉄 で つ くるはず だ った が,神 の 決 定 を伝 え にや って きた チ

　 ワ コは 「お前 た ちの歯 は澱 粉 トウモ ロ コ シ(白 い トウモ ロ コ シ)で つ くられ て,柔

　 らか い」 と叫 ん だ の で,神 が定 めた 通 りに な らず,チ ワ コの い う通 りに な って し ま

　 った が,神 は チ ワ コを 罰 して皮 膚 病 に悩 む 鳥 に した[MoRoTE　 1954;110]。

　 民話37神 は衣 服 の た め に人 間 が あ ま り働 か ず に 済 む よ うに,衣 服 は ただ の 木 の 葉

　 で つ くられ る ときめ た 。 そ の触 れ を チ ワ コ に伝 え させ た が,人 間 が 木 の葉 を ま と う
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　 だ けな の は 馬 鹿 げ て い るか ら,仕 事 を して 衣 服 を つ くらね ば な らな い とチ ワ コが伝

　 えた の で,そ の 通 りに人 間 はつ む ぎ,染 あ て,布 を 織 る。 チ ワ コは罰 され て 空 腹 と

　 か い せ ん に悩 ま され て い る[MoRoTE　 l954:111-112]。

　 民 話38神 は 人 間 が全 て の野 生 の 実 を食 べ ると定 め,こ れ を チ ワ コ に伝 え させ た が,

　 チ ワ コが,犂 を ひ い た り,草 を と った り,仕 事 を して,六 カ月 た って 収 穫 し,そ れ

　 を人 間 は 食 べ る とい った ので,そ の 通 りに な った が,チ ワ コは空 腹 とか いせ ん の 罰

　 を受 けた[MORρTE　 1954:111]。

　 民 話39　 神 は チ ワ コを使 って,パ ンパ スPampasの 村 か ら ア ヤ ク チ ョの町 ま で の

　 道 は短 くて,一 日 の距 離 にな る と い わせ よ うと した が,チ ワ コは 二 日の 道 の りだ

　 と嘘 を つ い た 。 怒 った神 は チ ワ コを 罰 し,絶 えず 跳 ね て 歩 き,口 か ら尻 まで 腸 が

　 真 直 で,空 腹 で 苦 しむ 鳥 に した が,世 界 の不 完 全 さ は 神 を欺 いた 鳥 のせ い で あ る

　 [MOROTE　 l　954:112]。

　 上 記 四 つ の 話 は 同一 の イ ンフ ォ ー マ ン トに よ って い るが,採 録者 は独 立 した ヴ ァー

シ ョ ンと して 扱 って い る 。天 上 の神 と地 上 界 の人 間 の仲 介 を し,天 の指 令 を変 え て 伝

え る とい う構 成 の 繰 り返 しで あ るか ら,そ れ が一 連 の話 を な す か別 個 に扱 われ るか は,

あ ま り問 題 には な らな い 。 チ ユ カ スの チ ワ コが起 源 す るの は,柔 らか い歯,衣 服 と労

働,栽 培 植 物 と労 働,遠 くな った 道 の りで,い ず れ も劣 った もの と して起 源 して い る。

さ らにMoroteは ク ス コ県 か らもい くつ か 採 録 して い る。

　 民 話40　 神 は 人 間 が一 日 に一 度 食 事 を す るの が適 当 と考 え,チ ワ コに そ う伝 え させ

　 た が,チ ワ コは 一 日に三 度 か 四度 食 べ よ と嘘 をつ い た ので,そ の 通 りに な って しま

　 　った 。 怒 った 神 は,今 日か らお前 は休 み な しに跳 ねて 暮 らし,夜 は空 腹 に襲 わ れ,

　 腹 をす か して 朝 を 迎 え る と呪 い,チ ワ コの腸 を真 直 に した の で,こ の鳥 はパ サ ・シ

　 キ(食 べ た 途 端 に糞 をす る)に な り,い つ も空 腹 に悩 ま され て い る。食 べ て ば か り

　 い る人 の こ とを チ ワ コ とい う[MOROTE　 l954:108]。
¶

　 民 話41神 は羊 が 十 二 色 を備 え,人 間 が 染 め 粉 を 買 う必 要 が な い よ うに き めた が,

　 そ の決 定 を伝 え る よ う依 頼 さ れ た ア カ クユhakakllu鳥 は,羊 の 毛 は 四色 に限 られ

　 　る と伝 えた ので,そ の 通 りに な り,ア カ ク ユ は罰 せ られ た[MoRoTE　 1954:112]。

　 上 記 二 つ は キ ス ピカ ンチ ス地 方 の ワ ロHuaro村 で 同一 イ ン フ ォー マ ンートか ら得 ら

れ た が,一 方 で はチ ワ コ,他 方 は ア カ クユ 鳥 に な って い る。 ア カ クユ はMoroteに

よ ると,ピ トpitoと も呼 ば れ,寒 冷 な高地 の草 む らに 棲 息 す る。 な お 鳥 類 学 者 の

Koepckeに よれ ば,ピ トと い う鳥 はColaPtes　 rupicola　Punaで キ ツ ツキ の仲 間 で あ る。

頭 頂 と くち ば しは灰 色 で,羽 根 は黄 色 に黒 の 棒 縞 と斑 点 が あ り,尾 は 黄 色 く,う な じ

282



友枝　 中央アンデスの民話とアマゾンの神話

の部 分 が赤 い[KoEPcKE　 I970:84]。 民 話41で は罰 の 内容 が わ か らな い が,ア カ ク

ユ の特 徴 は チ ワ コ と同 じに 嘘 をつ い た 罰 と して あ る 。次 の二 つ も ク ス コ県 で,民 話42

は キ ス ピカ ンチ ス地 方 の ウル コスUrcosの もの,民 話43は カ ンチ スCanchis地 方

シク ア ニSicuaniの もので あ る。

　 民 話42種 々の 棘 の あ る灌木 に は,そ れ ぞ れ に,今 つ け て い る実 の形 に応 じて,バ

　 ナ ナ,ア ンズ,ト ゥナ,オ レ ンジ の果 実 が 実 るは ず で,し か も果 実 は谷 だ けで な く

　 高 原 に も育 つ は ずだ った 。 知 らせ を告 げ る の に,神 が 誤 って ア カ クユ を送 り,こ の

　 鳥 が 果 物 は 川 の ほ と りの暖 い 所 に だ け 育つ と叫 ん だ の で,そ の 通 りに な り,怒 った

　 神 は アカ クユ の くち ば しを ひ きの ば し,い つ も岩 をつ つ い て 穴 を あ け て暮 らす よ う

　 に した[MoRoTE　 1954:111]。

　 民 話43　 ア カ クユ は もと美 しい 鳥 だ った 。 神 は この鳥 に命 じ,人 間 は 一 日}c-一度 食

　 事 をす る よ う定 め させ た 。 しか しア カ クユ は 神 が一 日に三 度 食 事 せ よ とい った,と

　 叫 び ま わ り,以 来 人 間 は 三度 食 事 をす る。 これ を 知 った神 は ア カ クユ の 羽 根 の 色 を

　 取 り上 げ,土 色 の に変 え,歌 え な い よ うに う な じの 所 か ら舌 を 引 き抜 いた 。 それ で

　 ア カ クユ は うな じの 部 分 に赤 い斑 点 が あ り,嘘 を つ い た 自分 を 呪 って 泣 い て い る

　 [MENDozA　 1940:40,　 cf.　MoRoTE　 l　954:109-110]。

　 民 話42は 何 故高 地 に は栽 培 果 実 が 育 た な い か と い う観 点 で 起 源 を 扱 って い る。 した

が って 現 実 の 種 々の灌 木 は,栽 培 果 実 に 形 が似 た 実 をつ け る野 生 植 物 で あ り,キ ツ ネ

の トウ モ ロ コ シや キ ツネ の ジ ャガ イモ とい う名 称 に 通 じる もので あ る(cfp.280)。

ま た この野庄 の 灌 木 が い ず れ も棘 を 存 して い る こと は,キ ッ ネ の死 体 か ら棘 の あ'るサ

ボ テ ンが発 生 した 民 話28(関 連 して民 話27)に 通 じ る もの と して,興 味 深 い要 素 で あ

る。 こ こで 扱 って い る チ ワ コ民話 の ヴ ァー シ ョ ンは,嘘 つ き キ ッ ネ民 話 も含 めて,人

間 文 化 の 起 源 を悲 観論 的 に規 定 す る こ とで 一 致 して い る。 栽 培 植 物 に限 る と,民 話31

その 他 は あ り得 た か も知 れぬ 神 秘 的植 物 に較 べ て 現 実 の は 劣 って い ると して起 源 物 を

扱 う。 ア ヤ クチ ョ県 の 民話38は,そ の理 想 的 植 物 が 神 の 予 定 す る野 生 植物 で あ った と

し,民 話42は 野 生 の 灌 木 に実 る栽 培 果 実 と して い る。 いず れ に して も,こ れ らの 民話

は神 秘 的 植 物 と野 生 植 物 を近 づ け,そ れ を 栽培 植 物 と対 立 させ る こ とで,自 然 と文 化

に 関す る態 度 を示 して い る。 チ ワ コ民 話 は さ らに ペ ル ー領 中部 の フ ニ ン県 に もあ る。

　 民 話44　 チ ワ コは 羽 根 が きれ いで,鳴 き声 も良 い,空 を飛 ん で い け る鳥 で,天 と地

　 の 仲 介 を つ とめ る神 の お気 に入 りで あ った 。 地 上 に人 間 が住 む よ うに な って,人 間

　 は死 ぬ ま で 長持 ちす る鉄 の 歯 に 恵 ま れ,三 日 に一 度 食 事 す る こ とに な る,と 神 は チ

　 ワ コ にい わ せ た 。 チ ワ コ は白 い トウモ ロ コ シ の 歯 を 備 え,一 日三度 の 食事 と伝 え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　283
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　 た 。 命 令 に そ む いた チ ワ コを 神 は 罰 し,き た な く醜 い鳥 に変 え,消 化 器 の部 分 を管

　 の よ うに して しま った ので,食 べ た 物 が た ち ま ち尻 か ら出て しま う。 見 え な い縄 で

　 足 を 縛 った の で,チ ワ コは地 上 を 跳 び は ね,あ ま り飛 ぶ ことが で きな い[9UIJADA

　 1954:5,repr.1969/70:152]。

　 チ ワ コの 羽 根 の 色,食 物 習 性,飛 び 方 な どの属 性 は,一 連 の 民 話 の 中 で,神 の処 罰

の 結 果 と して 説 明 さ れ て い る29)。QUijadaは チ ワ コの習 性 につ い て,い くつ か興 味

あ る指 摘 を して い る。 ワ ンカ ヨ地 方 の 農 民 の 間 で は,チ ワ コは雨 期 の 到 来 を前 触 れす

る鳥 と され,雨 が 降 るの を 喜 ん で 鳴 く。 これ は巣 作 りの時 期 と も一 致 す る ら し く,雄

雌 の チ ワ コが 争 って い る と,雨 が近 づ いて い る し る しで,巣 作 りや ひ なの 養 い に 雨 を

待 ち望 む 雌 が,そ ん な 関 心 の な い雄 と争 って い るの だ と され る。 チ ワ コが 鳴 きだ す の

は12月 の 半 ば か らで,雨 が 激 し く降 る1月 か ら3.月 は チ ワ コの一 番 楽 しい と きで,ギ

ンダ,メ ロ コ トン,ト ゥナ の 果 実 が豊 富 で,チ ワ コは果 実 畑荒 しの鳥 で あ る。 雨 期 が

終 る と チ ワ コ は歌 わ な くな り,悲 しそ うで,空 腹 を み たす の に,沼 地 を あ さ って ミ ミ

ズ をつ い ば み,糞 や 汚 物 ま で 食 べ る[QUIJADA　 1954:5-6]。

　 また この 鳥 は高 原 の 草 む らや 山頂 に貯 蔵 所 を 持 って い て,ソ ラマ メ,ト ウモ ロ コ シ,

小 麦 な ど を貯 え,夏 の 乾 期 に備 え る と もい われ て い る。 中 央 ア ンデ ス の農 耕 は 雨 期 と

乾 期 の サ イ クル に従 って 営 まれ て お り,雨 期 と乾 期 で 鳴 き声 が サ イ クル 化 して い るチ

ワ コが,栽 培 植 物,そ れ も労 働 を 伴 う農 耕 栽 培 の起 源 者 で あ るの は興 味 深 い 一致 で あ

る。 乾期 の貯 蔵 所 が 実 際 に あ るか ど うか わ か らない が,ア ンデ ス農 民 に と って は,乾

期 は雨 期 の 収穫 の貯 えで 生 活 す る季 節 で あ る。

　 チ ワ コは様 々な人 間 の行 為 のた とえ に も使 われ,汚 れ た 人 の こ とを ア ン ラ ・チ ワ コ,

下 痢 して い る人 の こ とを チ ワ コの よ うな 尻汚 し(ヘ チ ャ ・シキjecha　 siqui)と い い,

食 べ て ば か りい る人,落 ち着 き の ない 人 の こと を チ ワ コ の よ うだ と い う[Qupa)A

l954:9]。 汚 れ た 尻 ヘ チ ャ ・シキ は イ ンコに 対 して も用 い られ(c£P・247),と もに

畑 を荒 らす 害 鳥 で あ り,大 食 あ る いは 空 腹 の代 表 と な って い る。 ワ ンカ ヨ地 方 か ら も

う一 つ の ヴ ァー シ ョンが報 告 され て お り,こ れ は聖 書 に あ る ノア の 洪 水伝 説 と結 びつ

い て い る。

　 民話45　 神 は我 々の 父 ノア を 助 け るた め,世 界 の洪 水 の あ との 大 地 が 乾 いた か ど う

　 か を,白 鳩 に確 か め に行 かせ た。 長 旅 で 疲 れ た 白鳩 が もう天 界 に戻 れ な い と い うの

　 で,チ ワ コ が代 りに行 って や る と申 し出た 。年 老 い た ノ ア は チ ワ コを 鳩 だ と取 り違

29)Koepckeに よ る とチ ワ コは学 名でTardus　 c・　ehiguanco。黄 色 の 長 い くち ば し,地 上 を跳 ね て歩

　 く様子 や 尾 を 絶 え ず上 に あげ る習 性 な ど は,こ の鳥 の特 徴 で あ る ら しい[KoEPcKE　 1970:104]。
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え,ど う して 泥 だ らけか と問 う と,チ ワ コは大 地 の 泥 で 白 い羽 根 が汚 れた のだ と答

え た 。 信 用 さ れ た チ ワ コ は何 日か あ とに神 に呼 ば れ,人 間 は あ ま り働 く必 要 は な い

し,一 週 間 に 三 度 の食 事 で 充 分 だ し,人 の歯 は トウモ ロ コ シの よ うに 白 く,石 よ り

も堅 くな るだ ろ う,と 伝 え る よ う命 ぜ られ た 。 チ ワ コは 人 間 に 神 の 知 らせ だ と して,

時 間 を 無 駄 に せ ず 働 き,一 日 に三 度 の 食事 を し,そ の た あ歯 は 石 の よ うに 白 く,ト

ウモ ロコ シの よ うに堅 くな る,脳と伝 え た 。以 来 あ われ な ワ ンカの 人 々は,殆 ど丸 一

日働 き,食 事 を 日 に三度 と り,歯 は長 持 ちせ ず 虫 に 喰 われ て 痛 み に悩 ま され る。神

は あ とで 歯 の 抜 けか わ りを認 め た が,食 事 の こ とは そ の ま ま に き ま った 。 神 が 罰 と

して見 え な い糸 で 足 を 縛 った の で チ ワ コ は跳 ね て 歩 く。青 い実 だ けを 食 べ,'そ れ も

胃袋 にた ま らず尻 か らす ぐに 出 て しま う。 畑 か ら石 で 追 わ れ,夏 の果 実 の な い と き

は糞 を 食 べ て い る。 チ ワ コは 妻 や 子 供 に も見 捨 て られ た の で,今 で もそれ を探 して

泣 いて い る[VILLANEs　 1978:121-123]。

　 こ の話 は さ ら に色 の分 配 につ い て の エ ピソ ー ドが続 き,チ ワ コは そ の分 配 に あず か

る こ と がで きな か った ので,灰 色 の まま だ と チ ワ コの色 を 説 明 して い る。 これ まで の

と ころ嘘 つ き チ ワ コの民 話 は,主 人 公 が ア カ クユ 鳥 や キ ツ ネ に代 わ って い るヴ ァー シ

ョン も含 めて,十 ほ ど報 告 さ れて い る。 数 の 上 で は 墜落 死 キ ツ ネ の ヴ ァー シ ョンよ り

少 な い が,後 者 と違 って,中 央 ア ンデ ス北 部 に も分 布 して い る こ とが わ か る。以 下 の

は い ず れ もア ンカ シュ県 の もの で あ る。

　 民話46神 は美 しい豊 か な世 界 をつ く った が,歯 を 与 え る こと を忘 れ て いた 。 そ れ

　 で 神 は歯 を 包 ん でチ ワ コに運 ばせ た6だ が チ ワ コは そ の性 質 の ゆ え に,酒 を 飲 ん で

　 包 み を 置 き忘 れ,か わ りに 白 トウモ ロコ シで つ くった歯 を 入間 に と ど けた 。 そ れ で

　 人 間 の歯 は 虫 に 喰わ れ て しま う。行 為 を悔 い た チ ワ コは,償 い に,寒 くて 暖 を と り

　 た い とき は 固 い物 を石 に こす りつ けて火 を お こす 秘 密 を,人 間 に教 えた 。 チ ワ コの

　 科 を 知 った 神 は,二 度 と繰 り返 さぬ よ うに と,チ ワコを 血 が 出 るま で 鞭打 った。 そ

　 のた めチ ワ コの 尻 に は で き物 が あ る とい う[YAuRI　 l961:75,　 repr・1979:80ユ 。

　 民 話47世 界 創 造 の あ と,人 間 の 生 活 は豊 かで 畑 仕 事 もな く,雨 や 日で りの悩 み も

　 な く,怠 けて ば か りい た。 それ を不 満 と した 神 は チ ワ コに命 じて,一 日に一 度 だ け

　 食 事 をす る よ う伝 え た 。 チ ワ コ は長 旅 の途 中 で 怠 け,酒 に酔 い,伝 言 を 忘 れ た の で・

　 神 の命 令 だ か ら何 度 で も食 事 をす る よ う に,と 伝 えた ので,人 間 は 喜 ん で た らふ く

　 食 べ た。 そ れ ゆ え人 間 は今 で も 日に五 回 も食 べ て,仕 事 の時 間 を 無 駄 に す る。神 は

　 チ ワ コを 罰 し,足 を鎖 で 縛 った の で,以 来 チ ワ コは跳 ね て歩 く[YAURI　 1979:80

　 --8・1]。
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民 話48昔 の こ と地 上 に 増 え た人 間 は,必 要 にせ ま られ て 畑 を耕 し,小 麦 の 種 が 不

　足 した の で神 に送 る よ う依 頼 した 。 神 は ス ズ メ に種 を運 ば せ た が,こ の怠 け者 は途

　 中 で 袋 を あ けて地 上 に ば らま き,少 しだ け人 間 に とど け た。 怒 った 神 は ス ズ メ を鞭

　 で 叩 き,以 前 の美 しい金 色 の羽 根 は灰 色 にな り,コ オ ロギ を足 につ けた の で,ス ズ

　 メ は跳 ね て 歩 き,い つ も空 腹 で い う と神 に呪 わ れ た[YAuRI　 1961:124]。

　 上 記 三 つ の ヴ ァー シ ョンは 同一 の採 録 者 に よ る もの で あ る。 中央 ア ンデ ス 中,南 部

の もの と較 べ た 北 部 の ア ンカ シ ュ県 の ヴ ァー シ ョ ンは,も ち ろ ん構 成 自体 には 変 りが

な い が,幾 分 嘘 つ き チ ワ コの性 格 が弱 ま って い る よ うで あ る。 チ ワ コは嘘 の とい うよ

り誤 った メ ッセ ー ジ を伝 え る とい った方 が あ た って い る。 関 連 して い る ことだ が,民

話46の チ ワ コは柔 らか い歯 を 与 え た の を悔 い て,人 間 に火 を もた ら して い る。民 話 の

コ ンテ クス トか ら,火 はた と え代 償 にせ よ ポ ジテ ィヴ な価 値 の あ る もの と して起 源 し

て い る。 この 償 い と して の起 源 物 も南,中 部 の ヴ ァー シ ョ ンに見 られ な い 特質 で,北

部 の 民 話 の チ ワ コに対 す る扱 い は多 少 あ い まい にな って い る。 チ ワ コ民 話 の ヴ ァー シ

ョ ンが 一 部 に は 火 の起 源 を語 り,一 部 に は栽 培 植 物 の起 源 を扱 って い る こ とは,墜 落

死 キ ツ ネ民 話 の グル ープ が 栽 培 植物(民 話1--6)と 火 の起 源(民 話27)を 扱 って い る

ことが,単 な る偶 然 で な い こと を示 して い る。 また 起 源 とい うに は多 少 あ い まい で あ

った民 話35の 火 の 使 用 の 意 味 を,民 話46の チ ワ コが 明 らか にす る。

　 民 話49昔,人 間 は食 べ る こ とだ け に専 念 してい た 。 そ れ が誤 りだ と気 付 か せ よ う

　 と した神 は,チ ワ コを 呼 び,食 べ る こ と にか ま けて魂 の こ とを忘 れ ぬ よ う,こ れ か ら

　 一 日一 度 だ け食 事 を せ よ,と 人 間 に伝 え よ う と した。 チ ワ コ は入 間 に,好 きなだ け

　 何 度 で も食 べ よ,と 神 の命 令 と反 対 の こ とを 伝 え た 。神 は チ ワ コ に鞭 打 ちの罰 を与

　 え,チ ワ コの 尻 に はで き物 が あ る。 人 間 は 嘘 の命 令 に従 った ま ま,物 質 的 な こ とだ

　 け に関 心 を 抱 い て,精 神 的,道 徳 的 な こ とを な お ざ りに して い る[ANOMINo　 1945/

　 6:106]。

　 民話50神 は チ ワ コに命 じ,人 間 の歯 は 骨 で 出来 て い て,動 物 の は トウ モ ロ コ シで

　 出来 て い る と伝 え させ た。 神 の命 令 を反 対 に して チ ワ コが 伝 え,そ れ を神 が 罰 した

　 の で チ ワ コに は治 らな い傷 が あ る[ANoNIMo　 l　945!6:175]。

　 チ ワ コ民 話 の ヴ ァー シ ョ ンに は,い ず れ も天 上 の神 とい うキ リス ト教 的 観念 が あ る

が,特 に民 話49は 教 訓 的 で,地 上 存 在 の人 間 の 堕 落 へ の反 省 と な って い る。 チ ワ コ の

伝 言 以 前 か ら人 間 は堕 落 して い た の だ か ら,こ の話 で は起 源論 的性 格 は 他 の に 比べ て

うす れ て い る。 劣 った 状 態 と して 現 実 を規 定す る こ とに は依 然 と して 変 りは な い が,

他 の 話 が あ り得 た か も知 れ ぬ 理 想 に 現 実 を対 比 させ るの と違 い,こ の 話 は あ り得 るか
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も知 れ ぬ 理 想 に 現 実 を対 比 させ て い る。 次 の ヴ ァー シ ョン もア ンカ シ ュ県 で,ケ チ ュ

ア語 で 採 録 され て い る。

　民 話51大 昔 人 間 が 存在 す る前 の こ と,全 能 の神 は チ ワ コを メ ッセ ンジ ャー と して,

　 し っか りふ た を した 金 の壺 を渡 し,大 きな川 に捨 て る よ う指 示 した が,好 奇 心 の強

　 い チ ワ コ はふ た を あ け て しま う。 壺 か ら シ ラ ミ,ノ ミ',ピ ケ(ダ ニ の一 種)や 全 て

　 の 病気 が とび 散 り,チ ワ コは あ わて て 空 の壼 を 捨 て た が,シ ラ ミに襲 わ れた 。神 の

　 所 に 戻 って シ ラ ミ取 りを して い て嘘 がば れ,神 に厳 し く鞭 で 叩 か れ た の で,以 来 チ

　 ワ コの 尻 は汚 れ て い る[CARRANzA　 l　978:31-32]。

　 民話52　 同 じ大 昔,創 造 主 は チ ワ コに,人 間 は 三 日 に一 度 だ け食 事 を す るよ うに,

　 鹿 が 襲 うか ら人 間 は武 器 を 携 え よ,と 伝 え させ た。 チ ワ コは高 い 山か らや って 来 て,

　 人 間 は一 日に 三 度 食事 を し,鹿 を 襲 うた め に武 器 を携 え よ,と 神 の言 葉 を 伝 え た の

　 で,以 来 人 間 は一 日に三 度 食 事 を し,食 料 と して 鹿 を 狩 る30)。 神 は チ ワ コが ど ん な

　 風 に伝 えた か を 知 って,以 後 予 告 者 と して用 い だ ので,夜 明 け,日 暮 れ,雨 の た び に,

　 キ ッネ,プ ー マ,山 猫,蛇 の 出現 の た び に,前 触 れ をす る[CARRANzA　 l　978:32-

　 33]。

　 民話51-52は 言 語学 者 に よ り同一 の イ ンフ ォ ー マ ン トか ら ケ チ ュ ア語 で 採 録 され て

い る。 二 つ の話 は連 続 して 語 られ て お り,チ ワ コが 全 て の厄 災 の原 因か と訊 ね た 採 録

者 に対 して,イ ン フォ ー マ ン トは そ うで もな い と して,民 話52を 引 き続 き語 って い る。

つ ま り三 度 の 食事 と鹿 の狩 は チ ワ コの 《おか げ》 で あ り,厄 災 の 原 因者 の償 い と して

起 源一した の で あ り,同 じア ンカ シ ュ県 の民 話46の 火 の扱 い と一 致 して い る。一中央 ア ン

デ ス北 部 の チ ワ コは,中,南 部 の 民話 に 比べ て 性 格 が あい ま い で あ るが,あ る い は そ

れ ゆ え に,本 章 の 目的 で あ る これ らの 民話 の メ ッセ ー ジを 検 討 す る上 で,重 要 な手 懸

りを 与 え て い る。

　 一 日に三 度 の食 事 習 慣 の起 源 を扱 った ヴ ァー シ ョンは,民 話33,35,40,43,45,

47,49,52と 数 多 い が・ 民話52だ ヴ が例 外 で,他 は い ず れ もあ り得 た か も しれ ぬ 一 日

一 度 の食 事 に対 して劣 った もの とそれ を 規 定 して い る(民 話47i,49は 人 間 状 態 の 堕 落

へ の 反 省 と して,あ り得 る一 日一 食 と対 比 させ て い る)。 民話52は 現 実 の 食 事 習 慣 を

肯 定 的 に扱 うが,そ れ は民 話51(同 一 の イ ンフ ォ ー マ ン トに ょ る)が チ ワ コを 厄 災 の

起 源 者 と して い るの と関連 して い る。 つ ま り民 話51-52は,全 て の 病気 と い う 《死 の

30)狩 猟 に関 して鹿 と人間の立場が逆転 している。チワ コ民話 には堅 い歯 と柔 らかい歯の逆転 を

　 扱 ったもいのが多い(民 話36,44-46,50)。 モ ンターニ ャのカ シボCashibo族 の話 は二つ を

　 組み合わせた起源 にな っている。神 は人間に堅 い歯を鹿 に柔 らかい歯を与え るはずだ ったが ・

　 鹿が泣いて頼んだので,反 対に し,そ れで人間の歯 はもろい[EsTRELLA　 l977:76]。
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原因》の導入に対する償いとして,三 度の食事を肯定的に扱っている。いいかえれば,

人間はその存在の以前か ら(民 話51は 厄災の起源を人間が存在する前としている)死

すべき運命にあり,い わばそのかわりに三度の食事という大食を許される。オカイナ

族の神話2は 土を食べていた人間が豊富な食糧を手に入れ(栽 培植物の起源),そ の

かわりに永遠の生命をそう失する。両者の違いは食物の獲得と死の起源の前後関係を

入れ替えただけのものとなる。

　アンカシュ県の民話は火の起源についても,三 度の食事と同じ扱いをしている。民

話46の チワコは柔らかい歯を人間に与えたあとで,火 の使用の秘密を教える。柔らか

い歯の起源は民話36,44-46,50に もあり,い ずれもそれをあり得たかも知れぬ堅い

歯に比べて,劣 ったものとしている。柔らかいつまり消耗する歯は人間の《小さい死》

とか 《部分的死》とでもいうべきものであり,人 間はそれを経験す るようにな ったか

わりに,火 を有用なものとして獲得 している。Levi-Straussに よれば栽培植物起源と

一体をなしている火の起源神話(ア ピナエ族)は
,火 の獲得に伴う人間の死の起源を

扱っている。

　火の起源を扱っているもう一つのヴァーションはアヤクチョ県の民話35で ある。こ

の場合は火だけの起源ではなく,火 でなまものを料理することの起源であり,そ れは

やっかいな仕事として,ア リ・マンカチャの神秘的料理に比べて劣っている。中,南

部の嘘つきチワコはいずれもその性格が明白で,全 ての起源物はあり得たかもしれぬ

ものに対 して劣 っている。しかし北部の民話のやり方にしたがえば,上 記の火を使 っ

た料理の起源は,《 人間は料理を獲得するが,同 時にそれは労苦を強いられる》と読

むことができる。実際,中,南 部の民話の全てが起源物を否定的に扱うのは,そ れが

労働もしくは労苦を伴うという理由だけからである。

　結局のところ,中 央アンデスのチワコ民話は,神 話2や その他アマゾン神話が栽培

植物獲得の代償 としての死あるいは老齢化の起源を直接に扱うのとちがって,起 源物

の獲得に伴う労苦,労 働の起源として間接的に死を扱っているということになる。死

の起源というアマゾン神話の明白なメッセージは,中 央アンデスの民話の中では,柔

らかい歯とか労働の起源として,弱 められて伝えられている。チワコ民話が扱う起源

の過程には,人 間は神の指令の受け手として直接に参与している。 しか しその参与の

仕方は,神 秘的な木を切 り倒すという積極的な参与に較べると,は るかに消極的,受

動的である。死の起源のメッセージが強いか弱いかは,こ の相達と関連 している。

　 嘘つきチワコ民話のヴァーションの一つである民話31は 種々の栽培植物の起源を扱

い,他 の起源物同様に,そ れが労働を伴うゆえに否定的に扱われている。この民話の
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中では,人 間の労働 もしくは労苦は,本 来一本の木に種々の作物が実るはずだ ったの

に,キ ツネの嘘により,種 子を選り分け別々の畑に植えねばならなかったことによっ

て,生 じている。つまり神秘的植物に比べた場合,現 実の栽培植物は 《拡散》 した状

態で扱われねばならないために,労 働を伴 う。

　 1～2章 に検討 してきたことから次の結論が得 られるであろう。1。　 中央アンデス

南部にのみある栽培植物起源民話1-6は,南,中 部に広 く分布する天界へ昇 った主人

公が墜落し破裂死するという構成をもった数多い民話の一部であり,栽 培植物起源の

メッセージを有する。2.　 中央アンデス北部にはこの構成をもつ民話は見当らないが,

民話構成が備えている切断と四散の形式は,木 を切り倒し飾り物を奪い合 うという構

成のコルタモンテ行事と一致 している。3.中 央アンデス北,中 部に広く分布するコ

ルタモンテは,目 下の段階では明らかなメッセージを欠いているが,こ れと歴史的関

連を有することが確実なモンターニャの栽培植物起源神話は,前 者 と構成において一

致し,栽 培植物 と死の同時起源というメッセージを有する。4.　 中央アンデスの民話

1-6と モンターニャ神話1-2は,し たがって形式(切 断と四散)に おいて一致 し,

かつ栽培植物起源のメッセージにおいて一致する。

　 そして3章 の嘘つきチワコ民話の検討を通じて次の結論が得 られる。1.栽 培植物

起源民話1-6と 形式において一致し,人間の参与という要素による構成変化を生 じる,

中央アンデス全域にあるチワコ民話は,北,中 部のヴァーションにおいて弱いながら

死の起源を扱い,南 部において労働の起源を扱いかつそれを伴う起源物を否定的に扱

う。2.　 チワコ民話のヴァーションである民話31の 栽培植物はジそれが拡散的に扱わ

れるための労働の同時起源ゆえに,否 定的側面を有する。3.　 人間が直接に参与 しな

い栽培植物起源民話1-6は,死 もしくは弱い死(柔 らかい歯,労 働)の 起源を扱わ

ないが,四 散 して発生する栽培植物について民話は沈黙 し,少 なくとも積極的価値を

与えない。4.四 散状態の発生は民話1-30(7,26を 除く)の 全てに共通し,そ の一

部(民 話8-11,28)は 否定的価値を有する事物の起源すら扱 う。そして天と地を仲介

する起源老チワコとキッネはともに現実世界における空腹のモデルである。

　 パチャママ民話32は 仲介者のキツネやチワコが存在せず,死 や労働の起源を直接に

扱わず,人 間生殖ポテンシャルの減少 として,現 実の栽培植物(別 々に実る植物)に

対応する人間状態を規定 している。 話の聞き手たちが,女 が一度に五人 も十人 も子

供を生んだら蟻みたいに人間が増えてしまう,と いったのに対 して,語 り手 は神秘

的な植物があるのなら,そ うなって も一向に困らない,と いう意味の答 をしている

[VALDERRAMA、 　1977:57]。
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　中央アンデスの民話が,栽 培植物の起源というよりは農耕の起源(栽培植物と労働)

と把え,あ るいはそれを四散した状態での栽培植物の起源といい換えているとしたら,

これらの民話は,ア マゾン神話と比べた場合に,ソ フィス トケー トされているという

見方も成 り立つであろう。

W.子 供 の 遊 び 一 ま とめ一

　中央アンデスのコルタモンテについては,2章 で検討 し,ま た,そ の意味するとこ

ろが明らかでないことを指摘 した。この行事の重要な構成部分である木を切り倒すと

いう行為は,ア ンデスの子供たちの遊びの中にもとり入れられている。 この遊びが真

似ごとであるために,い ずれの記述者も,遊 びの行為を説明するにあたって,真 似の

対象となるものについての記述をせざるを得ない。そこに遊びの表す意味,表 象性が

明瞭となり,そ の内容はこれまでに検討してきた民話や神話の表す意味と充分な関連

を有している。次の例はアヤクチ ョ県パ リナコチャス地方のもので,遊 びはワイリン

・ワイリン ・キキ リチhuaylin　 huaylin　kikirichiと 呼ばれる。ワイ リンは風に吹か

れて木の枝が鳴る音であり,キ キリチは夜明けを告げる雄鶏のときの声とされる。

　遊び1　 遊びは八才か ら十五才 ぐらいの男女の子供が集まって行なう。その中から

　普通は二人のたき木取 りになる子供をきめるが,大 人を真似た仕事をするので,力

　が強 く丈夫な男の子がなる。別の力のある子供が両足を投げ出して地面に座 り,他

　の子供たちが順に同じように座って,前 の人を両腕で しっかりかかえ込む。この列

　になって地面に坐った子供たちが木あるいは草を表 している。列ができると全員揃

　 って体を左右に動かし,風 に枝や葉がゆれる様を表して,レ チ ・レチrechi　rechi

　とかクラアァスkraasと 声をあげて,木 がたてる音を真似る。二人のたき木取 りが

　やって来て,木 蔭で休みをとる情景を演じ,朝 早 く起きて仕事にかか らねばならぬ

　とか,旨 く仕事がゆけばいいがとか,も う夜がふけたから寝ようとか,二 人で話を

　かわす。寝たふりをした二人はいびきをかいて,木 のことは気にもとめないでいる。

　木になっている子供たちは体をゆすりつづけ,や がてワィ リン・ワィ リン ・キキ リ

　チと叫ぶ。雄鶏の鳴き声で目をさましたたき木取りは酒を飲み,コ カの葉を噛み,

　タバコを吸うふりをしてか ら,仕 事に取 りかかる。元気づけに最後の一杯を飲み千

　 したたき木取りは,棒 で幹のまわりの地面を掘 り,根 を起こす真似をする。そのあ

　 と一本一本の木にさわり,こ の木は丈夫だとか弱いとかの批評をして,列 の最後尾

　の子供をひき離しにかかる。その前にお前は何という木かと訊ね,訊 ねられた方は
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　体をゆらしながら,自 分がそのつもりになっている木の名を答える。弱い木の名を

　答えると,た き木取 りはこれは簡単で仕事はすぐ済むとさげすみの声をあげる。列

　か ら力ず くで引き離 した木は別の所に運んで立てる。順にこれを繰り返し,相 手の

　答が変わるたびにそれに応 じた反応を し,棘 の木ならば用心深 く扱う。次第に丈夫

　な木になるので仕事が困難になり,疲 れた二人は大きな木を引きはがす前に休憩し,

　コカを噛んだりタバコを吸う。再び仕事にかかり,最 後の子供をはがして遊びの第

　一段階が終る。たき木取 りは立たせた子供たちを円形に集め,互 いに頭をもたせか

　け合 うようにして,木 を一カ所に集める。この輪の中にたき木取りが入り,下 で火

　をつける仕草をする。火が燃え移 った木は燃える木のはじける音を真似なが ら,たき

　木取 りの上におおいにかぶさり,焼 いてしまい遊びが終了する[ANONIMo　 l951:

　667-669]。

　記録者はこの遊びの深い意味は農民たちの絶え間ない労働で,こ の真似ごと遊びの

中で,た とえばたき木取 りといった,様 々な仕事の一つを表すのだ,と 述べている。

遊びはパ リナコチャに隣接するルカナスL,ucanas地 方のチャビーニャChavifia村

からも報告されており,遊 びの名は同じだが,単 にサチャテ ィラィsachatirayと も

いうのは,木 を切るあるいは根ごと引き抜 くのが目的の遊びだからであると説明され

ている。

　遊び2　 一番力のある男が地面に座り,そ れぞれに一本の喬木,灌 木あるいは草に

　なった子供たちが順に前の人をかかえ込んで座り列になる。たき木取りの二人は力

　のある子がなり,朝 方の情 景を演 じたあと.仕事にかかる。たき木取 りは一本ずつ木

　を切 ることにし,そ の前に木の名前を訊ねる。一人ずつ力ず くで引きはがし,相 手

　はこれに抵抗する。途中で休みをとり,木 を切り終ると,木 を積むために一人の子

　をたたせ,他 のもそれにもたせかけるようにして円形に並べ,そ の下にたき木取り

　が入って火をつける。その瞬間にたき木は幹のはぜる音を真似て,た き木取 りの上

　におおいかぶさり,押 しつぶし焼いてしまう[ANoNIMo　 l971:190-191ユ 。

　遊びの内容は前出のと全 く同じだが,真 似ごと行為を記述するのに,こ こでは木を

切るという表現が用いられている。この遊びに関する報告例は非常に数少いが31》,次

31)内 容 につ いて は不 明 だが,194Q年 当 時 の ア ヤ クチ ョ市 周 辺 で サ チ ャテ ィ ライsachatirayと

　 い う遊 び が 一般 的で あ った こ とは,Bustamanteの 記 録 か らうか が え る[BusTAMANTE　 1943:

　 67]。 また ど の地 方 か不 明 だ が(あ るい は ア ンカ シ ュ県 か),Sorianoが 記録 して い る ク エ ・ス

　 テculle　 st6は 遊 び1-2と 全 く同 じや り方 で,同 じ意 味 で あ る。 同 じ記 録 者 に よ る と,バ カ ・

　 ヤ ペjaka　 11ap6と い う遊 び も あ り,遊 び方 は 同 じだが,ク ィ(モ ル モ ッ ト)の 家 族 を イ タチ が

　 襲 う とい う意 味 に 変化 して い る[SoRIANo　 1959:2139]。 ボ リ ビア にあ るサ ン ・ミゲル とい う

　 遊 び も,や り方 は 同 じで,意 味 が 違 う[PAREDEs　 l976:59-61]。 同 じ遊 び方(構i成)が 各 地

　 にあ って,違 った 意 味(テ ーマ)を 与 え られ て い るの は非 常 に興 味 深い 。
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の は タル マ地 方 の もの で,今 世 紀 の 初 め に記 録 さ れ て い る。 記 録 者 のVienrichは す

で に この 当時 にお い て,こ う した 遊 び が"文 明化"の た め消 え 去 って い くの を嘆 いて

い る 。Vienrichも また この 遊 び の 中 に哲 学 的 な意 味 を 見 出 して い た よ うで,シ ョー

ペ ンハ ウ エル 的 な ペ シ ミズ ム とそれ を表 現 して い る し,遊 び の記 述 を 含 む一 章 を"ウ

イ ン ・ウ イ ンhuin　 huin"と 題 して い るが,副 題 に は"す なわ ち人 間 と運命"と あ る。

遊 び3　 男 女 の子 供 が 交 互 に連 な って座 り,腕 と体 を左 右 に ゆ ら し,ウ イ ン ・ウイ

　 ンと歌 い なが ら,一 本 の木 に な って い る。 男 の子 の一 人 が,杖 を つ き道 具 を手 に し

　 た老 人 にな って登 場 し,つ ぶ れ た 小 屋 を再 建 す るた あ の木 を 探 し に森 へ や って 来 る。

　 列 に な って い る子 供 た ち の頭 を叩 い て,そ の あ と 自分 の手 の 匂 いを 嗅 ぎ,こ れ は リ

　 ョケで 固 い木,ケ ヌア ル で柔 らか い木,ラ ヤ ンで少 し柔 らか い,ラ ン ブ ラ シ ュで く

　 ず れ る木 とい うよ うに,木 の品 定 め を して い く。選 び終 る と休 みを と り,コ カ の葉

　 を噛 み,木 を 切 るた め に一 息 いれ る。 木 を 選 び 抵抗 す る子 供 の腕 を 取 って 列 か ら引

　 き離 そ うと し,疲 れ 果 て た あ げ くにや っと成 功 す る。仕 事 の 困難 さ につ い て ひ と り

　 言 を い い,自 分 の 不 運 を 嘆 き,年 老 いて 腰 が ま が り,殆 ど盲 で,助 けて くれ る家族

　 もな い憐 れ な老 人 に対 す る厳 しさ に嘆 息 す る。列 の子 供 た ち は ウ イ ン ・ウイ ン と歌

　 いつ づ け る。 悪 魔bruj　oに な って い る別 の 男 の 子 が,耳 の き こえ な い老 人 に 近 寄 り,

　 じい さ ん,木 が 割 れ た と叫 ん で,か らか う。 老 人 は 驚 い て立 ち あ が り,耳 に 手 を あ

　 て て 聞 きす ま し,木 の 葉 の 音 だ と思 い直 し,再 び 腰 を お ろす 。悪 魔 は また 同 じよ う

　 に叫 ん で老 人 を か らか い,子 供 た ち は ウイ ン ・ウ イ ン,じ い さ ん木 が 割 れ た,カ チ

　 ・カ チcachi　 cachiと 合 唱 す る。 老 人 は木 の所 に確 か め に行 き,手 で 触 れて 調 べ,

　 もと に戻 り,滝 の 音 か 山 び こが木 の割 れ る音 に き こえ た の だ ろ うとい い,耳 の不 自

　 由 を嘆 く。 ふ た た び 仕 事 に か か り,木 の 枝 を 払 い,並 ん だ列 か ら子 供 を ひ き離 し

　 て,木 を切 り,悪 い木 や 曲 った のを 除 い て,何 人 か の子 供 を集 め,頭 を もたせ か

　 け合 って 輪 状 に並 べ,女 の子 は 間隔 を置 い て そ の 中 に 入 れ る 。一 番 小 さい 子 を最 後

　 に そ の上 に乗 せ,建 て 物 を つ く る。 仕 事 を お え 家 を 建 て る力 が ま だ 自分 にあ った こ

　 とに満 足 し,雨 を さ け,飢 謹 に 備 え る穀 物 を 貯 蔵 で き る家 が あ る こ とを 喜 ぶ 。 や が

　 て料 理 を お もい た ち,川 に トウガ ラシを つ ぶ す た め の 日用 の石 を 探 し に行 く。 そ こ

　 へ 悪 魔 が 登 場 し,じ い さん 家 が つぶ れ た と叫 び,子 供 た ち も,じ い さん 家 が つ ぶ れ

　 た,ウ イ ン ・ウ イ ン,カ チ ・カ チ と声 を 合 わ せ る。 小 屋 に戻 った 老 人 は一 人 一 人 の

　 肩 を優 し く叩 い て,材 木 を 調べ て まわ り,お 前 は この 小屋 の支 えだ,お 前 は 家 を し

　 っか りさせ て い る。 お 前 は チ ュル コで 固 い,お 前 は キ ス ワル コで 弾 力 が あ り,お 前

　 は タ ロで 美 しい とし)うよ うに話 しか けて い く。 特 に女 の子 につ いて は香 りの あ る美
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　 しい花にたとえている。最後に小屋に入り,石 のかまどをきづき,料 理にとりかか

　り,ト ウガラシを石でつぶす。その最初の一撃を合図に家がこわれ,全 員で老人を

　押 しつぶす。や っと這い出した老人は残酷な運命を嘆き,木 を割 りたき木として村

　へ持ち帰ることにし,一 人一人をかついで別の所へ運んでい く[VIENRICH　 n.d.:33

-35] 。

・まず この遊びは 《容易に切 り倒せない木》 というアマゾン栽培植物起源神話のモチ

ーフを再現 している。不鮮明なが らもイカ地方のコルタモンテ(行 事3)に は,そ れ

らしきものが認め られた。実際どのコルタモンテでも,時 間をかけて少 しずつ木を切

っていくのであり,歌 と踊りは数時間も続 くのが通例である。 リベルター県の山地を

旅行 している際に,Mir6　 Quesadaは 小村で催されていたコルタモンテ(こ こではシ

ルロと呼ばれている)に 出会い,人 々がわざと刃のない斧を使うのを見て,祭 が長続

きしチチャ酒が沢山飲めるように,そ うするのだとコメントを加えて いる　 [MIRO

gUESADA　 　l947:44]。

　子供たちが互いにしっかりつかまり合 った列が表す木は,そ の内容か らいって栽培

植物ではない。しか しそれがたき木として(料 理に近い事物)あ るいは家屋の材料と

して用いられる限りにおいて,有 用植物としての共通性を示す。そして この様々な木

や植物から成る一本の木は,種 々の栽培植物を実 らせた神秘的な木(神 話1-2,民 話

31-33)と 同じである。 たき木取りや老人になった子供は,列 になった子供を一人一

人引き離す行為を繰り返し,そ れは木を切るcortarと 表現されるが,神 話1-2で は

(数多いアマゾン神話のヴァー シ三ンの一部で しかない),人 々が神秘的な木を切り倒

す。

　 神秘的な木は,神 話1-2に おいては,切 り倒され,そ の四散 した実が栽培植物の

起源となる。民話31に おいては,神 秘的栽培植物がキツネの嘘により別々の畑に植え

られる現実の種々の栽培植物となっている。遊び1-3で は一列になった子供を別々

に引き離 し,そ れがたき木や建築の材木 となる。全体の列から一入の子を引き離すと

き,つ まり一本の木として切 り出すのに際して,木 には名前が与えられ性質が付与さ

れて,全 体から分離した別 々の木となり,そ れがたき木や用材となる。遊びの中にあ

る全体か らの分離とそれに伴うカテゴリカルな扱いは,神 話や民話のように起源とし

て通時的に発生を扱うのではないが,共 時的には様々な木のカテゴリーの発生を扱う。

特に遊び3は この分離後のカテゴリーの存在を明瞭に木の利用と結びつけている。老

人は小屋の用材にな った木の特徴と役目についてコメントしている。

　 神話2の 人間は木を切りばらばらに散 った果実によって様々の栽培植物を獲得 し,
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永遠の生命をそう失した。神話2の ヴァーションであるアピナエ族をは じめとす るジ

ェ語系の神話の人間たちは,容 易に倒せない木を切って栽培植物を獲得 し,老 齢化を

経験するようになる。容易に切り倒せない木を切り,一 本一本のたき木を得たたき木

取 りの子供は,そ れを燃料として使うときに,た き木になった子供たちに押 しつぶさ

れ焼死する。焼死はあたかも全体としての木を一本一本別々のたき木 として しまった

ことへの仕返しであるかのごとくに,た き木取 りに押 しつけられるのである。 この点

で遊び1-2は 栽培植物の獲得と人間の死を直接に交換す る神話2と 共通する。

　一方遊び3で 木を切る子供は,壮 年のたき木とりを演 じる遊び1-2の 子供と違 っ

て,彼 等以上の労苦を強いられはするが,死 ぬことはない。遊び3で は木を切るのは

老人であり,そ れは木を切る前に 《予め老齢化 して》登場する。老人は容易に倒せな

い木を前にして自分の老齢ゆえの不運を嘆くが,や っと木を切り倒しおえたあとには,

《一時の若返 り》さえ感 じる。 苦心して建てた小屋の用材たちに,料 理を始めた瞬間

に押 しつぶされるが,死 ぬことはなく,そ の木をたき木として用いる余地を残 してい

る。容易に倒せない木をやっと切り倒して栽培植物を獲得したジェ語系神話の人々は,

同時にオポッサムを食べたための老齢化を経験するようになる(た き木の獲得とい う

点では,火 を手に入れ死を経験するようになるアピナエの起源神話とも共通する)。

遊び3は この意味でジェ語系の神話と共通する。アマゾンの栽培植物起源神話では人

々は栽培植物を獲得する代償として死や老齢化を経験 し,両 者の同時起源を語 ってい

る。中央アンデスの遊び1-3は たき木や用材の獲得 と焼死や 老齢化の応報性をテー

マとしている。

　 自分にとって必要な植物を獲得し,そ の代償としての死あるいは老齢化を経験する

という点では,ア マゾン栽培植物起源神話とアンデスの子供の遊びは完全に一致 して

いる。 しか もこの一致は獲得の仕方にまで及んでいる。神話の人々は苦労 して木を切

り倒 し,ば らばらになった種々の栽培植物を獲得するのであり,た き木取りも老人 も

苦労 して木を切り,一 本一本になった木をたき木や用材として獲得する。たき木取 り

と老人は,神 話の人間と同じに,必 要な事物を得るために,斧 を振るって切断と四散

の過程に積極的に参与して,自 らの死や老齢化を経験する。子供の遊び1-3は,こ

の過程に人間が消極的にしか参与 しないチワコ民話31-52が 何故 《小さい死》か労働

の起源 しか扱わず,全 く人間が参与しないキツネ民話1-6が 何故それすらも扱わな

いのかを,明 瞭に説明 している。
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Zo=キ ッ ネZorro民 話

Ch=チ ワ コChihuaco民 話
Co=コ ル タモ ンテCortamonte行 事

Ju=子 供0遊 びJuego

図1　 中央 アンデス民話 ・行事 の分布
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